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68 1958 
年年
1 8 
月月

印
年
刊
月

れ
年
刊
山
月

75 
年

mm年

ω月

mm年

8
月

79 
年

回
年

6
月

出
年

5
月

例
年

2
月

前
年

7
月

仰山年

8
月

初
年

5
月

‘－ 

的
年

8
月

mm年

3
月

回
年

2
月

10 
月

12 
月

9 
月

10 
月

12 
月

12 
月

11 
月

12 
月

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
ゲ
l
リ
l
に
て
、
父
・
ジ
ョ
セ
フ
〈
ジ
ョ

l
〉、
母
・
キ
ャ
サ
リ
ン
の
7
番
目
の
子
と
し
て
誕
生

兄
弟
で
構
成
す
る
音
楽
グ
ル
ー
プ
「
ジ
ャ
ク
ソ
ン
5
」
、
シ
ン
グ
ル
「
∞
布
切
口
三
で
イ
ン
デ
ィ
l
ズ
デ
ビ
ュ
ー

ジ
ャ
ク
ソ
ン
5
、
モ
ー
タ
ウ
ン

・
レ
コ
ー
ド
と
契
約

ジ
ャ
ク
ソ
ン
5
、
「
円
巧

S
円
吋

2
∞
宮
町
」
で
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー

シ
ン
グ
ル
「
の
白
骨
叶
D

回
0
4
ER
O」
で
ソ
ロ
デ
ビ
ュ
ー

ジ
ャ
ク
ソ
ン
5
、
ェ
ピ
ッ
ク

・
レ
コ
l
ズ
へ
移
籍
し
、
グ
ル
ー
プ
名
を
「
ザ
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
ズ
」
に
変
更

ダ
イ
ア
ナ
・
ロ
ス
と
共
演
し
た
映
画
「
寸
回
初
老
HN

」
公
開

ソ
ロ
で
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ル
バ
ム
「
O
同
答
。
毛
色
一
」
発
売

ピ
ル

・
プ
レ
イ
、
マ
イ
ケ
ル
専
属
⑪
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ス
タ
ッ
フ
に
な
る

映
画
「
E
．T
．
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
ブ
ッ
ク

・
ア
ル
バ
ム
に
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
参
加

8 
月

9 
月

3 
月

11 
月

12 
月

5 
月

7 6 
月月

10 
月

ポ
ー
ル

・
マ
ッ
カ
！
ト
ニ
！
と
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
曲
「
、
巨
ゅ
の
E
U’p
h
g
E
を
、
片
面
シ
ン
グ
ル
と
し
て
発
売

ア
ル
バ
ム
「
↓
古
門
店
。
円
」
発
売
。
全
世
界
で
1
億
校
以
上
売
れ
、
康
史
上
も
っ
と
も
多
く
の
売
上
げ
を
記
録

エ
ン
シ
ノ
の
家
を
改
築

，，

p

z

b

r

F

 

モ
ー
タ
ウ
ン
お
周
年
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
ム
ー
ン
ウ
ォ
l
ク
を
初
披
露

グ
ラ
ミ
l
貨
で
8
部
門
を
受
賞
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
ズ
を
脱
退

「
マ
イ
ケ
ル
ズ
・
ペ
ツ
ツ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
、
ニ
l
ナ

－M

－
坂
崎
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う

ア
ル
バ
ム
「
切
〉
U
」
発
売

ソ
ロ
と
し
て
初
の
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
l
関
始
。
最
初
の
公
演
を
日
本
（
後
梁
闘
潔
場
ほ
か
〉
で
行
う
。

ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催
さ
れ
る

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
や
ゲ
l
ム
メ
ー
カ
ー
「
セ
ガ
」
本
社
な
ど
を
訪
問

世
間
谷
敏
雄
さ
ん
た
ち
、
専
属
シ
ェ
フ
に

言ッ
ア

中

毒
の

請
を
訴
え

医
師
の
診

I 
る

銀
座
山
崎
、
コ
4l
ル
ド
・
マ
イ
ケ
ル
・
コ
イ
ン
メ
ダ
ル
」
発
売

サ
ン
タ

・
川
l
パ
ラ
の
シ
カ
モ
ア
・
バ
レ
l
牧
場
へ
引
越
し
、
そ
こ
を

「ネ
パ
l
ラ
ン
ド
」
と
命
名

「ω
P
U」
ツ
ア
l
で
来
日
（
東
京
ド
l
ム
で
公
演
）

$

ス
タ
ッ
フ
約
2
0
0名
に
、
ソ
ニ
ー
の
ハ
ン
デ
ィ
カ
ム
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

セ
ガ
、
ゲ
l
ム
ソ
フ
ト
「
ム
ー
ン
ウ
ォ
l
カ
l
」
発
売

ソ
ニ
l
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
社
と
高
額
で
契
約

ア
ル
バ
ム

「む〉
Z
の同
月
0
cm」
発
売

「同四色、
H
J
H
O

巧
ロ
ユ
且
基
金
」
を
設
立
し
、
ツ
ア
i
の
収
益
を
金
額
寄
付

「む〉
Z
の
HWHN
o
c
m」
ツ
ア
i
で
来
日
（
東
京
ド
l
ム
で
公
演
）

一

横
浜
ジ
ョ
イ
ポ
リ
ス
や
長
崎
の
ハ
ウ
ス
テ
ン
ポ
ス
を
訪
問

回
年
2
月
一

セ
ガ
の
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
l
ム
「
》
的
・
ご
用
の
映
像
を
撮
彫

93 
年

例
年

5
月

何
年

6
月

Mm年

1
月

巾引年

2
月

mm年

4
月

02 2001 99 
年年年

11 10 
月 月

回
年
日
月

ω年
6
月

M
W
年
日
月

ω年
3
月

少
年
へ
の
性
的
虐
待
疑
感
が
浮
上

「ロ〉
Z
の
何
回
同
C
C
印
」
ツ
ア
i
で
来
日
〈
福
岡
ド
l
ム
で
公
演
）

ハ
ウ
ス
テ
ン
ポ
ス
を
訪
問

柏、

セ
ガ
の
ゲ
1
ム
音
楽
を
創
作

リ
サ
・
マ
リ
l
・
プ
レ
ス
リ
l
（
エ
ル
ピ
ス
・
プ
レ
ス
リ
！
の
娘
〉
と
結
婚

ア
ル
バ
ム
「
回
目
印

g
ミ
」
発
売

リ
サ
・
マ
リ
l
と
離
婚

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
ア
ル

・
ワ
リ
l
ド
・
ビ
ン
・
タ
ラ
l
ル
王
子
と
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
事
業
を
行
う
と
発
表

デ
ビ
！
・
ロ
ウ
と
再
婚

「呂

2
2
E
ツ
ア
1
で
来
日
（
東
京
ド
l
ム
、
福
岡
ド
l
ム
で
公
演
〉

長
男
・
プ
リ
ン
ス
誕
生

短
編
映
画
「
の
出
o
m叶
印
」
、
第
印
回
カ
ン
ヌ
映
画
祭
で
上
映

長
女
・
パ
リ
ス
誕
生

デ
ピ
！
と
離
婚

ア
ル
バ
ム
「
HZ
〈

HZ
の
田
口
w
」
発
売

代 セ

昔有
産 マ
に イ
よ’ヶ

り白
次 漢

字手
プ l
リ ム
支ラ
｜｜ ト
、ど 且「

イス
ケ ペ
ル 1
2 λ 
↑廿チ
事 ヤ

互主
lレ
5 

パ
ー
ト
2
」
発
売

少
年
へ
の
性
的
虐
待
疑
感
で
提
訴
さ
れ
る

無
罪
判
決
か
下
る
。
そ
の
後
ハ
i
レ
1
ン
に
移
住

ピ
ル
・
プ
レ
イ
逝
去

ノ

同
年
7
月
か
ら
、
ロ
ン
ド
ン
で
川
生
涯
最
後
の
公
演
「
↓
目
的
目
的
司
」
を
行
う
と
発
表

，， 

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
て
逝
去

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
て
公
開
追
僚
式
が
行
わ
れ
る

映
画
「
叶
回
目
印
目
的
弓
」
公
開

海食

※太字は著者が関わ’った出来事です
ノ



エンシノにて撮影

手に持っているのはタランチュラ

九均一1/n,_ム＿，／，~



エンシノにて撮影

マイケルのベットのタランチュラ

九向山fhぬd'J~



エンシノにて撮影

パプルスと一緒に

九ゅーfIn<ムJI~



ピノレ ・プレイのアルバムから

コンサート記念写真

加J!~・1~1~



エンシノにて撮影

家のテラスで

九均一f)n_ムJ'，~



キャピトノレ東急ホテルにて撮影

1987年「BADJ ツアーで来日

加£＂＂＂＂山 1)n,ムJc!~



ニューヨークのホテルにて撮影

コインメダルの承諾

九…fん仏クd 白砂レ



エンシノにて撮影

パプルスと一緒に

M£~ f Jn.ぬJI~札



お台場の「東京ジョイポリスJにて撮影

来場記念にサイン

東京ジョイポリスにて撮影

ゲームに挑戦

何£~1 In..ぬJI~

。SEGA

。SEGA



東京ジョイポリスにて撮影

レーシングゲームにチャレンジ

九ωム 1 ）？！，ぬJI~

。SEGA



東京ディズニーランドにて撮影

メリーゴーラウンドに乗るマイケノレ

九均一1Jn,.ムJl,.d却 U





cSEGA 

セガ本社にて撮影

ピノレ ・プレイと新しいゲームに挑戦

ピノレ ・プレイのアルパムから

ピノレとピジネスマネジャーのフランク ・ディレオ氏とマイケノレ

九…ィ ＃lukJ'／~血嗣



エンシノにて撮影

初めてパプルスを抱っこして

九即ムfffeムJl..d却し



キャピトノレ東急ホテノレにて撮影

夫のジャックとマイケノレ、ピルと一緒に

九均一f)n,_ぬd'／~晶~
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マイケノレ・ ジャクソンの思い出

Memo円esof Michael Jackson 

は
じ
め
に

＊ 

＊ 

＊ 

2
0
0
9年
6
月
お
日
、

「
マ
イ
ケ
ル

・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
亡
く
な
っ
た
」
と
の
ニ
ュ

ー
ス
が
、
世

界
中
を
か
け
め
ぐ
り
ま
し
た
。

ロ
ン
ド
ン
公
演
「
叶
呂
∞
円
∞
司
」
を
わ
ず
か

2
週
間
後
に
控
え
て
の
思
い
が
け
な
い
許
報
に
、

イ
ケ
ル
を
知
る
人
や
数
多
く
の
フ
ァ
ン
た
ち
は
哀
し
み
に
沈
み
ま
し
た
。
し
か
し
皮
肉
な
こ
と
に
、

彼
の
死
後
、
空
前
の
マ
イ
ケ
ル
・
ブ

l
ム
が
起
こ
っ
た
の
で
す
。

映
画
司
自
∞
円
∞
司
」
が
、
日
本
で
も
大
ヒ
ッ
ト
し
て
い
た
昨
秋
。
出
版
関
係
に
携
わ
っ
て
い
る

初
年
来
の
友
人
が
、
「
マ
イ
ケ
ル
に
つ
い
て
本
を
書
か
な
い
か
」
と
私
を
訪
ね
て
き
ま
し
た
。

私
は
、
生
ま
れ
は
日
本
で
す
が
、

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

ロ
歳
か
ら
ア
メ
リ
カ
で
育
ち
、
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
夫
と
結
婚

ス
ポ
ー
ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
夫
の
会
社
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り
、
現

在
は
海
外
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ラ
イ
セ
ン
ス
事
業
を
行

つ マ

2 



て
い
ま
す
。

音
楽
業
界
と
は
ほ
と
ん
ど
関
わ
り
な
く
生
き
て
き
た
私
で
す
が
、
あ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
き
っ
か
け
で
、

1
9
8
6年
か
ら
叩
年
間
、
マ
イ
ケ
ル

・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
い
く
つ
か
の
ラ
イ
セ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

日
本
で
の
代
理
人
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

い
た
ピ
ル

・
プ
レ
イ
と
い
う
男
性
か
ら
、

マ
イ
ケ
ル
が
父
親
の
よ
う
に
慕
っ
て

マ
イ
ケ
ル
が
公
演
等
で
来
日
し
た
際
の
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

はじめに

な
時
間
の
ア
レ
ン
ジ
を
頼
ま
れ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
私
は
、
世
紀
の
大
ス
タ
！
の
素
顔
｜
｜
純
粋
さ
や
仕
事
へ
の
真
剣
さ
、

を
、
間
近
で
目
撃
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
た
。

そ
し
て
苦
悩
ー
ー
ー

マ
イ
ケ
ル
と
交
流
が
あ
っ
た
の
は
、
日
年
以
上
も
前
の
こ
と
で
す
。

話
を
記
録
し
た
メ
モ
や
、
仕
事
上
で
の
資
料
は
残
っ
て
い
る
も
の
の
、
私
は
ど
こ
ま
で
思
い
出
せ
る

か
自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
す
る
と
彼
女
は
、

「
マ
イ
ケ
ル
が
日
本
で
関
わ
っ
た
人
た
ち
に
会

っ
て
み
た
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
？
」
と
提
案
し
、
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、

マ
イ
ケ
ル
と
の
会

こ
う
し
て
私
は
、

マ
イ
ケ
ル
を
通
し
て
知
り
合
っ
た
人
た
ち
と
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
楽
し
む
こ

J 



マイケノレ ・ジャクソンの，思い出

Memor則。fMichael Jackson 

と
に
な
り

l
l。
彼
ら
と
の
会
話
に
よ
っ
て
、

っ
て
き
た
の
で
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
に
関
す
る
記
憶
が
、
少
し
ず
つ
よ
み
が
え

私
が
こ
の
本
を
書
く
こ
と
に
し
た
理
由
は
、

二
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
信
じ
が
た
い
ほ
ど
の
稀
有
な
人
物
と
仕
事
を
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
く
れ
た

ピ
ル

・
プ
レ
イ
に
、
そ
し
て
私
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
マ
イ
ケ
ル

・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
に
、

感
謝
を
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

一
つ
は
、

そ
し
て
二
つ
目
の
理
由
は
、

ス
テ
ー
ジ
か
ら
離
れ
た
素
の
マ
イ
ケ
ル
に
つ
い
て
、
書
き
た
か
っ
た

か
ら
で
す
。

彼
は
礼
儀
正
し
く
誠
実
で
、
思
慮
深
く
、
物
静
か
で
控
え
め
な
半
面
、
人
を
面
白
が
ら
せ
る
こ
と

が
大
好
き
で
、
好
奇
心
が
旺
盛
、
そ
し
て
勤
勉
な
人
で
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
数
多
く
の
書
籍
が
あ
り
ま
す
。
彼
の
経
歴
な
ど
は
、

み
な
さ
ん
の
ほ
う
が
、
私
よ
り
も
よ
く
ご
存
知
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
こ
の
本
で
は
、
マ
イ
ケ
ル
が
私
に
教
え
て
く
れ
た
大
切
な
こ
と
、

フ
ァ
ン
の

マ
イ
ケ
ル
が
私
や
、

4 



はじめに

彼
に
出
会
っ
た
人
々
の
人
生
に
ど
ん
な
ふ
う
に
影
響
を
与
え
た
か
を
、
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ

し

て

、

こ

の

本

を

読

ん

で

く

だ

さ

っ

て

い

る

み

な

さ

ん

、

こ
れ
は
何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
で
す
が
、

そ
し
て
マ
イ
ケ
ル
を
愛
し
て
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
に
、

マ
イ
ケ
ル
に
と
っ
て
あ
な
た
方
が
ど
ん
な

お
伝
え
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
彼
は
、

た
く
さ
ん
の
愛
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

か
つ
て
、
滞
在
中
の
ホ
テ
ル
で
い
つ
も
そ
う
し
て
い
た
よ
う
に
、
き
っ
と
彼
は
今
も
天
国
で
、
何

度
も
何
度
も
席
を
立
つ
て
は
窓
際
に
行
き
、
下
を
覗
き
込
ん
で
は
、
フ
ァ
ン
の
み
な
さ
ん
に
手
を
振

に
大
切
で
あ
っ
た
か
を
、

フ
ァ
ン
の
み
な
さ
ん
に
固
ま

れ
て
、

っ
て
言

っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
テ
イ
ク

・
ケ
ア
！

（
身
体
を
い
た
わ
っ
て
）
」

2
0
1
0年
5
月

坂
崎
ニ

l
ナ
異
由
美

5 



「
マ
イ
ケ
ル
ズ
・
ベ
ツ
ツ
」
を
め
ぐ
る
騒
動

＊ 

＊ 

＊ 

「
マ
イ
ケ
ル
ズ
・
ペ
ッ
ツ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
イ
ケ
ル
の
「
親
代
わ
り
」
、
ビ
ル
・
プ
レ
イ
と
の
出
会
い

タ
ラ
ン
チ
ュ
ラ
の
テ
ス
ト

マ
イ
ケ
ル
来
日
l

と
こ
ろ
が

「
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
、
お
金
で
は
動
か
な
い
」

2 

／ 

1986年、

マイケルとの

出会い

はじめに

1986, Meeting Michael 

12 15 19 28 

仕
事
へ
の
情
熱
、
フ
ァ
ン
へ
の
愛
情

.J,Z 

＊ 

＊ 

＊ 

マ
イ
ケ
ル
の
こ
だ
わ
り
に
脱
帽

努
力
の
人
、
マ
イ
ケ
ル

「
ど
う
し
た
ら
よ
り
多
く
の
人
々
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
か
」

「
あ
り
が
と
う
。彼
女
に
返
事
を
出
す
よ
」

「
君
は
ど
ん
な
音
楽
が
好
き
？
」
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マ
イ
ケ
ル
と
「
キ
ャ
ピ
ト
ル
東
急
」

＊ 

＊ 

＊ 

滞
在
先
は
「
キ
ャ
ピ
ト
ル
東
急
」
に
決
定
？

｜
｜
鈴
木
成
和
さ
ん
の
挑
戦

「
マ
イ
ケ
ル
の
部
屋
」
が
で
き
る
ま
で

「
僕
の
部
屋
を
き
れ
い
に
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

「
彼
は
と
て
も
ス
マ
ー
ト
な
ん
だ
」

声
が
出
な
く
な
っ
た
マ
イ
ケ
ル

｜
｜
Y
医
師
の
治
療

プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
ら
け
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
l
ム

2 
マイケノレが

愛した

日本人たち

7あeJapanese whom 
Michael cherished 

マ
イ
ケ
ル
と
「
セ
ガ
」

＊ 

＊ 

＊ 

58 

「
僕
は
セ
ガ
の
ゲ
！
ム
が

64 

好
き
だ
か
ら
、
こ
こ
へ
来
た
ん
だ
」

70 

｜
｜
鈴
木
久
司
さ
ん
と
の
出
会
い

76 

最
先
端
技
術
に
大
興
奮

「
僕
は
ギ
ャ
ラ
は
要
ら
な
い
よ
」

81 

今
、
明
か
さ
れ
る
真
実

86 

1
1｜
荷
宮
尚
樹
さ
ん
た
ち
の
奮
闘

「
代
わ
り
に
新
し
い
曲
を
作
る
か
ら
」

「
大
丈
夫
？

寒
く
な
い
？
」

は
か
な
く
散
っ
た
夢

東
京
ジ
ョ
イ
ポ
リ
ス
を
訪
問

88 91 94 98 104 107 110 11.J 



マ
イ
ケ
ル
お
気
に
入
り
の

シ
ェ
フ
た
ち

＊ 

＊ 

＊ 

マ
イ
ケ
ル
の
、
困
っ
た
食
生
活

－
｜
｜
高
谷
敏
雄
さ
ん
た
ち
が
専
属
シ
ェ
フ
に

「
食
事
を
す
る
問
、
こ
こ
に
い
て
」

「
偉
大
な
る
シ
ェ
フ
に
、
愛
を
込
め
て
」

3 
マイケノレの

光と影

116 121 124 The light and 

the dark sides 

of Michael 

ス
ー
パ
ー
ス
タ
l
の
休
日

＊ 

＊ 

＊ 

「
日
本
の
歌
を
歌
っ

て」

「
初
め
て
あ
ん
な
車
に
乗
っ
た
l

」

マ
イ
ケ
ル
の
新
し
い
ペ
ッ
卜

「
今
の
説
明
、彼
ら
に
も
し
て
あ
げ
て
」

｜
｜
次
原
悦
子
さ
ん
の
戸
惑
い

「
こ
ん
な
に
良
く
し
て
も
ら
え
る
な
ん
て
」

｜
｜
上
津
昇
さ
ん
の
心
遣

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス

へ
の
思
い

「
ハ
ロ

l
二
ア
イ
ス

イ
ス

マ
イ
ケ
ル
」
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ネ
パ

1
ラ
ン
ド
を
訪
れ
る

＊ 

＊ 

＊ 

「
リ
ズ
が
飾
り
つ
け
を

し
て
く
れ
た
ん
だ
」

「
ア
ッ
プ
ル
サ
イ
ダ
ー
だ
よ
」

何
も
か
も
が
桁
違
い

「
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
を
見
て
い
ら
れ
な
い
」

「
僕
は
孤
独
だ
っ
た
」

154 

ス
ー
パ
ー
ス
タ
！
の
葛
藤

156 

＊ 

＊ 

158 

マ
イ
ケ
ル
の
「
結
婚
」

159 

変
装
し
て
、
人
ご
み
の
中
へ

161 

マ
イ
ケ
ル
の
受
難

越
え
ら
れ
な
か
っ
た
人
種
の
壁

演
技
へ
の
思
い

怒
り
を
あ
ら
わ
に
し
た
マ
イ
ケ
ル

「
み
ん
な
が
僕
を
利
用
す
る
」

ー

l
中
谷
学
さ
ん
の
体
験

＊ 

親
子
の
よ
う
だ
つ
た

マ
イ
ケ
ル
と
ピ
ル
・
プ
レ
イ

＊ 

＊ 

マ
イ
ケ
ル
と
ビ
ル
と
の
出
会
い

ビ
ル
、
マ
イ
ケ
ル
専
属
の

164 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

166 

い
つ
も
ふ
ざ
け
あ
っ
て
い
た

16ヲ

マ
イ
ケ
ル
と
ビ
ル

170 174 176 181 

＊ 

186 191 194 198 あとがき
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マイケノレ ・ジャクソンの思い出

Memories of Michael Jackson a奥診

一一一一 一 一

「
マ
イ
ケ
ル
ズ

0 
~ 

ッ
ツ
」

を
め
ぐ
る
騒
動

． ＊ 

＊ 

＊ 

「
マ
イ
ケ
ル
ズ
・
ペ
ッ
ツ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

私
が
マ
イ
ケ
ル

・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
と
初
め
て
会
っ
た
の
は
、

1
9
8
6年。

マ
イ
ケ
ル
が
当
時
飼
っ
て
い
た
動
物
や
、
想
像
で
作
り
だ
し
た
動
物
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
す
る
と

の
ラ
イ
セ
ン
ス
事
業
に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
す
べ
て

い共ノ、

「
マ
イ
ケ
ル
ズ
・
ペ
ツ
ツ
」

の
始
ま
り
で
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
大
手
玩
具
メ
ー
カ
ー
の
重
役
だ
っ
た
ボ
ブ

・
マ
イ
ケ
ル
ソ
ン
は
、

イ
ケ
ル
が
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
パ
プ
ル
ス
を
テ
キ
サ
ス
の
癌
研
究
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
動
物
実
験
か
ら
救
い

1
9
8
5年、

出
し
た
こ
と
を
ニ
ュ
ー
ス
で
知
り
ま
し
た
。

1
9
8
2年
に
発
売
さ
れ
た
ア
ル
バ
ム

「
叶
『
門
戸
－

m円
」

の
記
録
的
な
ヒ

ッ
ト
を
受
け
、
す
で
に
そ

IZ 

てず



マ
イ
ケ
ル
の
人
気
を
背
景
に
、

ル
ス
を
は
じ
め
と
し
た
ペ
ッ
ト
た
ち
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
し
て
売
り
出
せ
ば
、

パ
ブ

の
頃
、

マ
イ
ケ
ル
は
世
界
的
な
ス
タ
ー
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
の
フ
ァ
ン

だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
に
も
受
け
る
に
違
い
な
い
。
そ
う
考
え
た
ボ
ブ
は
、

マ
イ
ケ
ル
に
接
触
を
図
り
ま
し
た
。 マ

イ
ケ
ル
の
マ
ネ

ー
ジ
ャ

i
、
フ
ラ
ン
ク

・
デ
イ
レ
オ
を
通
じ
て
、

f 

I 9 8 6年、マイケルとの出会い

「
マ
イ
ケ
ル
ズ

・
ペ
ッ
ツ
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
し
、
ゆ
く
ゆ
く
は
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
絵
本
や
ア

と
い
う
ボ
ブ
の
提
案
に
、

マ
イ
ケ
ル
は
快
く
賛
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
ボ
プ
は
、
独
立
し
て
マ
イ
ケ
ル
ズ

・
ペ
ツ
ツ
社
を
立
ち
上
げ
、
商
品
開
発
と
製
造

ニ
メ

l
シ
ヨ
ン
を
作
り
た
い
」

を
開
始
し
ま
し
た
。

ボ
ブ
と
、
私
の
夫
で
あ
る
ジ
ヤ
ツ
ク
坂
崎
が
知
り
合
っ
た
の
は
、

1
9
8
6年
1
月、

l
ク
で
聞
か
れ
た
玩
具
シ
ョ

l
の
会
場
で
し
た
。
ジ
ヤ
ツ
ク
は
ス
ポ
ー
ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
、
そ

れ
に
ま
つ
わ
る
ラ
イ
セ
ン
ス
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
玩
具
メ
ー
カ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
レ

l
シ
ヨ
ン
も
多

い
た
め
、
玩
具
シ
ョ
ー
に
は
よ
く
行
っ
て
い
た
の
で
す
。

そ
の
年
の
春
、
日
本
で
の
マ
イ
ケ
ル
ズ
・
ペ
ツ
ツ
の
販
売
代
理
店
を
探
し
て
い
た
ボ
ブ
が
、
ジ
ヤ

ツ
ク
を
頼
っ
て
来
日
。
当
時
、
ジ
ヤ
ツ
ク
が
経
営
す
る
会
社
の
ラ
イ
セ
ン
ス
部
門
を
担
当
し
て
い
た

ニ
ュ

1
ヨ

fJ 



ホ
マイケノレ ・ジャクソンの思い出

Memories of Michael Jackson 

私
も
、

ボ
プ
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ジ
ヤ
ツ
ク
は
ボ
ブ
に
「
マ
イ
ケ
ル
自
身
が
日
本
で
の
販
売
を
積
極
的
に
応
援
し
て
く

れ
な
い
か
ぎ
り
、
成
功
は
望
め
な
い
」
「
契
約
を
結
ぶ
前
に
、
マ
イ
ケ
ル
に
そ
の
意
思
が
あ
る
か
、

直
接
本
人
に
確
か
め
た
い
」
と
言
い
ま
し
た
。
マ
イ
ケ
ル
が
動
物
愛
好
家
で
、
自
宅
で
キ
リ
ン
や
大

蛇
（
ボ
ア
）
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
な
ど
を
飼
っ
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ

マ
イ
ケ
ル
ズ

・
ペ
ッ
ツ
を
日
本
で
ヒ
ッ
ト
さ
せ
る
に
は
、
発
売
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
ニ
ユ

そ
の
席
上
、

ん
で
し
た
。

！
ア
ル
バ
ム
の
発
売
や
来
日
公
演
に
合
わ
せ
、

こ
と
が
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

そ
れ
に
対
し
、
ボ
プ
は

と
答
え
、

マ
イ
ケ
ル
自
身
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
も
ら
う

「
マ
イ
ケ
ル
は
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
か
ら
大
丈

夫
だ
」

マ
イ
ケ
ル
と
会
う
手
は
ず
を
整
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で

1
9
8
6年
7
月、

ジ
ヤ
ツ
ク
が
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
へ
飛
ぶ
こ
と
に
な
り
、
私
も
彼
に
同
行
し
た
の
で
す
。

ち
な
み
に
こ
の
頃
、
私
は
特
に
マ
イ
ケ
ル
の
フ
ァ
ン
だ
っ
た
わ
け
で
も
、
音
楽
に
詳
し
か
っ
た
わ

け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
友
人
に
「
今
度
、
マ
イ
ケ
ル
と
仕
事
を
す
る
の
」
と
話
す
と
、
「
え

l
！

マ
イ
ケ
ル

・
ジ
ョ

l
ダ
ン
と
仕
事
す
る
の
？
」
と
言
わ
れ
た
も
の
で
す
。

す
ご
い
わ
ね
。

14 



マ
イ
ケ
ル
の

「親
代
わ
り
」
、
ビ
ル
・
プ
レ
イ
と
の
出
会
い

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
着
い
た
私
た
ち
は
、

ピ
パ
リ
1
ヒ
ル
ズ
の
ビ
パ
リ
1
ウ
イ
ル
シ
ャ

1
ホ
テ
ル
の

プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
、

ボ
プ

・
マ
イ
ケ
ル
ソ
ン
か
ら
、

I 

I 9 8 6年、マイケルと の出会い

マ
イ
ケ
ル
の
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
チ
l
フ
、
ピ
ル
・
プ
レ
イ
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ボ

「
マ
イ
ケ
ル
が
一
番
信
頼
し
て
い
る
人
物
」
で
あ
り
、
「
マ
イ
ケ
ル
の
目
を

こ
の
事
業
に
向
け
る
に
は
、
ピ
ル
と
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と
が
重
要
だ
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

元
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
警
の
警
察
官
だ
っ
た
と
い
う
ピ
ル
は
、
背
が
高
く
が
っ
し
り
と
し
た
体
格

フ
ラ
ン
ク

・
デ
イ
レ
オ
と
、

プ
に
よ
る
と
、

ピ
ル
は

と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ
l
で
し
た
。
笑
顔
に
は
温
か
み
が
あ
り
、
握
手
し
た
手
か
ら
も
力

強
さ
と
優
し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ピ
ル
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
進
駐
軍
と
し
て
日
本

に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
ら
し
く
、
日
本
に
対
し
て
親
し
み
を
抱
い
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

そ
の
後
私
た
ち
は
、
当
時
ウ
イ
ル
シ
ャ
！
大
通
り
に
あ
っ
た
ピ
ル
の
オ
フ
ィ
ス
を
経
由
し
て

マ
イ

ケ
ル
ズ
・
ペ
ッ
ツ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
開
発
を
請
け
負

っ
て
い
る
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

に
連
れ
て
い
か
れ
、

で
し
た
が
、

「
セ
ッ
プ

・
イ
ン

タ
l
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」

マ
イ
ケ
ル
ズ

・
ペ
ツ
ツ
に
つ
い
て
の
詳
細
な
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

15 



生
マイケル ・ジャクソンの思い出

Memories of Michael Jackson 

ま
ず
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
以
下
の
通
り
。

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
パ
プ
ル
ス

熊
の
ク
l
ル・

ベ
ア

ラ
マ
の
ル
イ

ダ
チ
ョ
ウ
の
ジ
ニ

l
ン

大
蛇
の
マ
ッ
ス
ル

キ
リ
ン
の
ジ
ャ
パ

l

ウ
サ
ギ
の
ス
l
ジ
l

カ
エ
ル
の
ア
ン
ク
ル
・
ト
ー
キ
ー

犬
の
ス
パ
ン
キ
l

ブ
ル
ド
ッ
グ
の
ミ
ス
タ
ー

－
ピ
ル

そ
れ
ぞ
れ
、
個
性
豊
か
で
す
。

パ
プ
ル
ス
は
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
だ
け
ど、

い
た
ず
ら
っ
こ
。
ク
1
ル
・
ベ
ア
は
か
っ
こ
い
い
け
れ
ど
、

16 



マイケ／レズ ・ベッツのキャラクターたち

マイケノレズ・ベッツのぬいぐるみ

ミスター ・ピJレ

加.；.~1 ,In..ぬ.J'，~山二
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マイケル・ジャクソンの思い出

Memoγ出。IMichael Jackson 

怖
が
り
。

べ
り
。

ル
イ
は
予
知
能
力
が
あ
る
け
れ
ど
、
な
ま
け
者
。
ジ
ニ

1
ン
は
優
し
い
け
れ
ど
、

マ
ッ
ス
ル
は
強
い
け
れ
ど
、
話
す
こ
と
が
と
げ
と
げ
し
い
、
と
い
っ
た
具
合
に
。

お
し
ゃ

な
お
、
物
忘
れ
の
多
い
探
偵
、

＼
ス
タ

l
・
ビ
ル
は
、
ブ
ル
ド
ッ
グ
そ
っ
く
り
な
ビ
ル

・
プ
レ
イ

を
モ
デ
ル
に
し
た
、
と
の
こ
と
で
し
た
。
恥
ず
か
し
が
り
ゃ
で
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
、
歌
が
歌
え
て
人
々

を
ハ
ッ
ピ
ー
に
す
る
力
が
あ
る
ス
パ
ン
キ

l
は
、
も
し
か
し
た
ら
、

マ
イ
ケ
ル
が
モ
デ
ル
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
化
に
つ
い
て
も
、
か
な
り
具
体
的
な
構
想
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

ど
こ
か
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
思
わ
せ
る
、
都
会
の
街
。
テ
レ
ビ
の
却
分
番
組
を
想
定
し
て

舞
台
は
、

お
り
、
毎
回
、
迷
子
に
な
っ
た
動
物
を
探
し
に
行
く
な
ど
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
軸
に
、
け
ん
か
も
す
る

け
れ
ど
、
何
か
あ
る
と
助
け
合
っ
て
問
題
を
解
決
す
る
ペ
ッ
ト
た
ち
の
姿
を
描
い
て
い
く
と
い
う
も

の
で
し
た
。

絵
コ
ン
テ
な
ど
を
見
せ
ら
れ
な
が
ら
、

こ
う
し
た
説
明
を
受
け
、
私
た
ち
は
マ
イ
ケ
ル
は
か
な
り
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
入
れ
込
ん
で
い
る
よ
う
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

18 



タ
ラ
ン
チ
ュ
ラ
の
テ
ス
ト

セ
ッ
プ

・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
後
、
私
た
ち
は
い
よ
い
よ
、

マ
イ
ケ
ル

と
会
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

I 

1 9 8 6年、マイケノレとの出会い

ピ
パ
リ

l
ヒ
ル
ズ
か
ら
、
北
に
車
で
却
分
の
所
に
あ
る
エ
ン
シ
ノ
の
町
。
そ
こ
に
、

マ
イ
ケ
ル
が

家
族
と
住
む
家
が
あ
り
ま
し
た
。

大
き
な
鉄
の
門
は
、
ピ
ル

・
プ
レ
イ
の
指
示
で
ゆ
っ
く
り
と
聞
き
ま
し
た
。

車
か
ら
降
り
た
私
た
ち
は
、
ガ
レ
ー
ジ
近
く
に
あ
る
「
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
ル
l
ム
」
に
案
内
さ

回
坪
ほ
ど
の
部
屋
に
は
、

小
さ
な
子
ど
も
用
の
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド
や
可
愛
い
ら
し

ピ
ン
ボ

l
ル
マ
シ
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
遊
具
が
用
意
さ
れ
、
ポ
ッ
プ
コ

l
ン
や
キ
ヤ

れ
ま
し
た
。

い
乗
り
物
、

ン
デ
イ
な
ど
、
好
き
な
お
菓
子
が
リ
ク
エ
ス
ト
で
き
る
カ
ウ
ン
タ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
子

お
り

ど
も
だ
っ
た
ら
、
興
奮
し
た
は
ず
で
す
。
庭
の
植
木
は
動
物
の
形
に
刈
り
込
ま
れ
、
遠
く
の
艦
で
は

キ
リ
ン
が
の
ん
び
り
と
歩
い
て
い
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
は
こ
れ
ら
の
設
備
を
、
病
気
の
子
ど
も
た
ち
ゃ
施
設
の
子
ど
も
た
ち
を
招
待
し
、
楽
し
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ま
せ
る
た
め
に
作
っ
た
そ
う
で
す
。

「
マ
イ
ケ
ル
は
、

よ
く
動
物
を
プ
レ
ゼ

し
か
し
ピ
ル
に
よ
る
と

ン
卜
さ
れ
る
の
で
ど
ん
ど
ん
増
え
、
近
所
か
ら
臭
い
が
ひ
ど
い
と
苦
情
が
殺
到
し
て
い
る
。

そ
の
た

め
、
引
っ
越
し
を
考
え
て
い
る
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

母
屋
に
適
さ
れ
た
私
た
ち
は
、
大
理
石
の
広
い
玄
関
を
抜
け
、
プ
ラ
チ
ナ
レ
コ
ー
ド
や
、
音
楽
で

受
賞
し
た
盾
や
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
飾
ら
れ
て
い
る

「ア
ワ

1
ド
ル
l
ム
」
に
案
内
さ
れ
ま
し
た
。

見
る
も
の
す
べ
て
が
珍
し
く
、
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
す
る
こ
と
数
分
。
つ
い
に
マ
イ
ケ
ル
が
「
ハ

1
イ
」

と
手
を
振
り
な
が
ら
入
っ
て
き
ま
し
た
。
赤
い
シ
ャ
ツ
に
黒
い
ス
ラ
ッ
ク
ス
、
白
い
ソ
ッ
ク
ス
、
黒

い
靴
と
い
っ
た
い
で
た
ち
で
す
。

初
め
て
会
っ
た
マ
イ
ケ
ル
に
、
私
は
惹
き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
に
見
た
こ
と
が
な
い
よ
う

な
、
澄
ん
だ
瞳
と
美
し
い
笑
顔
。
何
よ
り
も
彼
に
は
オ
1
ラ
が
あ
り
、
生
身
の
人
間
で
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
、
不
思
議
な
存
在
感
が
あ
り
ま
し
た
。

彼
は
、
ま
る
で
雲
の
上
を
歩
く
仙
人
の
よ
う
に
、
軽
や
か
に
、
音
を
立
て
ず
に
歩
い
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
ま
ず
、
軽
く
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。
と
て
も
優
し
く
、
繊
細
な
手
で
し
た
。
そ
の
後
、

と
い
う
私
の
名
前
を
面
白
が

っ
て、

自
己
紹
介
を
し
た
の
で
す
が
、
一「

て苦

ニL
、、

L一一一

マ
イ
ケ
ル
が
自
分
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I 9 8 6年、マイケルとの出会い

と
私
と
を
交
互
に
指
差
し
な
が
ら
「
マ
イ
（
冨
可
）

の
を
、
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、

ユ
1

（
J

ヘO
C）

（
宮
内
）
」
と
言
っ
て
い
た

マ
イ
ケ
ル
は
私
た
ち
に
「
悪
い
け
ど
、
朝
食
を
食
べ
な
が
ら
お
話
を
聞
い
て
も
い
い
で

と
尋
ね
ま
し
た
。
「
い
い
で
す
よ
」
と
答
え
る
と
、

す
か
？
」

シ
ェ
フ
が
コ
ー
ヒ
ー
テ
ー
ブ
ル
に
ト

レ
イ
を
置
い
て
出
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
日
の
マ
イ
ケ
ル
の
朝
食
は
、

マ
イ
ケ
ル
は
そ
れ
を
食
べ
な
が
ら
、
動
物
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
イ
ラ
ス

ミ
ル
ク
を
か
け
た
シ
リ
ア
ル

と
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
だ
け
。

ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
私
た
ち
は
彼
に
、
日
本
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
用
の
写
真
を
依
頼
し
た
り
、

ュ
l
ア
ル
バ
ム
の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
状
況
や
リ
リ
ー
ス
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
尋
ね
た
り
し
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
は
、
動
物
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
し
た
理
由
に
つ
い
て
、

「
人
間
は
肌
の
色
が
違
い
、
そ
れ
に
よ

っ
て
あ
る
程
度
決
ま
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
し
ま
う
。

そ
の
点
、
動
物
な
ら
、
自
由
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
設
定
が
で
き
る
で
し
ょ
う
」

「
動
物
は
意
地
悪
を
し
な
い
し
、
必
要
以
上
に
も
の
を
食
べ
な
い
し
、
自
然
と
の
調
和
が
と
れ
て
い

る
。
地
球
に
優
し
い
存
在
だ
と
思
う
」

「
こ
の
事
業
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
み
ん
な
に
、
動
物
に
優
し
く
な
っ
て
ほ
し
い
ん
だ
」

｝ 

一
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と
話
し
て
い
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
は
、
動
物
た
ち
と
自
然
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、

天
賦
の
才
能
の
持
ち
主
で

マ
イ
ケ
ル
が
手
の
ひ
ら
に
餌
を
の
せ
て
外
に
立
つ

し
た
。

ピ
ル

・
プ
レ
イ
か
ら
聞
い
た
の
で
す
が
、

て
い
る
と
、
野
生
の
鳥
た
ち
が
寄
っ
て
き
て
、

そ
の
餌
を
食
べ
て
い
た
そ
う
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
は
大
蛇
の
マ
ッ
ス
ル
を
プ

l
ル
で
泳
が
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

ツ
ス
ル
は
マ
イ
ケ
ル
の
部
屋
の
浴
槽
の
中
で
眠
る
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、

「
僕
は
こ
れ
を
、

マ
イ
ケ
ル
ズ
・
ペ
ッ
ツ
の
今
後
の
事
業
展
開
に

つ
い
て
も
、

ぬ
い
ぐ
る
み
と
し
て
販
売
す
る
だ
け
で
な
く
、
絵
本
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
し
て

さ
ら
に
マ
イ
ケ
ル
は
、

い
き
た
い
」

「
僕
の
ペ
ッ
ト
た
ち
は
、
顔
も
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
バ
ラ
バ
ラ
。
で
も
、
相
手
の
い
い
と
こ
ろ
や
悪
い

と
こ
ろ
を
ち
ゃ
ん
と
見
極
め
て
、
仲
良
く
や
っ
て
い
く
姿
を
描
き
た
い
ん
だ
」

「
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
子
ど
も
た
ち
が
普
段
直
面
し
て
い
る
ト
ピ

ッ
ク
ス
を
中
心

守
」

J

，』、
o

p
U
3
L
ナ
J
B
V

で
も
時
々
は
宇
宙
に
関
す
る
話
と
か
、

フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
も
の
も
入
れ
た
い
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

マ
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マ
イ
ケ
ル
の
声
は
と
て
も
小
さ
く
優
し
い
口
調
で
し
た
が
、

つ
め
て
、
真
剣
そ
の
も
の
で
し
た
。

そ
の
目
は
じ
っ
と
私
た
ち
の
顔
を
見

f 

1 9 8 6年、マイケルと の出会い

や
が
て
食
事
を
終
え
た
マ
イ
ケ
ル
は
、
胸
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
入
れ
、
黒
く
も
じ
ゃ
も
じ
ゃ
し
た

も
の
を
取
り
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
何
な
の
か
を
察
知
し
た
ボ
プ
と
ピ
ル
は
、
椅
子
か
ら
飛
び
上
が

り
、
急
い
で
部
屋
の
外
へ
逃
げ
よ
う
と
し
た
の
で
す
が
、
身
体
が
力
士
の
よ
う
に
大
き
い
う
え
、
膝

が
悪
い
ボ
ブ
は
、
思
う
よ
う
に
動
け
ま
せ
ん
。
そ
の
様
子
を
見
な
が
ら
、
マ
イ
ケ
ル
は
「
ボ
プ
が
俊

敏
に
動
く
の
を
初
め
て
見
た
」
と
ゲ
ラ
ゲ
ラ
笑
い
出
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
事
態
が
飲
み
込
め
ず
、
し
ば
ら
く
あ
っ
け
に
と
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
マ
イ
ケ
ル

は
私
に
近
づ
き
、
手
に
持
っ
た
黒
い
も
の
を
見
せ
ま
し
た
。
何
と
そ
れ
は
、
巨
大
な
タ
ラ
ン
チ
ュ
ラ

（
毒
ぐ
も
）
だ
っ
た
の
で
す
！

「
こ
れ
は
僕
の
ペ
ッ
ト
な
ん
だ
。
あ
な
た
に
つ
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
か
？
」
と
尋
ね
ら
れ
、
私
は
よ

く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
う
な
ず
き
ま
し
た
。
昔
住
ん
で
い
た
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
の
町
で
、
カ
ー
ニ
バ
ル

の
時
に
、
鳥
や
ト
カ
ゲ
を
肩
に
の
せ
て
い
る
人
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

マ
イ
ケ
ル
の
タ
ラ
ン
チ

ユ日フ’も、

き
っ
と
そ
れ
に
近
い
も
の
だ
ろ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

2.J 



マイケノレ ・ジャクソンの，思い出

Memories of Michael Jackson 

マ
イ
ケ
ル
は
、
私
の
上
着
の
襟
の
上
に
、

と
訊
く
と
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、

タ
ラ
ン
チ
ュ
ラ
を
そ
っ
と
の
せ
ま
し
た
。
私
が

「毒ー
は

抜
い
て
あ
る
ん
で
し
ょ
う
？
」

マ
イ
ケ
ル
は
「
い
い
え
」
と
答
え

さ
ら
に
彼
は
平
然
と
「
彼
ら
は
、
自
分
の
身
が
危
な
い
と
思
っ
た
ら
毒
で
攻
撃
し
て

く
る
け
ど
、
何
も
し
な
け
れ
ば
大
丈
夫
だ
よ
」
と
言
う
の
で
し
た
。

困
惑
す
る
私
を
よ
そ
に
、
夫
の
ジ
ヤ
ツ
ク
が
記
念
写
真
を
撮
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
と
っ
さ
に
笑
顔

を
作
っ
た
の
で
す
が
、
で
き
あ
が
っ
た
写
真
を
見
る
と
、
や
は
り
少
し
、
表
情
が
こ
わ
ば

っ
て

い
ま

し
た
。
し
か
し
、
あ
わ
て
ず
に
こ
や
か
に
過
ご
し
た
の
で
、
「
こ
の
人
は
、
信
頼
で
き
る
」
と
思
わ

る
の
で
す
！

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
続
い
て
マ
イ
ケ
ル
は
、
水
色
の
カ
バ

1
オ
ー
ル
を
着
た
パ
プ
ル
ス
を
連
れ
て

き
て
く
れ
ま
し
た
。
抱
い
て
み
る
と
、

－
歳
半
の
子
ど
も
ぐ
ら
い
の
重
さ
で
、
人
見
知
り
す
る
こ
と

と
て
も
可
愛
ら
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

も
な
く
、

後
で
私
は
ピ
ル
か
ら
、
次
の
よ
う
な
話
を
聞
き
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
嫌
い
な
マ
イ
ケ
ル
で
す
が
、

「叶
｝HE
－－
巾こ

1
9
8
2
年
秋
、

ア
ル
バ
ム

の
宣
伝

の
た
め
に
、

当
時
、

「ロ
ー
リ
ン
グ

・
ス
ト
ー
ン
」
誌
の
取
材
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

エ
ン
シ
ノ
の
家
が
改
装
中
だ
っ
た
た
め
、

マ
イ
ケ
ル
は
家
族
と
と
も
に
、

サ
ン
フ
エ
ル
ナ

24 
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マイケノレ ・ジャクソンの思い出
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ン
ド

・
パ
レ

l
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
こ
へ
取
材
に
訪
れ
た
女
性
記
者
、
ジ
エ
リ
！

・
ハ
1
シ
ー

が
、
玄
関
の
ベ
ル
を
鳴
ら
し
た
時
、
マ
イ
ケ
ル
は
ピ
ル
に
「
彼
女
を
驚
か
せ
た
い
」
と
言
っ
た
そ
う

で
す
。そ

の
仮
の
住
ま
い
に
は
、
大
型
動
物
は
連
れ
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

蛇
が
1
匹
い
ま
し
た
。

3
メ
ー
ト
ル
の
大

マ
イ
ケ
ル
は
ジ
エ
リ
1
に
、
蛇
を
持
て
る
か
尋
ね
、
彼
女
は
い
や
い
や
な
が

ら

マ
イ
ケ
ル
の
求
め
に
応
じ
ま
し
た
。
ジ
エ
リ
ー
は
、

手
か
ど
う
か
を
試
し
て
い
る
」
と
考
え
た
そ
う
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
が

「自
分
を
、
信
頼
で
き
る
相

タ
ラ
ン
チ
ュ
ラ
の
一
件
も
、

「
信
頼
度
テ
ス
ト
」
だ

っ
た
の
で
し
ょ

お
そ
ら
く
マ
イ
ケ
ル
に
よ
る

つ

マ
イ
ケ
ル
が
小
さ
い
時
か
ら
、

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
成
長
す
る
に
つ
れ
、

ま
た
ピ
ル
は
、

「
自
分
は
、

よ
く
遊
び
相
手
に
な
っ
て
い
た
」
と

マ
イ
ケ
ル
は
ピ
ル
に
ジ
ョ
ー
ク
を
仕
掛
け
る
よ
う
に
な

り
、
驚
く
ピ
ル
を
見
て
は
喜
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

「当
時
を
振
り
返
っ
て
は
、

転
げ
る
し
、

二
人
で
よ
く
笑
い

マ
イ
ケ
ル
は
今
で
も
、
常
に
何
か
い
た
ず
ら
を
企
ん
で
い
る
。
今
日
も
す
っ
か
り
畏
に

引
っ
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
、

言
っ
て
い
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
、

タ
ラ
ン
チ
ュ
ラ
の
件
で
は
、

ピ
ル
は
少
し
大
袈
裟
に
驚
い
て
み
せ
た
よ
う
に
、
私
に

Z6 
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1 9 8 6年、マイケノレとの出会い

は
思
え
ま
し
た
。

私
た
ち
が
帰
る
時
、
当
時
マ
イ
ケ
ル
と
一
緒
に
住
ん
で
い
た
妹
の
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
が
、
ピ
ル
に
挨
拶

す
る
た
め
に

2
階
か
ら
降
り
て
き
ま
し
た
。
快
活
な
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
は
愛
ら
し
い
笑
顔
で
、
私
た
ち
を

見
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
庭
で
飼
わ
れ
て
い
る
ラ
マ
の
近
く
を
通
り
過
ぎ
る
時
、
「
近
寄
ら
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
て
。
彼
は
つ
ば
を
吐
く
か
ら
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
す
る
と
ピ
ル
が
私
に
、

マ
イ
ケ
ル
は

そ
ん
な
注
意
は
し
て
く
れ
な
い
ん
だ
よ
」
と
言
い
ま
し
た
。
な
ん
と
マ
イ
ケ
ル
は
、

ラ
マ
が
客
に
つ
ば
を
吐
く
の
を
見
る
の
が
好
き
で
、
そ
の
た
め
に
ラ
マ
を
飼
っ
て
い
る
の
だ
そ
う
で

さ
す
が
の
い
た
ず
ら

っ
子
も
気

イ
ケ
ル
は
普
段
、

す
！

そ
の
日
は
私
が
、

よ
そ
ゆ
き
の
ス

l
ツ
を
着
て
い
た
の
で
、

を
遣
っ
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

マ
イ
ケ
ル
の
家
を
訪
れ
て
か
ら
去
る
ま
で
、

お
よ
そ
1
時
間
。
そ
の
聞
に
起
こ
っ
た
こ
れ
ら
の
出

来
事
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て

一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

一「

マ
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マイケノレ・ ジャクソンの思い出

Memories of Michael Jackson z; 

一 一一一

マ
イ
ケ
ル
来
日
！

と
こ
ろ
が

私
た
ち
が
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
か
ら
帰
国
す
る
際
、

ボ
ブ
・
マ
イ
ケ
ル
ソ
ン
は

「
マ
イ
ケ
ル
の
ニ

ュ
ー

ア
ル
バ
ム
の
発
売
と
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
l
に
間
に
合
う
よ
う
、
今
、

マ
イ
ケ
ル
ズ
・
ペ
ッ
ツ
の
サ
ン
プ

ル
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
」
と
言
い
ま
し
た
。

私
た
ち
と
ボ
プ
は
、

こ
の
事
業
の
成
功
を
祈
り
つ
つ
、
固
い
握
手
を
交
わ
し
て
別
れ
ま
し
た
。

日
本
に
帰
っ
た
私
は
、
マ
イ
ケ
ル
ズ
・
ペ
ッ
ツ
商
品
の
販
売
元
を
探
し
ま
し
た
。

当
時
、
ア
メ
リ
カ
の
人
気
画
家
で
あ
り
、
絵
本
作
家
で
も
あ
る
ス
チ
ュ
ワ
l
ト
・

マ
ス
コ
ウ
イ
ツ

ツ
の
日
本
の
代
理
人
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
の
開
発
事
業
に
携
わ
っ
て
い
た
私
は
、
い
く
つ
か

の
玩
具
メ
ー
カ
ー
と
パ
イ
プ
が
あ
り
ま
し
た
。
間
も
な
く
マ
イ
ケ
ル
ズ

・
ペ
ッ
ツ
に
関
し
て
、
パ
ン

ダ
イ
と
独
占
販
売
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
な
り
、
パ
ン
ダ
イ
の
担
当
者
と
と
も
に
マ
イ
ケ
ル
と
打

ち
合
わ
せ
を
す
る
た
め
、
数
カ
月
後
に
再
び
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
へ
飛
び
ま
し
た
。

そ
し
て
、

1
9
8
7年
9
月。

8
月
に
発
売
さ
れ
た
ニ
ュ

l
ア
ル
バ
ム

「切
〉
り
」
を
ひ

っ
さ
げ
、

マ
イ
ケ
ル
が
、

ソ
ロ
と
し
て
初
の
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
を
開
始
し
ま
し
た
。

し
か
も
、

ツ
ア
l
最
初
の

28 



公
演
は
、
日
本
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
私
た
ち
は
、

マ
イ
ケ
ル
の
来
日
に
合
わ
せ
て
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
を
企
画
し
、

ケ
ル
ズ

・
ペ
ツ
ツ
の
商
品
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
「
ぬ
い
ぐ
る
み
の
生
産
が
遅
れ
、

マ
イ

ツ
ア

！
開
始
ま
で
に
す
べ
て
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
揃
わ
な
い
」

と
い
う
問
題
は
あ
っ
た
も
の
の
、
プ
ロ
ジ

I 

1 9 8 6年、マイケノレとの出会い

エ
ク
ト
は
お
お
な
ね
順
調
に
運
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
思
い
も
よ
ら
な
い
事
態
が
発
生
し
た
の
で
す
。

ツ
ア
l
開
始
を

1
週
間
後
に
控
え
た
、
ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
当
日
。

私
た
ち
は
キ
ャ
ピ
ト
ル
東
急
ホ
テ
ル
の
パ
ン
ケ
ッ
ト
ル

1
ム
で
、

こ
の
日
の
た
め
に
集
ま
っ
た
た

く
さ
ん
の
記
者
や
フ
ァ
ン
と
と
も
に
、

会
場
に
は
、
パ
ン
ダ
イ
が
ア
メ
リ
カ
の
マ
イ
ケ
ル
ズ

・
ペ

ッ
ツ
社
か
ら
輸
入
し
た
パ
プ
ル
ス
の
ぬ

い
ぐ
る
み
が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
生
徒
や
、
聖
心
女
子
学
院

の
小
学
生
た
ち
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
ピ
ル
か
ら
「
子
ど
も
た
ち
を
招
待
す
る
の
を
忘
れ
な
い
で
。

マ
イ
ケ
ル
は
恥
ず
か
し
が
り
ゃ
だ
け
ど
、
彼
ら
が
そ
ば
に
い
る
と
、
す
ご
く
安
心
す
る
か
ら
」
と
い

マ
イ
ケ
ル
の
到
着
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。

29 
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う
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
ま
た
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
生
ま
れ
育
っ
た
日
系
ア
メ
リ
カ
人
、

ケ
ニ

l
・
エ
ン
ド
ウ
の
太
鼓
の
演
奏
や
、
私
の
友
人
た
ち
に
よ
る
日
本
の
舞
踊
を
見
せ
る
手
は
ず
も

整
っ
て
い
ま
し
た
。

パ
ゃ
フ
ル

や
が
て
マ
イ
ケ
ル
が
嬉
し
そ
う
な
表
情
で
、
会
場
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
彼
は
、

ス
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
手
に
取
る
や
い
な
や
、
顔
を
曇
ら
せ
、
小
声
で
こ
う
言
っ
た
の
で
す
。

「
パ
プ
ル
ス
の
目
が
違
う
。
こ
れ
は
僕
が
承
認
し
た
も
の
じ
ゃ
な
い
」

私
た
ち
は
、
顔
色
を
失
い
ま
し
た
。
確
か
に
、
サ
ン
プ
ル
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
は
な
い
こ
と
に
気

づ
い
て
は
い
ま
し
た
が
、
「
ぬ
い
ぐ
る
み
だ
か
ら
、
少
し
違
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い

「
目
」
を
と
て
も
大
事
な
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の

た
の
で
す
。

し
か
し
マ
イ
ケ
ル
は
、

ぬ
い
ぐ
る
み
の
出
来
映
え
を
見
て
、
彼
は

ん
で
く
れ
な
い
」
と
感
じ
た
の
で
す
。

「
ソ
ウ
ル
が
入
っ
て
い
な
い
」

「
こ
れ
で
は
フ
ァ
ン
が
喜

マ
イ
ケ
ル
ズ
・
ペ
ツ
ツ
を
日
本
で
ヒ
ッ
ト
さ
せ
る
に
は
、
来
日
中
の
ス
テ
ー
ジ
や
記
者
会
見
な
ど

で
、
マ
イ
ケ
ル
自
身
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
彼
が
ぬ
い

ぐ
る
み
の
出
来
映
え
に
満
足
し
て
い
な
い
以
上
、
そ
れ
を
望
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
計

一
瞬
に
し
て
崩
れ
去
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

画
は
、

JO 



マ
イ
ケ
ル
は
、
子
ど
も
た
ち
と
言
葉
を
交
わ
し
た
り
、

自
体
は
楽
し
ん
で
く
れ
た
よ
う
で
し
た
。

一
緒
に
写
真
を
撮
っ
た
り
、
パ
ー
テ
ィ
ー

し
か
し
マ
イ
ケ
ル
ズ

・
ペ
ッ
ツ
事
業
の
成
功
は
、
ほ
ぽ
絶

f 

1 9 8 6年、 マイケノレとの出会い

望
的
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
ア
メ
リ
カ
の
マ
イ
ケ
ル
ズ

・
ペ
ツ
ツ
社
に
電
話
を
入
れ
、
ボ
ブ
に
説
明
を
求
め
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
ケ
l
ス
で
は
、
一
般
的
に
は
、
ま
ず
サ
ン
プ
ル
を
作
り
、
そ
れ
に
対
す
る
許
可
を
得

て
か
ら
、
商
品
の
製
造
に
入
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
マ
イ
ケ
ル
か
ら
許
可
が
出
た
後
で
、
サ
ン
プ
ル
と

同
じ
形
の
目
を
製
造
す
る
の
が
難
し
い
と
わ
か
り
、
似
た
も
の
で
代
用
す
る
こ
と
に
し
た
そ
う
で
す
。

そ
の
経
緯
が
あ
い
ま
い
な
ま
ま
、
私
た
ち
が
マ
イ
ケ
ル
ズ
・
ペ
ツ
ツ
社
に
ア
ド
バ
ン
ス
（
前
渡
金
）

と
し
て
渡
し
た
却
万
ド
ル
（
約
2
0
0
0
万
円
）
は
、
戻
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方
で
、
パ
ン

ダ
イ
と
は
当
然
契
約
解
消
と
な
っ
た
た
め
、
私
た
ち
は
、

パ
ン
ダ
イ
か
ら
受
け
取
っ
て
い
た

2
0
0

0
万
円
の
ア
ド
バ
ン
ス
を
返
還
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
マ
イ
ケ
ル
と
の
最
初
の
仕
事
は
、
私
に
と
っ
て
最
悪
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
会
社

に
損
失
を
与
え
た
だ
け
で
な
く
、
大
切
な
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
の
信
用
も
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

こ
の
時
は
ま
さ
か
、
叩
年
に
わ
た
っ
て
マ
イ
ケ
ル
と
交
流
を
持
つ
こ
と
に
な
る
な
ど
と
は
、
思
つ

て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
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－一一一

「
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
、

お
金
で
は
動
か
な
い
」

マ
イ
ケ
ル
は
、
ぬ
い
ぐ
る
み
が
彼
の
期
待
通
り
に
で
き
あ
が
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
失
望
し
、
ボ
ブ
・

マ
イ
ケ
ル
ソ
ン
と
仕
事
を
す
る
意
欲
を
す
っ
か
り
失
く
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
マ
イ
ケ
ル
は
、

「
裏
切
ら
れ
た
」
と
感
じ
る
と
、
も
う
、
そ
の
人
を
信
用
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

ケ
ル
ズ

・
ペ
ツ
ツ
事
業
に
見
切
り
を
つ
け
た
ボ
プ
は
、
会
社
を
た
た
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

てず

イ

一方、

ピ
ル

・
プ
レ
イ
は
、

こ
の
一
件
で
私
た
ち
が
金
銭
的
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
た
こ
と
を
知
っ

て
い
ま
し
た
。
ビ
ル
は
マ
イ
ケ
ル
に
、
「
マ
ユ
ミ
た
ち
は
あ
く
ま
で
も
被
害
者
で
あ
り
、
責
任
は
な
い
」

と
進
言
し
、
独
占
権
で
は
な
い
も
の
の
、
私
た
ち
が
マ
イ
ケ
ル
の
ラ
イ
セ
ン
ス
事
業
の
日
本
の
エ

l

ジ
エ
ン
ト
に
な
れ
る
よ
う
、
取
り
計
ら
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。

ピ
ル
は
私
が
持
ち
込
む
ど
ん
な
小
さ
な
仕
事
も
マ
イ
ケ
ル
に
伝
え
、
便
宜
を
図
っ
て

マ
イ
ケ
ル
の
他
の
仕
事
に
比
べ
る
と
、
私
の
仕
事
は
い
つ
も
ゼ
ロ
の
桁
が
少
な
か
っ

ビ
ル
が
動
い
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
マ
イ
ケ
ル
は
い
つ
で
も
、
快
く
時
間
を
取
っ
て

そ
れ
以
来
、

く
れ
ま
し
た
。

た
の
で
す
が
、

く
れ
た
の
で
す
。

度

J,2 



f 

I 9 8 6年、 マイ ケノレとの出会い

「
マ
イ
ケ
ル

・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
、

フ
ァ
ン
を
喜

お
金
で
は
動
か
な
い
。
ど
ん
な
小
さ
な
契
約
で
も
、

ば
す
こ
と
が
で
き
る
な
ら
オ
ー
ケ
ー
だ
」

と
、
ビ
ル
は
よ
く
言
っ
て
い
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
の
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
扱
う
顧
問
弁
護
士
、
ジ
ョ
ン

・
プ
ラ
ン
カ
と

私
た
ち
の
聞
を
取
り
持
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ジ
ョ
ン
は
、

1
9
8
5年
に

マ
イ
ケ
ル
が
ビ
ー
ト
ル
ズ

ら
つ
わ
ん

の
楽
曲
一
式
を
4
7
5
0万
ド
ル
（
約
訂
億
円
）
で
購
入
し
た
際
、
手
腕
を
発
揮
し
た
掠
腕
弁
護
士

さ
ら
に
ピ
ル
は
、

で
す
。ア

メ
リ
カ
の
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
界
の
契
約
の
多
く
を
手
が
け
て
い
た
ジ
ョ
ン
に
と
っ
て
、
私
た

ち
の
仕
事
は
、
契
約
金
額
も
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
も
、
決
し
て
多
く
は
な
か

っ
た
は
ず
で
す
。
最
初
の
う

ち
は
、
契
約
書
の
送
付
な
ど
も
後
回
し
に
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
の
で
す
が
、
や
は
り
ピ
ル
の
計
ら
い
に

よ
り
、
す
ぐ
に
対
応
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お
か
げ
で
私
た
ち
は
、

い
く
つ
も
の
ピ
ジ

ネ
ス
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
に
す
ん
だ
の
で
し
た
。
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仕
事
へ
の
情
熱
、

フ
ァ
ン

へ
の
愛
情

＊ 

＊ 

＊ 

マ
イ
ケ
ル
の
こ
だ
わ
り
に
脱
帽

マ
イ
ケ
ル
と
出
会
っ
て
間
も
な
い
頃
、
彼
の
仕
事
へ
の
情
熱
や
、

い
知
ら
さ
れ
た
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

フ
ァ
ン
へ
の
愛
情
の
深
さ
を
思

1
9
8
7
年
、
マ
イ
ケ
ル
の
来
日
公
演
を
記
念
し
て
、
私
は
「
銀
座
山
崎
」
（
現
・
ギ
ン
ザ
タ
ナ
カ
）

や
西
武
百
貨
店
と
協
力
し
、
マ
イ
ケ
ル
の
肖
像
を
刻
印
し
た
メ
ダ
ル
の
商
品
化
を
行
い
ま
し
た
。
銀

座
山
崎
は
、
イ
、
キ
リ
ス
の
ク
イ
ー
ン
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
コ
イ
ン
メ
ダ
ル
を
輸
入
販
売
し
て
い
ま
し
た
が
、

自
社
で
人
物
を
彫
刻
し
た
コ
イ
ン
メ
ダ
ル
を
作
る
の
は
、

こ
の
時
が
初
め
て
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
ず
は
サ
ン
プ
ル
を
作
る
た
め
、
間
像
デ
ザ
イ
ン
の
基
と
な
る
マ
イ
ケ
ル
の
写
真
を
銀
座
山
崎
に

J/I 



提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
く
来
日
す
る
マ
イ
ケ
ル
に
サ
ン
プ
ル
を
見
せ
、

ア
プ

レ
1
1
T

レ

，

ノ

，

ノ

F
ノ

（
許
可
）
を
も
ら
う
た
め
に
は
、

ア
メ
リ
カ
と
相
談
を
し
て
い
る
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
イ
ケ
ル
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
か
ら
「
コ
ン
サ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
使
用
す
る
写
真
を
使
っ
て
も
よ
い
」

と
の
指
示
が
出
た
こ
と
も
あ
り
、
私
は
勝
手
に
写
真
を
選
び
、
渡
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

予
定
通
り
、
マ
イ
ケ
ル
来
日
中
に
メ
ダ
ル
の
サ
ン
プ
ル
は
で
き
あ
が
っ
た
の
で
す
が
、

マ
イ
ケ
ル

f 

1 9 8 6年、 マイケルとの出会い

か
ら
は
な
か
な
か
ア
プ
ル

l
パ
ル
が
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
う
も
、
前
髪
の
垂
れ
方
が
気
に
入

ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ス
テ
ー
ジ
上
で
の
写
真
で
は
な
く
、
素
顔
の
マ
イ
ケ
ル
の
写
真
を
渡
し
た

の
で
、
な
か
な
か
イ
メ
ー
ジ
が
つ
か
め
ず
、
メ
ダ
ル
の
型
を
作
る
職
人
さ
ん
も
苦
心
し
て
い
ま
し
た
。

2
、
3
度
作
り
直
し
た
も
の
の
、
結
局
日
本
滞
在
中
に
は
返
事
を
も
ら
え
ず
、
私
は
サ
ン
プ
ル
を

持
っ
て
、
銀
座
山
崎
の
担
当
者
、
坂
巻
さ
ん
と
と
も
に
、
マ
イ
ケ
ル
の
次
の
公
演
地
、
香
港
に
飛
び

と
ん
ざ

ま
し
た
。
香
港
で
ア
プ
ル

l
パ
ル
を
も
ら
え
な
け
れ
ば
商
品
開
発
が
頓
挫
し
て
し
ま
い
ま
す
。

飛
行
機
の
中
で
「
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で
何
と
か
し
な
い
と
：
：
：
」
と
不
安
が
る
坂
巻
さ

ん
に
、
私
は
言
い
ま
し
た
。
「
指
示
通
り
に
直
っ
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
よ
。
そ
れ
に
、

い
つ
も
、
部
屋
を
暗
く
し
て
い
る
も
の
。
よ
く
見
え
な
い
と
思
う
わ
」
。

マ
イ
ケ
ル
は

.J5 



マイケノレ ・ジャク Yンの思い出向…i
香
港
に
到
着
す
る
と
、
ビ
ル

・
プ
レ
イ
が
マ
イ
ケ
ル
の
時
間
を
取

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
の

マ
イ
ケ
ル
の
部
屋
は
案
の
定
、
間
接
照
明
だ
け
で
薄
暗
か
っ
た
た
め
、

7
」
の
暗
さ
で
は
サ
ン
プ
ル

も
見
に
く
い
し
、

き
っ
と
す
ぐ
に
O
K
が
出
る
だ
ろ
う
」
と
、
私
は
思
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
私
の
安
易
な
期
待
は
一
瞬
に
し
て
崩
れ
去
り
ま
し
た
。

ド
と
ル

l
ぺ
を
、
テ
ー
ブ
ル
の
下
か
ら
取
り
出
し
た
の
で
す
。

私
は
半
ば
あ
き
ら
め
の
境
地
で
し
た
が
、
マ
イ
ケ
ル
は
メ
ダ
ル
を
綿
密
に
調
べ
、
「
ノ

1
」
と
言

う
代
わ
り
に
、
い
く
つ
か
の
修
正
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
彼
の
指
摘
は

「頬
骨
が
高
す
ぎ
る
。

影
が

で
き
る
し
、
角
度
が
つ
き
す
ぎ
て
し
ま
う
」
「
鼻
の
形
も
少
し
違
う
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
必
死

で
メ
モ
を
と
る
私
に
、
マ
イ
ケ
ル
は
言
い
ま
し
た
。「
僕
は
フ
ァ
ン
に

ハ
ッ
ピ
ー
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
ん
だ
。
わ
か
っ
て
く
れ
る
？
」。
私
は
、

「は
は

っ
」
と
ひ
れ
伏
す
思
い
で
し
た
。
彼
は
続
け
て

言
い
ま
し
た
。
「
修
正
を
し
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
る
か
ら
」
と
。

マ
イ
ケ
ル
が
、
電
気
ス
タ
ン

帰
り
の
飛
行
機
の
中
で
、
私
は
猛
反
省
し
ま
し
た
。
日
本
の
企
業
と
マ
イ
ケ
ル
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
つ

な
ぐ
私
は
、
マ
イ
ケ
ル
の
代
理
人
で
あ
り
、
マ
イ
ケ
ル
を
理
解
し
て
彼
を
守
る
べ
き
立
場
に
あ
り
ま

す。

「
マ
イ
ケ
ル
は
い
つ
も
、
フ
ァ
ン
の
た
め
に
何
が
ベ
ス
ト
か
を
考
え
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
、

J6 
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誰
よ
り
も
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
私
が
、
何
と
い
う
ざ
ま
で
し
ょ
う
。
そ
も
そ
も
私
は
、
時
間

マ
イ
ケ
ル
ら
し
さ
が
あ
ま
り
表
れ
て
い
な
い
写
真
を
選
ん
で
し
ま
い
ま
し

マ
イ
ケ
ル
が
常
に
、
フ
ァ
ン
に
喜
ば
れ
る
商
品
作
り
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
誰
よ
り
も
わ
か

っ

て
い
る
は
ず
の
私
が
、
商
品
の
発
売
時
期
を
案
じ
る
あ
ま
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
ペ
ー
ス
で
事
を
進
め
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
も
っ
と
時
間
を
か
け
て
、
注
意
深
く
写
真
を
選
ぶ
べ
き
で
し
た
。

が
な
か

っ
た
と
は
い
え
、

た
私
は
自
分
が
恥
ず
か
し
く
な
り
ま
し
た
。
マ
イ
ケ
ル
が
、

9
月
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
で

「
パ

プ
ル
ス
の
目
が
違
う
」
と
言
っ
た
あ
の
時
に
学
ぶ
べ
き
だ
っ
た
の
に
、

と
。
同
時
に
、
人
と
し
て
大

切
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
、

マ
イ
ケ
ル
と
い
う
素
晴
ら
し
い
人
と
仕
事
が
で
き
る
幸
せ
を
、
神
に

感
謝
し
ま
し
た
。

コ
イ
ン
メ
ダ
ル
が
完
成
し
た
時
、
彼
が
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
チ
ェ
ー
ン
を
つ
け
ま
し
た
。
私

は
そ
れ
を
持
っ
て
、
マ
イ
ケ
ル
が
滞
在
し
て
い
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
飛
び
、
「
も
し
こ
れ
で

O
K
な

ら
こ
の
コ
イ
ン
メ
ダ
ル
と

一
緒
に
写
真
を
撮
っ
て
く
れ
る
？
」
と
言
い
ま
し
た
。
彼
は
「

O
K」

メ
ダ
ル
に
満
足
し
て
い
る
ポ

1
ズ
を
と
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

し
か
し
マ
イ
ケ
ル
は
、

メ
ダ
ル
を
身
に
つ
け
て
は
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
彼
は
言
っ
て
い
ま
し
た
。

J8 
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I 9 8 6年、マイケルとの出会い

「
僕
は
美
し
い
宝
石
は
好
き
だ
け
れ
ど
、
身
に
つ
け
る
こ
と
は
し
な
い
ん
だ
。
腕
時
計
も
し
な
い
ん

だ
よ
」
「
た
だ
、
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
の
は
好
き
だ
よ
。
喜
ん
で
も
ら
え
る
か
ら
。
そ
れ
か
ら
、

ス
テ
ー
ジ
で
キ
ラ
キ
ラ
し
た
衣
装
を
着
る
の
は
好
き
だ
け
ど
、

ス
テ
ー
ジ
以
外
で
は
何
も
身
に
つ
け

な
い
で
楽
で
い
た
い
ん
だ
」

と

な
お
、

の

「
ゴ
ー
ル
ド
・
マ
イ
ケ
ル

・
コ
イ
ン
メ
ダ
ル
」

は、

1
9
8
7年
ロ
月
日
日
に
発
売

し、

2
万
2
0
0
0円
で
販
売
。

7
0
0
0個
が
あ

っ
と
い
う
聞
に
完
売
し
ま
し
た
。
収
益
の

一
部

マ
イ
ケ
ル
の
希
望
で
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
を
通
じ
て
、
世
界
の
識
字
教
育
に
使
わ
れ
る

は
」
と
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
は

1
9
8
7年
目
月
日
日
の
午
前
中
に
、
銀
座
山
崎
の
本
店

を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、
記
念
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
金
の
兜
は
持
ち
帰
ら
れ
、
そ
の
後
ネ

ま
た
、
発
売
に
先
立
ち
、

パ
1
ラ
ン
ド
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。
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M二二工

努
力
の
人
、

マ
イ
ケ
ル

私
は

一
度、

マ
イ
ケ
ル
に
「
自
分
は
誰
の
た
め
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
て
い
る
の
か
」
「ど
う

し
た
ら
よ
り
多
く
の
人
々
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
か
」
「
フ
ァ
ン
が
自
分
に
期
待
し
て
い
る
も
の
は

何
だ
ろ
う
か
」
と
尋
ね
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
彼
と
交
わ
っ
た
多
く
の
人
が
、

じ
質
問
を
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
に
同

マ
イ
ケ
ル
は
常
に
心
の
中
で
、

そ
し
て
マ
イ
ケ
ル
は
、

こ
の
問
い
か
け
を
繰
り
返
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
に
答
え
て
く
れ
る
意
見
や
助
言
に
は
、

い
つ
で
も
聞
く
耳
を
持
つ

て
い
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
は
制
作
面
だ
け
で
な
く
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
面
に
お
い
て
も
徹
底
し
た
完
壁
主
義
者

で
、
そ
の
た
め
の
日
々
の
練
習
量
は
ハ
ン
パ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ピ
ル
・
プ
レ
イ
に
よ
る
と
、

マ
イ
ケ
ル
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
に
定
期
的
に
電

話
を
か
け
て
、
歌
声
と
発
声
を
整
え
る
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
電
話
で
行
っ
て
お
り
、
声
の
調
子

が
悪
い
時
は
、
そ
れ
が
何
時
間
に
も
及
ぶ
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
時
は
、
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2
時
間
く
ら
い
か
け
て
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、

マ
イ
ケ
ル
は
い
つ
も
歌
を
口
ず
さ
ん
で
お
り
、
移
動
中
も
車
の
中
で
終
始
口
ず
さ
ん
で
い

ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
声
を
出
す
方
法
を
学
ん
で
い
た
の
で
す
。

ま
し
た
。
彼
は
、

I 

1 9 8 6年、マイケルとの出会い

私
は
、
何
度
も
マ
イ
ケ
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
観
ま
し
た
が
、
毎
回
、

ス
テ
ー
ジ
上
の
彼
か
ら
伝
わ

っ
て
く
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
す
さ
ま
じ
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
音
楽
は
好
き
で
す
が
、
ポ
ッ
プ
ス
や
ロ

ッ
ク
に
関
す
る
知
識
は
ご
く
一
般
的
で
、
正
直、

イ
ケ
ル
の
音
楽
に
つ
い
て
も
語
れ
る
ほ
ど
詳
し
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
つ
も
そ
れ
な
り
に
感
動
す
る
の
で
す
が
、

コ
ン
サ
ー
ト
は
好
き
で

よ
く
出
か
け
る
し
、

マ
イ
ケ
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、

ほ
か
の
人
と
は
違
う
何
か
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
私
は

「
彼
は
歌
も
踊
り
も
天
才
だ
か
ら
」
と
漠
然
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
あ
る
日
、
彼
の
コ
ン
サ
ー
ト
映
像
を
見
て
気
が
つ
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
激
し
い
ダ
ン
ス
を

し
な
が
ら
息
を
切
ら
し
て
歌
う
マ
イ
ケ
ル
が
い
た
の
で
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
は
熱
気
で
盛
り
上
が

っ
て
い
る
の
で
、
パ
フ
ォ

l
マ
！
の
息
の
切
れ
や
多
少
の
音
程
の
ズ
レ
は
ま
っ
た
く
気
に
な
り
ま
せ

ん
が
、
収
録
さ
れ
た
音
を
静
か
な
場
所
で
聴
く
と
、
そ
れ
ら
が
顕
著
に
わ
か
り
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル マ
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は
踊
り
な
が
ら
、
全
曲
本
当
に
歌
っ
て
い
た
の
で
す
。

当
た
り
前
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
そ
う
で
も
な
い
よ
う
で
す
。

音
楽
業
界
の
知
人
に
聞
い
た
の
で
す
が
、
通
常
、
ダ
ン
ス
を
盛
り
込
ん
だ
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
事
前

に
歌
を
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
し
て
お
い
て
、

口
の
動
き
だ
け
を
合
わ
せ
る
、

「
口
パ
ク
」
を

い
わ
ゆ
る

行
う
こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。

確
か
に
、
テ
レ
ビ
の
音
楽
番
組
で
歌
っ
て
踊
る
ア
イ
ド
ル
系
の
グ
ル
ー
プ
は
、
激
し
く
動
い
て
い

る
の
に
息
一
つ
切
れ
ず
、
音
程
も
完
壁
に
保
っ
て
歌
っ
て
い
て
不
自
然
で
す
。

し
か
し
、
テ
レ
ビ
は
と
も
か
く
、

コ
ン
サ
ー
ト
で
も
、
踊
り
が
あ
る
曲
に
関
し
て
は
口
パ
ク
を
行

う
の
が
普
通
だ
と
聞
い
て
、
驚
き
ま
し
た
。
昔
は
音
質
が
異
な
る
た
め
、
生
音
と
録
音
に
差
が
生
じ

た
の
で
す
が
、
最
近
で
は
音
響
技
術
の
向
上
で
、
よ
ほ
ど
耳
の
肥
え
た
人
で
な
い
と
聞
き
分
け
ら
れ

な
い
そ
う
で
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
は
生
音
を
聴
く
た
め
の
も
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
高
い
料
金
を

支
払
っ
て
、
会
場
で

C
D
の
音
を
聴
か
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
の
で
す
。
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1 9 8 6年、マイケノレとの出会い

で
は
、
世
界
最
高
ク
ラ
ス
の
テ
ク
ニ
カ
ル
テ

1
ム
を
持
つ
マ
イ
ケ
ル
が
、
何
故
口
パ
ク
を
し
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。フ

ェ
イ
ク
だ
か
ら
で
す
。
会
場
に
来
て
く
れ
た
フ
ァ
ン
の
た
め
に
、
全
身
全
霊
を
込
め

て
歌
う
。
そ
れ
が
マ
イ
ケ
ル
に
と
っ
て
は
、
当
然
な
こ
と
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
、

「自
分
が
観
客
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ぶ
つ
け
る
と
、
観
客
か
ら
も
す
ご
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
返
っ
て
く
る
。
そ
れ
が
た
ま
ら
な
い
」

あ
る
時
、

マ
イ
ケ
ル
は

「で
も
毎
回
、

コ
ン
サ
ー
ト
が
終
わ
る
と
、

翌

朝
の

8
時
頃
ま
で
眠
れ
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
バ
ル
を
入
れ
ず
、
連
日
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
の
は
、

難
な
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
、

マ
イ
ケ
ル
に
と
っ
て
は
非
常
に
困

一
回
一
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
全
精
力
を
傾
け
て
い
た
の
で
す
。

「
ど
う
し
た
ら
よ
り
多
く
の
人
々
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
か
」

マ
イ
ケ
ル
は
常
に

「
ど
う
し
た
ら
よ
り
多
く
の
人
々
に
楽
し
ん
で
も
ら

前
に
も
書
い
た
よ
う
に
、

え
る
か
」
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
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そ
の
一
つ
の
方
法
が
、

お
客
さ
ん
を
ス
テ
ー
ジ
に
上
げ
る
こ
と
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
を
ス
テ
ー
ジ
に
呼
ん
で
、

実
は
私
の
三
女
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
も
、

一
緒
に
踊
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

6
歳
の
時
、
姉
や
ほ
か
の
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
、

マ
イ
ケ

ル
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
た
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ピ
ル

・
プ
レ
イ
が
、
私
の
娘
た
ち
に
「
マ
イ
ケ
ル
と

一
緒
に
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
た
い
か
い
？
」

と
誘

っ
て
く
れ
た
の
で
す
。
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
人

一
倍
喜

び
ま
し
た
。

彼
女
の
子
ど
も
時
代
の
夢
は
、
映
画
ス
タ
ー
に
な
る
こ
と
で
し
た
。
私
た
ち
夫
婦
の
友
人
で
、
映

画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
山
本
又
一
朗
さ
ん
が
我
が
家
を
訪
ね
て
く
る
と
、
彼
女
は
い
つ
も
フ
リ
ル
が

た
く
さ
ん
つ
い
た
ド
レ
ス
に
着
替
え
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
彼
女
は
、

ス
タ

1
ダ
ム
へ
の
道
だ
と
思
っ
た
よ
う
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
と
ス
テ
ー
ジ
に
立

つ
こ
と
を
、

ほ
か
の
子
ど
も
た
ち
は
元
気
に
踊
っ
て
い
る
の
に
、
私

の
娘
た
ち
は
コ
チ
コ
チ
に
か
た
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
華
々
し
い
照
明
と
大
観
衆
に
圧
倒
さ
れ
て
、

し
か
し
、

い
ざ
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
る
と
、

ス
テ
ー
ジ
の
恐
怖
を
味
わ

っ
た
の
で
す
。

そ
れ
以
来
、

メ
ロ
デ
ィ
ー
は
映
画
ス
タ
ー
に
な
る
夢
を
す
っ
か
り
な
く
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
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1 9 8 6年、マイケルとの出会い

ま
た
、

マ
イ
ケ
ル
は
、
女
性
を
一
人
ス
テ
ー
ジ
に
上
げ
、

ハ
グ
を
し
て

一
緒
に
歌
う
と
い
う
パ
フ

ォ
l
マ
ン
ス
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

す
る
と
フ
ァ
ン
の
女
性
た
ち
は
、

ス
テ
ー
ジ
上
の
女
性
に
自
分
を
投
影
し
、
自
分
が
そ
こ
に
い
る

よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
の
で
す
。

た
だ
、
海
外
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
た
ま
に
、
曲
が
終
わ
っ
て
も
マ
イ
ケ
ル
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
な

ぃ
、
困
っ
た
お
客
さ
ん
も
い
た
よ
う
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
は
、
日
本
の
フ
ァ
ン
の
礼
儀
正
し
さ
に
、
ひ
ど
く
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
の
東
京
ド
l
ム
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
毎
回
満
席
で
す
が
、
出
口
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、

帰
り
は
少
し
ず
つ
し
か
出
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
順
番
に
席
を
立

っ
て
出
口
へ
向
か
う
よ
う
、
場
内
ア
ナ
ウ
ン

ス
が
流
れ
ま
す
が
、
あ
の
熱

余
談
で
す
が
、

狂
的
な
コ
ン
サ
ー
ト
の
後
に
、
人
々
が
指
示
に
し
た
が
っ
て
大
人
し
く
出
て
い
く
の
が
、

マ
イ
ケ
ル

に
は
新
鮮
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
様
子
を
見
た
マ
イ
ケ
ル
は

「
信
じ
ら
れ
な
い
」

「
行
儀
が
い
い
」
と
驚
い
て
い
ま
し
た
。
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Memories of Micha a巾 on

－… ー

「あ
り
が
と
う
。
彼
女
に
返
事
を
出
す
よ
」

マ
イ
ケ
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
に
は
、
毎
回
、

や
ぐ
ら

ア
リ
ー
ナ
席
の
中
央
に
櫓
を
組
ん
だ
V
I
P席
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
こ
へ
入
る
に
は
、

パ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
パ
ス
が
必
要
で
し
た
。

ン
サ
l
ト
の

V
I
P席
と
い
う
と
、
普
通
は
ス
ポ
ン
サ
ー
関
係
の
お
偉
方
や
セ
レ
ブ
で
占
め
ら
れ
る

マ
イ
ケ
ル
の
場
合
は
少
し
違
い
ま
す
。
そ
こ
は
彼
に
と

っ
て
、
大
切
な
人
々
の
た
め

も
の
で
す
が
、

の
席
な
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
公
演
実
現
の
た
め
に
お
世
話
に
な

っ
た
ス
ポ
ン
サ
ー
も
時
に
は
招
待
さ
れ
ま
す
が
、

シ
ェ
フ
な
ど
、
普
段
な
か
な
か
チ
ケ
ッ
ト

メ
イ
ン
は
施
設
の
子
ど
も
た
ち
ゃ
、

ホ
テ
ル
の
メ
イ
ド
、

が
買
え
な
い
人
た
ち
、

マ
イ
ケ
ル
が
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
人
た
ち
で
す
。

日
枚
の
パ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
パ
ス
を
ピ
ル
が
管
理
し
、
彼
ら
を
招
待

し
て
い
ま
し
た
。
招
待
さ
れ
た
人
々
は
、
ま
ず
楽
屋
に
案
内
さ
れ
て
マ
イ
ケ
ル
と
会
い
、
一
緒
に
写

マ
イ
ケ
ル
の
要
望
で
、
毎
回
、

真
を
撮
る
な
ど
の
も
て
な
し
を
受
け
て
か
ら
、

コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
む
の
で
し
た
。

そ
し
て
マ
イ
ケ
ル
は
常
に

「子
ど
も
た
ち
ゃ
、
ホ
テ
ル
の
メ
イ
ド
さ
ん
た
ち
に
、

P
席
の
チ
ケ
ッ
ト
が
渡
っ
て
る
？
」
と
気
に
し
て
い
ま
し
た
。

ち
ゃ
ん
と
V
I コ
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マ
イ
ケ
ル
と
接
し
て
い
て
い
つ
も
思
う
の
は
、
彼
は
人
を
区
別
し
て
接
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
メ
イ
ド
、
政
治
家
、
フ
ァ
ン
、
ス
ポ
ン
サ
ー
な
ど
、
相
手
が
誰
で
あ
っ
て
も
、
彼
の
態
度
は

一

貫
し
て
お
り
、
分
け
隔
て
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
子
ど
も
と
話
す
時
は
、
必
ず
膝
を
落
と
し
、
子

ど
も
の
目
線
に
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
マ
イ
ケ
ル
は
、

フ
ァ
ン
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
、

し
な
く
て
は
な
ら
な
い

こ
と
は
、
何
で

1 

I 9 8 6年、マイケノレと の出会い

も
す
る
人
で
し
た
。
そ
れ
も
、
最
善
を
尽
く
す
の
で
す
。

人
一
倍
多
く
の
サ
イ
ン
を
頼
ま
れ
る
マ
イ
ケ
ル
で
す
が
、
夜
、
ス
イ

1
ト
ル
l
ム
の
ダ
イ
ニ
ン
グ

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
、
山
の
よ
う
に
積
み
重
ね
た
色
紙
を
置
い
て
お
い
て
も
、
翌
日
に
は
ち
ゃ
ん
と
、

全
部
に
サ
イ
ン
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
も
、

ど
の
サ
イ
ン
も
丁
寧
で
し
た
。

こ
れ
も
私
の
娘
に
関
す
る
話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
日
本
の
ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル
に
通
っ

て
い
た
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
高
校
2
年
生
の
時
、
ア
ピ
！
と
い
う
友
だ
ち
が
い
ま
し
た
。
当
時
、

ス
タ
ー

を
夢
見
て
い
た
彼
女
は
、
マ
イ
ケ
ル
の
大
フ
ァ
ン
で
、
す
べ
て
の
歌
と
動
き
を
知
っ
て
お
り
、
休
み

時
間
に
は
、
そ
れ
ら
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

あ
る
時
、
私
が
マ
イ
ケ
ル
と
親
し
い
と
知
っ
た
ア
ピ

l
は、

メ
ロ
デ
ィ
ー
に

マ
イ
ケ
ル
宛
て
の
フ

/IT 



マイケノレ ・ジャクソンの，思い出

Memor;es of M必 elJackson 

ア
ン
レ
タ
ー
を
託
し
、
「
こ
の
手
紙
を
、
あ
な
た
の
お
母
さ
ん
か
ら
マ
イ
ケ
ル
に
渡
し
て
ほ
し
い
の
」

と
頼
み
ま
し
た
。
私
は
、
ネ
パ

l
ラ
ン
ド
に
マ
イ
ケ
ル
を
訪
ね
て
い
っ
た
時
に
、
そ
れ
を
手
渡
し
た

の
で
す
が
、
彼
は
私
の
目
の
前
で
封
を
切
り
、
内
容
に
目
を
通
し
、
「
あ
り
が
と
う
。
彼
女
に
返
事

を
出
す
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。

帰
国
し
た
私
は
、
す
ぐ
に
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
事
の
次
第
を
伝
え
ま
し
た
が
、
ア
ピ

1
を
期
待
さ
せ
す

ぎ
な
い
よ
う
、
釘
を
さ
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

2
、
3
週
間
後
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
学
校
か
ら
、
興
奮

し
た
様
子
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
言
っ
た
の
で
す
。
「
マ
ミ

1
！

ア
ピ

l
に
マ
イ
ケ
ル
か

ら
サ
イ
ン
入
り
の
ポ
ス
タ
ー
が
届
い
た
の
！
」

と

ア
ビ

l
は
マ
イ
ケ
ル
か
ら
の
贈
り
物
を
、
学
校
に
持
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。
ポ
ス
タ
ー
に
は

愛
な
る
ア
ピ

l
、
歌
と
踊
り
を
頑
張
っ
て
ね
。
愛
を
込
め
て
。
マ
イ
ケ
ル

・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
」
と
い
う

言
葉
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

私
は
感
激
し
て
、
体
の
中
に
温
か
い
も
の
が
流
れ
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。
彼
は
約
束
を
守
り
、

ピ
l
を
励
ま
し
、
彼
女
の
夢
を
後
押
し
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

親
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マイケノレ ・ジャクソンの思い出

Memories of温存haelJackson 

「
君
は
ど
ん
な
音
楽
が
好
き
？
」

マ
イ
ケ
ル
は
、
楽
し
い
こ
と
や
不
思
議
な
こ
と
に
対
し
て
、
常
に
好
奇
心
を
向
け
て
い
ま
し
た
。

ど
こ
に
仕
事
の
ヒ
ン
ト
が
転
が
っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
で
す
。
来
日
中
も
、
よ
く
玩
具
店
へ

行
き
た
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
単
に
お
も
ち
ゃ
が
ほ
し
か
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
何
ら
か
の

サ
プ
ラ
イ
ズ
を
探
し
求
め
て
い
た
の
で
す
。

た
と
え
ば
「
回
〉
り
」

ツ
ア
ー
で
は
、

か
な
り
離
れ
た
場
所
に
現
れ
る
」

「
ス
テ
ー
ジ
か
ら
突
然
姿
を
消
し
、
次
の
瞬
間
、

と
い
う
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露
し
、
観
客
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
こ
の
マ

マ
イ
ケ
ル
は

ジ
ッ
ク
は
、

マ
イ
ケ
ル
が
世
界
で
最
も
有
名
な
マ
ジ
シ
ャ
ン
、

ジ
l
ク
フ
ロ
イ
ド
＆
ロ
イ
に
教
え
て

も
ら
っ
た
も
の
で
す
。

そ
れ
以
来
、

マ
イ
ケ
ル
は
彼
ら
と
す
っ
か
り
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。
彼
ら
が
、
大
人
気
だ
っ
た
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ

l

「
ツ
ム
ラ

・
イ
リ
ュ

1
ジ
ョ
ン
」
に
出
演
す
る
た
め
、
東
京
の
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
て

い
る
と
知
っ
て
、

わ
ざ
わ
ざ
訪
ね
て
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
も
っ
と
も
、

そ
の
時
マ
イ
ケ
ル
も

ち
ょ
う
ど
、
来
日
中
だ
っ
た
の
で
す
が
）
。

マ
イ
ケ
ル
が
語
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
彼
ら
の
部
屋
に
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は
ホ
ワ
イ
ト
タ
イ
ガ
ー
が
い
た
そ
う
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
は
彼
ら
の
た

ジ
l
ク
フ
ロ
イ
ド
＆
ロ
イ
か
ら
マ
ジ

ッ
ク
を
教
え
て
も
ら
っ
た
お
礼
に
、

マ
イ
ケ
ル
が
彼
ら
の
公
演
先
で
あ
る
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に、

め
に
曲
を
書
き
ま
し
た
。
作
曲
に
あ
た
っ
て
、

わ
ざ
わ
ざ
運
び
込
ん
だ
機
材
の
あ
ま
り
の
数
の
多
さ
に
、

ジ
l
ク
フ
ロ
イ
ド
＆
ロ
イ
は
び

っ
く
り
し

た
そ
う
で
す
。

〆
I 9 8 6年、マイケノレとの出会い

ピ
ル

・
プ
レ
イ
か
ら
、

こ
ん
な
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
あ
る
時
、

ホ
ラ
l
映
画
が
大
好
き
な
友
人
が
い
ま
し
た
。

ク
ア
ッ
プ
技
術
や
、
好
き
な
恐
怖
シ

l
ン
な
ど
の
話
題
で
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

あ
る
夜
、

マ
イ
ケ
ル
と
彼
は
、

ピ
ル
に
は
、

F
S
X
の
メ
イ

フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
コ
レ
ク
タ
ー
で
も
あ
る
彼
の
家
で、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
映

マ
イ
ケ
ル
は
、

画
の
モ
ン
ス
タ
ー
・
シ
リ
ー
ズ
の
フ
ィ
、
キ
ュ
ア
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
、
ド
ラ
キ
ュ
ラ
、
狼
男
、
ブ
ラ
ッ
ク

・
ラ
グ

l
ン
の
ミ
イ
ラ
な
ど
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
に
マ
イ
ケ
ル
は

夢
中
に
な
り
、
精
巧
に
作
ら
れ
て
い
る
細
部
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

な
か
で
も
マ
イ
ケ
ル
の
注
意
を
引
い
た
の
は
、
暗
闇
で
光
る
フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
姿
で
し
た
。
そ
れ
ら

は
一
段
と
恐
ろ
し
く
見
え
、

マ
イ
ケ
ル
に
あ
る
ア
イ
デ
ア
を
ひ
ら
め
か
せ
ま
し
た
。
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マイケノレ ・ジャクソンの思い出

MemM問。⑥ ichaelJackson 

そ
し
て
、

そ
の
ア
イ
デ
ア
は
、

「〈

w
s
q」

ツ
ア
！
と
「
切
〉
ロ
」

ツ
ア
ー
の
「

4
7
z
z
mこ

の
場
面

に
実
際
に
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
マ
イ
ケ
ル
は
、
特
殊
メ
イ
ク
に
よ
り
、
暗
閣
の
中
で
不
気
味
に

光
る
ゾ
ン
ビ
た
ち
を
、

公
演
に
登
場
さ
せ
た
の
で
す
。
黒
い
背
景
と
ス
モ
ー
ク
が
か
か
っ
た
ス
テ
ー

ジ
に
よ
り
、
彼
ら
の
顔
、
手
足
、
衣
装
の
不
気
味
さ
は
、
よ
り
一
層
際
立

っ
て
見
え
た
そ
う
で
す
。

私
も
、

マ
イ
ケ
ル
の
好
奇
心
の
強
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
ホ
テ
ル
に
滞
在
中
の
マ
イ
ケ
ル
を
訪
ね
た
時
、

ン
グ
ル

l
ム
に
、
見
た
こ
と
も
な
い
若
者
た
ち
が
8
人
ほ
ど
輪
を
描
い
て
座
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し

マ
イ
ケ
ル
の
ス
イ
l
ト
の
リ
ピ

て
、
そ
の
中
心
に
マ
イ
ケ
ル
が
い
た
の
で
す
。

「
彼
ら
は
誰
な
の
？
」
と
ピ
ル
に
尋
ね
る
と
、

「
自
分
の
作
品
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
マ
イ
ケ
ル
に

売
り
込
む
た
め
に
、

ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
で
マ
イ
ケ
ル
が
出
て
く
る
の
を
待
っ
て
い
た
若
者
た
ち
だ
よ
。

マ
イ
ケ
ル
は
時
々
こ
う
や
っ
て
彼
ら
を
部
屋
に
招
い
て
話
を
す
る
ん
だ
。
マ
イ
ケ
ル
は
彼
ら
の
考
え

を
知
り
た
い
ん
だ
よ
」
と
の
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

し

ん

し

お

ご

マ
イ
ケ
ル
は
、
若
者
た
ち
の
話
を
真
撃
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
大
ス
タ
l
の
購
っ
た
姿

み

じ

ん

は
微
塵
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
時
に
は
マ
イ
ケ
ル
が
、
彼
ら
に
「
君
は
ど
ん
な
音
楽
が
好
き
？
」
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「
君
は
何
が
し
た
い
の
？
」

せ
て
く
れ
る
？
」
と
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
、

「
歌
が
好
き
」

と
答
え
た
若
者
に
は

じ
っ
と
歌
を
聴
い
て
い
ま
し
た
。

「
歌
っ
て
み

と
い
っ
た
質
問
を
し
、

f 

I 9 8 6年、 マイケルとの出会い

そ
の
姿
に
私
は
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
大
ス
タ
l
の
マ
イ
ケ
ル
が
、
無
名
の
若
者
た
ち
に
、

率
直

に
意
見
を
求
め
て
い
る
の
で
す
。
自
由
に
外
出
が
で
き
な
い
マ
イ
ケ
ル
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
若
者

た
ち
と
の
交
流
は
、
時
代
の
流
行
や
若
者
た
ち
の
好
む
音
楽
や
ダ
ン
ス
を
生
で
知
る
こ
と
が
で
き
る

唯
一
の
機
会
だ
っ
た
の
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
を
一
躍
ス
タ

1
ダ
ム
へ
と
押
し
上
げ
た
、
あ
の

「ム

1
ン
ウ
ォ

1
ク
」
も
、

こ
う
し
た
、

マ
イ
ケ
ル
の
飽
く
な
き
好
奇
心
や
、

た
ぐ
い
ま
れ
な
観
察
力
、
研
究
、
努
力
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

ピ
ル
・
プ
レ
イ
か
ら
聞
い
た
の
で
す
が
、

マ
イ
ケ
ル
は
フ
レ
ッ
ド

・
ア
ス
テ
ア
や
ジ

1
ン
・
ケ
リ

ー
、
チ
ャ
ー
ル
ズ

・
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
な
ど
の
、
ダ
ン
ス
を
、

ビ
デ
オ
で
徹
底
的
に
研
究
し
た
そ
う
で
す
。

気
に
な
る
動
き
は
何
百
四
も
ス
ト
ッ
プ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
か
け
て
分
析
し
、
そ
れ
で
も
ス
テ
ッ
プ
が
わ

か
ら
な
か
っ
た
マ
イ
ケ
ル
は
、

フ
レ
ッ
ド

・
ア
ス
テ
ア
を
訪
問
し
ま
し
た
。

た
っ
た
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
の
技
を
訊
く
た
め
に
訪
ね
て
き
た
マ
イ
ケ
ル
を
、
ア
ス
テ
ア
は
歓
迎
し

そ
の
ダ
ン
ス
シ

l
ン
を
ど
う
や
っ
て
撮
影
し
た
か
を
説

た
そ
う
で
す
。

ア
ス
テ
ア
は
マ
イ
ケ
ル
に
、
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マイケノレ ・ジャクソンの思い出

Memori＇咽IfM•chaeljackson 

－一一一 一
明
し

つ
つ
、

「
僕
が
や
っ
た
通
り
に
真
似
し
た
ら
ダ
メ
だ
よ
。
君
は
新
し
い
ダ
ン
ス
を
生
み
出
さ
な

く
て
は
い
け
な
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
ま
し
た
。

1
9
8
3年、

を
披
露
し
た
時
に
は
、 モ

ー
タ
ウ
ン
の
お
周
年
コ
ン
サ
ー
ト
で
、

マ
イ
ケ
ル
が
初
め
て
ム

i
ン
ウ
ォ

l
ク

ア
ス
テ
ア
か
ら
マ
イ
ケ
ル
に
お
祝
い
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。

てず

イ

ケ
ル
は
自
伝
書
「
ム

1
ン
ウ
ォ

l
ク
」
を
フ
レ
ッ
ド

・
ア
ス
テ
ア
に
捧
げ
ま
し
た
。

フ
レ
ッ
ド

・
ア
ス
テ
ア
独
特
の
優
雅
な
ス
テ
ッ
プ
を
参
考
に
、

ナ
ル
の
ム

l
ン
ウ
ォ

l
ク
を
習
得
し
た
か
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
日
本
の
ゲ

l
ム
メ
ー
カ

ー
、
セ
ガ
と
マ
イ
ケ
ル
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
通
訳
を
務
め
た
、
セ
ガ

・
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト

・

U
S
A社
の
シ
ニ
ア
・
パ
イ
ス
・
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
の
中
川
昌
浩
さ
ん
は
、
ピ
ル
か
ら
、
次
の
よ
う
な

話
を
聞
い
た
そ
う
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
が
い
か
に
し
て
オ
リ
ジ

あ
る
時
マ
イ
ケ
ル
は
、
人
気
グ
ル
ー
プ
、

ソ
ウ
ル
・
ト
レ
イ
ン

・
ダ
ン
サ
ー
ズ
の
一
員
、
ジ
エ
ロ

の
ス
テ
ッ
プ
を
見
て
興
味
を
覚

ー
ム
・
キ
ャ
ン
デ
ィ
デ
イ
ト
（
ス
テ
ー
ジ
ネ

l
ム
一
キ
ヤ
ス
パ

l
）

え、

「
ど
う
や
る
の
か
教
え
て
く
れ
な
い
？
」
と
頼
み
ま
し
た
。
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1 9 8 6年、マイ ケノレとの出会い

本
来
の
ム

l
ン
ウ
ォ

1
ク
の
基
本
は
「
前
後
に
動
か
ず
、
同
じ
場
所
で
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
」
と
い

う
技
法
で
す
。
キ
ャ
ス
パ

l
は
最
初
、
マ
イ
ケ
ル
に
こ
の
方
法
を
教
え
た
そ
う
で
す
。

－
度
目
は
う
ま
く
動
け
な
か
っ
た
た
め
、

マ
イ
ケ
ル
は
キ
ャ
ス
パ

l
に
再
度
レ
ッ
ス
ン
を
乞
い
ま

し
た
。
そ
の

2
度
目
の
レ
ッ
ス
ン
で
、

キ
ャ
ス
パ

1
は
マ
イ
ケ
ル
に
、
前
に
歩
い
て
い
る
よ
う
に
見

せ
な
が
ら
後
ろ
に
下
が
る

の
方
法
を
教
え
ま
し
た
。
す
る
と
マ
イ
ケ
ル
は

そ
の
や
り
方
を
知
り
た
か
っ
た
ん
だ
」
と
喜
び
、
す
ぐ
に
コ
ツ
を
つ
か
ん
で
、

1
時
間
ほ

ど
で
マ
ス
タ
ー
し
た
の
で
す
。 「

パ
ッ
ク

・
ス
ラ
イ
ド
」

「
そ
う
、

「
ど
う
し
て
も
レ
ッ
ス
ン
料
を
渡
し
た
い
ん
だ
け
ど
、

い
く
ら
払
え
ば
い
い
？
」
と

マ
イ
ケ
ル
は

キ
ヤ
ス
パ

l
に
尋
ね
ま
し
た
。
す
る
と
キ
ヤ
ス
パ

l
が
1
0
0
0
ド
ル
を
希
望
し
た
た
め
、

ピ
ル
が

マ
イ
ケ
ル
に
代
わ
っ
て
支
払
い
ま
し
た
。

後
に
キ
ヤ
ス
パ

l
は
、
「

1
0
0
0
ド
ル
は
、
当
時
の
僕
に
は
大
金
だ
っ
た
。
で
も
、
あ
の
ダ
ン

ス
が
あ
ん
な
に
有
名
に
な
る
な
ら
、
も
っ
と
も
ら
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
よ
」
と
冗
談
ま
じ
り
で
語

っ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
話
を
教
え
て
く
れ
た
中
川
さ
ん
も
、

マ
イ
ケ
ル
に
負
け
ず
劣
ら
ず
の
好
奇
心
の
持
ち
主
で
す
。
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マイケル ・ジャクソンの思い出

M•tf川elja；~~：n 

彼
は
ム

l
ン
ウ
ォ

l
ク
を
初
め
て
テ
レ
ビ
で
観
て
以
来
、
ど
う
や
る
の
か
不
思
議
に
思
い
、
あ
れ
こ

れ
研
究
や
挑
戦
を
重
ね
て
、
自
己
流
な
が
ら
も
つ
い
に
習
得
し
た
の
で
す
。
中
川
さ
ん
い
わ
く
、
ム

ー
ン
ウ
ォ

l
ク
を
や
る
に
は
、
靴
底
お
よ
び
床
が
滑
ら
か
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
、
ゴ
ム
底
の
ス
ニ

ー
ヵ
ー
で
は
難
し
い
そ
う
で
す
。

ち
な
み
に
中
川
さ
ん
は
、
計
4
回
、
マ
イ
ケ
ル
に
会
っ
て
い
ま
す
。
私
は
毎
回
同
席
し
て
い
た
の

3
回
目
に
マ
イ
ケ
ル
に
会
っ
た
時
、
中
川
さ
ん
は
な
ん
と
、

で
す
が
、

マ
イ
ケ
ル
と
ピ
ル
の
前
で
、

自
己
流
の
ム

l
ン
ウ
ォ

l
ク
を
披
露
し
て
み
せ
た
の
で
す
！

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ホ
テ
ル
で
若
者
た
ち
と
接
し
て
い
た
時
同
様
、
あ
の
ソ

フ
ト
な
話
し
方
で
、
中
川
さ
ん
の
ム

l
ン
ウ
ォ

l
ク
を
「
素
晴
ら
し
い
！
」
と
褒
め
て
く
れ
た
の
で

そ
し
て
マ
イ
ケ
ル
は
、

し
た
。
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マイケノレ・ジャクソ ンのJ思い出

_ _1二二

マ
イ
ケ
ル
と

「
キ
ャ
ピ
ト
ル
東
急
」

＊ 

＊ 

＊ 

滞
在
先
は

「キ
ャ
ピ
ト
ル
東
急
」
に
決
定
？
｜
｜
鈴
木
成
和
さ
ん
の
挑
戦

1
9
8
7年
、
マ
イ
ケ
ル
が
日
本
で
、
初
の
ソ
ロ
公
演
を
し
た
時
の
こ
と
で
す
。

公
演
に
先
立
ち
、
ま
ず
ピ
ル

・
プ
レ
イ
が
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
警
の
警
察
官
を
し
て
い
た
息
子
の

一
行
の
日
本
滞
在
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
チ
ェ
ッ
ク
の
た

ロ
ー
ド
リ
ッ
ク
と
と
も
に
来
日
し
ま
し
た
。

め
で
す
。

そ
の
際
、
彼
は
私
の
オ
フ
ィ
ス
を
訪
れ
、
私
に
ツ
ア
ー
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
手
渡
す
と
「
公
演
以
外

の
時
間
は
、

で
き
る
だ
け
マ
イ
ケ
ル
を
公
演
関
係
者
か
ら
離
し
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
た
い
」
「
プ
ラ

マ
ユ
ミ
に
頼
み
た
い
」
と
言
い
ま
し
た
。

イ
ベ

1
ト
な
時
間
の
ア
テ
ン
ド
を
、

海
外
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
来
日
公
演
を
行
う
時
は
、
普
通
、
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
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轄
し
、
滞
在
中
の
世
話
を
し
、
旅
費
や
滞
在
費
を
負
担
し
ま
す
。
し
か
し
、
私
は
ア
メ
リ
カ
で
育
ち、

ア
メ
リ
カ
で
教
育
を
受
け
た
の
で
、
ピ
ル
や
マ
イ
ケ
ル
に
と
っ
て
は
、
日
本
人
の
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
よ

り
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
や
す
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
公
演
に
ま
っ
た
く
無
関
係
な
私
が

マ
イ
ケ
ル
に
同
行
す
る
と
、

当
然
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
は
い
ぶ
か
る
は
ず
で
す
が
、
ピ

ル
に
頼
ま
れ
る
と

嫌
と
は
言
え
ず
、
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

す
る
と
ピ
ル
か
ら
さ
っ
そ
く
「
マ
イ
ケ
ル
た
ち

一
行
が
泊
ま
る
ホ
テ
ル
を
探
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
も
と
も
と
、
マ
イ
ケ
ル
に
は
常
宿
に
し
て
い
る
ホ
テ
ル
が
あ

っ
た
の
で
す

が
、
今
回
の
ツ
ア
ー
で
は
、

宿
泊
場
所
を
変
え
た
い
、
と
の
こ
と
で
し
た
。

私
は
大
急
ぎ
で
ホ
テ
ル
を
探
し
、
ジ
ヤ

ツ
ク
の
友
人
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
し
た
が
っ
て
キ
ャ
ピ
ト
ル

東
急
ホ
テ
ル
を
勧
め
ま
し
た
。

ロ
ー
ド
リ
ッ
ク
を
連
れ
て
下
見
に
訪
れ
た
ピ
ル
の
応
対
を
し
て
く
れ
た
の
が
、

す

ず

き

し
げ
か
ず

ホ
テ
ル
の
鈴
木
成
和
さ
ん
で
し
た
。

キ
ャ
ピ
ト
ル
東
急

鈴
木
さ
ん
に
よ
る
と
、

な
知
名
度
を
持
つ

1
9
8
7
年
当
時
、
ヒ
ル
ト
ン
・
チ
ェ

ー
ン
と
の
提
携
終
了
で
、
世
界
的

の
名
称
を
外
し
た
キ
ャ
ピ
ト
ル
東
急
ホ
テ
ル
は
経
営
の
危
機
に
直

「
ヒ
ル
ト
ン
」
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マイケノレが愛した日本人たち

面
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
諸
事
情
か
ら
、
海
外
の
顧
客
の
聞
に
「
キ
ャ
ピ
ト
ル
東
急
は
倒
産
し
た
」

と
い
う
噂
が
流
れ
、
稼
働
率
は
却
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
に
激
減
し
て
い
ま
し
た
。

上
層
部
か
ら
「
改
善
策
を
考
え
る
よ
う
に
」
と
の
指
示
が
下
り
、
セ
ー
ル
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

セ
ク
シ
ョ
ン
に
い
た
鈴
木
さ
ん
が
出
し
た
案
の

一
つ
が
「
海
外
の
有
名
人
に
泊
ま
っ
て
も
ら
い
、
メ

デ
ィ
ア
の
取
材
を
受
け
て
、
ホ
テ
ル
の
知
名
度
を
上
げ
る
こ
と
」
で
し
た
。

そ
の
頃
、
海
外
の
セ
レ
ブ
は
、
ほ
と
ん
ど
が
帝
国
ホ
テ
ル
か
ホ
テ
ル
オ

l
ク
ラ
に
泊
ま
る
と
相
場

が
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
鈴
木
さ
ん
は
、
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
に
注
目
し
、
レ
コ

ー
ド
会
社
各

社
の
洋
楽
部
門
の
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
に
、
「
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
を
受
け
る
う
え
で
必
要
な
ら
、
別
に
ス

イ
1
ト
ル

l
ム
を
無
料
で
用
意
し
ま
す
」
「
記
者
会
見
用
の
平
台
も
、
安
く
提
供
し
ま
す
」
「
滞
在
中

の
ア
テ
ン
ド
は
す
べ
て
私
が
行
い
ま
す
」
と
い
っ
た
具
合
に
セ
ー
ル
ス
を
か
け
た
の
で
す
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
徐
々
に
宿
泊
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
増
え
て
い
っ
た
の
で
す
が
、
マ
ド
ン
ナ

や
ロ

ー
リ
ン
グ

・
ス
ト
ー
ン
ズ
な
ど
、
話
題
性
の
あ
る
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、
別
の

な
か
な
か
泊
ま
っ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ホ
テ
ル
を
常
宿
と
し
て
お
り
、

も
、
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
か
ら
は

「す
で
に
泊
ま
る
ホ
テ
ル
は
決
ま
っ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
あ

マ
イ
ケ
ル
に
関
し
て

き
ら
め
て
い
た
そ
う
で
す
。
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そ
ん
な
あ
る
日
、
鈴
木
さ
ん
の
デ
ス
ク
に
、
フ
ロ
ン
ト
か
ら
「
マ
イ
ケ
ル

・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
関
係

者
だ
と
い
う
方
た
ち
が
、
ホ
テ
ル
の
下
見
に
来
て
い
ま
す
」
と
い
う
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。

半
信
半
疑
で
フ
ロ
ン
ト
に
行
っ
て
み
る
と
、
ど
こ
に
で
も
い
る
よ
う
な
、
普
通
の
ア
メ
リ
カ
人
男

性
二
人
が
立
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
ピ
ル
と
ロ

l
ド
リ
ッ
ク
だ
っ
た
の
で
す
が
、
鈴
木
さ
ん
は
最

初、

「こ
の
人
た
ち
、
本
当
に
マ
イ
ケ
ル
の
関
係
者
な
の
か
な
あ
」
と
不
審
に
思
っ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
駐
車
場
か
ら
の
動
線
な
ど
を
説
明
し
な
が
ら

一
緒
に
歩
い
て
い
る
う
ち
に
、
す
っ
か
り
打
ち

解
け
、
ホ
テ
ル
内
の
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
「
オ
リ
ガ
、
こ

で
食
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
す
る

と
、
片
方
の
男
性
が
、

「M
J
J
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
」
と
書
か
れ
た
名
刺
を
取
り
出
し
、

「
部
屋
の
設

備
は
、
直
し
て
も
ら
え
る
の
か
？
」
と
質
問
し
て
き
た
の
で
す
。

鈴
木
さ
ん
が
、
「
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？
」
と
尋
ね
る
と
、
ピ
ル
は
「
部
屋
が
古
い
か
ら
、

家
具
や
ス
テ
レ
オ
を
入
れ
替
え
、
と
に
か
く
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
に
し
て
ほ
し
い
」
「
マ
イ
ケ
ル
が
泊
ま
る

ス
イ
1
ト
の
二
つ
の
ベ
ッ
ド
ル

l
ム
の
う
ち
、
一
つ
は
全
部
家
具
を
取
り
払
い
、
周
り
の
壁
を
鏡
で

覆
い
、
床
に
は
ダ
ン
ス
用
の
タ
イ
ル
を
敷
い
て
ほ
し
い
」
「
フ
ロ
ア
の
半
分
を
借
り
切
る
か
ら
、
フ

ロ
ア
の
真
ん
中
に
ド
ア
と
壁
を
作
り
、
非
常
口
に
ア
ラ
ー
ム
を
と
り
つ
け
て
ほ
し
い
」
「
で
き
れ
ば
、

フ
ロ
ア
の
も
う
半
分
に
も
、
客
を
入
れ
な
い
で
ほ
し
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
出
し
、

最
後
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マイケノレが愛した日本人たち

「
で
き
る
か
？
」

と
念
を
押
し
て
き
ま
し
た
。

直
感
的
に
「
も
し
た
め
ら
っ
た
ら
、

こ
の
話
は
流
れ
る
」
と
思

っ
た
鈴
木
さ
ん
が
、
「
私
の
責
任

で
上
司
を
説
得
し
、
全
部
や
り
ま
す
」
と
答
え
る
と
、
ピ
ル
は
「
わ
か
っ
た
。
じ
ゃ
あ
、

「
君
に
任
せ
る
か
ら
、

マ
イ
ケ
ル

を
連
れ
て
く
る
よ
」

マ
イ
ケ
ル
が
日
本
に
い
る
聞
は
、

ち
ゃ
ん
と
ホ
テ
ル
に

い
て
く
れ
よ
」
と
言
い
、

そ
の
ま
ま
タ
ク
シ
ー
で
帰
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
の
時
に
オ
リ
ガ
ミ
で
食
べ
た
か
き
氷
が
ず
い
ぶ
ん
気
に
入
っ
た
ら
し
く
、

い
つ
で
も
食
べ
ら
れ
る
の
か
？
」
と
鈴
木
さ
ん
に
尋
ね
て
き
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
は

「冬

で
も
食
べ
ら
れ
る
よ
う
、
用
意
し
ま
す
」
と
答
え
、
そ
の
後
、
マ
イ
ケ
ル
た
ち
が
来
日
す
る
た
び
に
、

倉
庫
か
ら
か
き
氷
の
機
械
を
出
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
私
も
、
ピ
ル
や
、

ち
な
み
に
ピ
ル
は
、

「
こ
れ
は
、

一
見
い
か
つ
い
セ
キ
ュ
リ

テ
イ
ス
タ
ッ
フ
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
、

み
ん
な
で
揃
っ
て
か
き
氷
を
つ
つ
い
て
い
る
姿
を
、
何
度
か

見
か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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マイケノレ ・ジャクソンの思い出」二川

「
マ
イ
ケ
ル
の
部
屋
」
が
で
き
る
ま
で

ピ
ル

・
プ
レ
イ
が
帰
っ
た
後
、
残
さ
れ
た
鈴
木
さ
ん
は
、
狐
に
つ
ま
ま
れ
た
よ
う
な
気
分
で

う
し
よ
う
」
「
今
の
話
、
本
当
か
な
あ
」
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
す
る
と
3
日
後
、
マ
イ
ケ
ル
の
ツ

ア
l
に
関
す
る
手
配
全
般
を
取
り
仕
切
っ
て
い
る
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
旅
行
代
理
店
の
グ
レ
タ

・
ウ

オ
ル
シ
ュ
と
い
う
女
性
か
ら
、
書
類
が

F
A
X
で
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
よ
う
や
く

「
こ
れ

は
、
本
当
か
も
し
れ
な
い
」
と
思
っ
た
鈴
木
さ
ん
は
、
上
司
に
報
告
し
て
、

め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
を
迎
え
る
た

し
か
し
、

「
フ
ロ
ア
を
貸
切
に
」

「
フ
ロ
ア
の
真
ん
中
に
ド
ア
と
壁
を
作
る
」
と
い
っ
た
要
求
は
と

「
家
具
や
ス
テ
レ
オ
を
す
べ
て
入
れ
替
え
る
」
と
な
る
と
、
あ
ま
り
に
も
費
用
が
か
か
り

す
ぎ
ま
す
。
社
内
で
も
「
無
理
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
声
が
上
が

っ
た
そ
う
で
す
が
、
頓
挫
す

れ
ば
完
全
に
信
用
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
鈴
木
さ
ん
は
必
死
で
知
恵
を
し
ぼ
り
、

二
人
の
友

人
の
力
を
借
り
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

も
か
く
、

そ
の
う
ち
の
一
人
は
、
鈴
木
さ
ん
の
遊
び
仲
間
で
、

ソ
ニ

l
の
盛
田
昭
夫
元
会
長
の
長
男
、

英
夫 ど
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さ
ん
で
し
た
。
「
今
度
、

マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
キ
ャ
ピ
ト
ル
東
急
に
泊
ま
る
ん
で
す
が
、
テ

タ
ダ
で
貸
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？
」
と
電
話
で
お
願
い
し
た

一
番
い
い
や
つ
を
持
っ
て
い
く
よ
」
と
、
快
く
引
き
受

レ
ビ
や
ス
テ
レ
オ
を
ワ
ン
セ
ッ
ト
、

と
こ
ろ
、
盛
田
さ
ん
は

「あ
あ
、

い
い
よ
。

け
て
く
だ
さ
っ
た
そ
う
で
す
。

z 
マイケルが愛した日本人たち

か
わ
ぞ
え
し
よ
う
ろ
う

そ
し
て
も
う

一
人
は
、
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
川
添
象
郎
さ
ん
で
し
た
。
そ
の
頃
、
日
本
に

短
期
滞
在
す
る
外
交
官
や
外
資
系
企
業
の
社
員
が
増
え
て
お
り
、
川
添
さ
ん
は
、
彼
ら
に
高
級
家
具

を
レ
ン
タ
ル
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
、
成
功
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
川
添
さ
ん
に
「
家
具
を
タ

ダ
で
貸
し
て
く
だ
さ
い
」
と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
や
は
り
快
く
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。

た
だ
し
そ
の
際
、
一
つ
だ
け
条
件
を
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
条
件
と
い
う
の
は
、
新
潮
社
か
ら
発
刊
さ
れ
た
ば
か
り
の
写
真
週
刊
誌
司

o
n
c∞
」
に
、
「
こ

れ
が
、
マ
イ
ケ
ル
が
泊
ま
る
部
屋
だ
」
と
い
っ
た
内
容
の
記
事
を
載
せ
る
こ
と
で
し
た
。
本
当
は
、

マ
イ
ケ
ル
が
泊
ま
る
ホ
テ
ル
は
極
秘
だ
っ
た
の
で
す
が
、
鈴
木
さ
ん
は
内
緒
で
取
材
を
受
け
、
記
事

は
大
き
な
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
代
わ
り
、
鈴
木
さ
ん
は
、
高
級
な
家
具
の
数
々
を
借
り
、

イ
ケ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
部
屋
を
無
事
に
調
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

65 
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準
備
を
進
め
る
一
方
で
、
鈴
木
さ
ん
は
、

ピ
ル
や
グ
レ
タ
と
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
た
め
、

ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
へ
飛
び
ま
し
た
。

ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
等
が
入
り
組
ん
で
お
り
、
電
話
や

F
A
X
で
の
や
り
と
り

だ
け
で
は
不
安
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

「
車
な
ん
か
、
借
り
な
く
て
い
い
か
ら
」
と
、
鈴
木
さ

い
ろ
い
ろ
な
所
に
連
れ
て
い
き
、
鈴
木
さ
ん
は
、

ビ
ル
は

ん
を
毎
日
ホ
テ
ル
ま
で
迎
え
に
来
て
は
、

グ
レ
タ
と
の
信
頼
関
係
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
滞
在
中
に
、
鈴
木
さ
ん
は
二
人
の
公
認
会
計
士
を
紹
介
さ
れ
、

ツ
ア
ー
は
、
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
で
は
な
く
、
う
ち
主
導
で
行
う
の
で
、
ホ
テ
ル
代
は
直
接
あ
な
た
に
支

払
う
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
よ
う
や
く
「
本
当
に
来
て
く
れ
そ
う
だ
な
」
と
確
信
を
持
て
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
実
は
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
、
も
と
も
と
彼
ら
が
泊
ま
る
は
ず
だ
っ
た
ホ

キ
ャ
ン
セ
ル
の
連
絡
が
入
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
ホ
テ
ル
や
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
か
ら

ピ
ル
や

「
今
回
の

テ
ル
に
、

は

「
マ
イ
ケ
ル
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
フ
ラ
ン
ク

・
デ
イ
レ
オ
か
ら
は
、

ホ
テ
ル
を
変
え
る
と
い
う
話

は
聞
い
て
い
な
い
」
「
鈴
木
が
勝
手
に
動
い
て
い
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
の
か
」
と
言
わ
れ
、

騒
ぎ
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

一
時
は
大

当
時
、
日
本
の
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
の
間
で
、

「
ビ
ル

・
プ
レ
イ
」
と
い
う
存
在
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
騒
ぎ
の
大
き
な
原
因
で
し
た
。
鈴
木
さ
ん
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
へ
行
っ
た
際
に
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「
フ
ラ
ン
ク
は
あ
く
ま
で
も
、

ビ
ジ
ネ
ス
面
で
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
だ
。
ビ
ル
は
、
マ
イ
ケ
ル
が
唯

一

信
頼
し
て
い
る
、
親
代
わ
り
の
よ
う
な
存
在
で
、
移
動
や
宿
泊
、
食
事
に
関
す
る
こ
と
は
、
彼
が
決

「
彼
が
キ
ャ
ピ
ト
ル
東
急
に
泊
ま
る
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
絶
対
だ
か
ら
、
何
も
心
配
し

と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
た
ち
は
、
フ
ラ
ン
ク
が
す
べ
て
を
仕

マ
イ
ケ
ル
が
来
日
す
る
ま
で
は
、
「
会

め
て
い
る
」

な
く
て
い
い
」

2 

マイケノレが愛した日本人たち

切
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
鈴
木
さ
ん
も
、

社
中
動
か
し
て
、
改
装
ま
で
し
て
、

寝
ら
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

と
、
ろ
く
に

こ
れ
で
ド
タ
キ
ャ
ン
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」

マ
イ
ケ
ル
が
日
本
に
到
着
す
る
日
、
鈴
木
さ
ん
は
、
飛
行
機
が
成
田
空
港
に
着
い
た
頃
か
ら
、
地

下
の
駐
車
場
で
ず
っ
と
待
機
し
て
い
ま
し
た
。
や
が
て
、
歓
声
に
包
ま
れ
な
が
ら
マ
イ
ケ
ル
た
ち
が

乗
っ
た
車
が
入
っ
て
き
て
、
ピ
ル
に
マ
イ
ケ
ル
を
紹
介
さ
れ
て
、
握
手
し
て
：
：
：
。
そ
こ
で
よ
う
や

く
「
ゃ
っ
た
、
本
当
に
来
て
く
れ
た
」
と
実
感
が
わ
い
て
き
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
鈴
木
さ
ん
に
は
、
ま
だ
難
問
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
何
し
ろ
ビ
ル
は
、
改
造
後
の
部
屋
は

一
度
も
見
て
い
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
部
屋
を
見
せ
た
途
端
に
「
こ
れ
じ
ゃ
、
ダ
メ
だ
」
と
却
下
さ
れ

し
か
し
、
部
屋
を
見
た
ピ
ル
か
ら
は
、
あ
っ
さ
り
O
K
が
出
ま
し
た
。

る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
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！…… 
ま
た
来
日
初
日
は
、
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
た
ち
が
ま
だ
マ
イ
ケ
ル
や
ピ
ル
と
親
し
く
な
か
っ
た
た
め
、

鈴
木
さ
ん
は
ピ
ル
に
頼
ま
れ
て
、
マ
イ
ケ
ル
の
た
め
に
六
本
木
の
レ
コ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
を
貸
切
に
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
「
キ
ャ
ピ
ト
ル
東
急
の
者
で
す
が
、
マ
イ
ケ
ル

・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
そ

ち
ら
に
行
き
た
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
貸
切
に
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？
」
と
お
願
い
し
て
も
、

最
初
は
な
か
な
か
信
用
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
た
ち
が
滞
在
し
て
い
る
聞
は
、
ビ
ル
と
の
約
束
通
り
、
鈴
木
さ
ん
が
す
べ
て
の

ア
テ
ン
ド
を
し
て
い
ま
し
た
。
従
業
員
用
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
マ
イ
ケ
ル
た
ち
専
用
に
し
て
、
鈴
木

さ
ん
自
身
が
操
作
し
、
「
何
か
あ
っ
た
ら
呼
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
、
同
じ
フ
ロ
ア
の
部
屋
に
但
時
間

態
勢
で
泊
ま
り
込
み
、
「
マ
イ
ケ
ル
が
外
出
し
そ
う
だ
」
と
い
う
情
報
が
入
る
と
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
待
機
し
：
：
：
。
お
か
げ
で
、
同
じ
よ
う
に
但
時
間
態
勢
で
働
い
て
い
た
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ス
タ
ッ
フ
た
ち
と
、
す
っ
か
り
仲
良
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

な
お
、
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「
僕
の
部
屋
を
き
れ
い
に
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

当
時
、

「
マ
イ
ケ
ル
が
泊
ま
る
ホ
テ
ル
は
、
水
道
の
蛇
口
か
ら
エ
ピ
ア
ン
が
出
る
よ
う
に
改
造
す

る
ら
し
い
」

と
か

「
マ
イ
ケ
ル
は
、

そ
の
中
で
寝

ホ
テ
ル
に
高
圧
酸
素
の
カ
プ
セ
ル
を
持
ち
込
み
、

る
ら
し
い
」

と
い
っ
た
噂
が
、
世
界
中
を
か
け
め
ぐ
っ
て
い
ま
し
た
。
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
l
の
最
初
に

泊
ま
る
の
が
キ
ャ
ピ
ト
ル
東
急
ホ
テ
ル
だ
っ
た
た
め
、
鈴
木
さ
ん
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ジ
オ
局
か

ら
も
、
電
話
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
中
に
、
噂
の
真
偽

も
尋
ね
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

ホ
テ
ル
に
は
相
当
な
数
の
エ
ピ

ア
ン
の
ボ
ト
ル
が
常
に
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
私
も
、
マ
イ
ケ
ル
が
高
圧
酸
素
の
カ
プ
セ

ル
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
新
聞
記
事
を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
本
当
な
ら
、
好
奇
心
旺
盛

な
マ
イ
ケ
ル
の
こ
と
で
す
か
ら
、
き
っ
と
、
「
そ
の
中
に
入
る
と
寿
命
が
延
び
る
」
と
聞
い
て
、
試

確
か
に
マ
イ
ケ
ル
は
、

エ
ピ
ア
ン
し
か
飲
み
ま
せ
ん
で
し
た
し
、

し
て
み
た
く
な
っ
た
だ
け
な
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

「
ホ
テ
ル
の
水
道
の
蛇
口
か
ら
エ
ピ
ア
ン
が
出
る
よ
う
に
改
造
す
る
」
と
か

ル
に
高
圧
酸
素
の
カ
プ
セ
ル
を
持
ち
込
ん
だ
」
と
い
う
の
は
、
ま
っ
た
く
の
で
た
ら
め
で
す
。

「ホ
テ

も
ち
ろ
ん
、

10 



マ
イ
ケ
ル
が
来
て
か
ら
特
に
頼
ま
れ
た
の
は
、
部
屋
に
加
湿
器
と
、
当
時

鈴
木
さ
ん
に
よ
る
と
、

ま
だ
珍
し
か
っ
た
空
気
清
浄
機
を
何
台
か
設
置
す
る
こ
と
。

そ
の
く
ら
い
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
マ
イ
ケ
ル
が
、

ほ
か
の
外
国
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
と
は
ま

っ
た
く
違
っ
て
い
た
の
も
、

事
実
の
よ
う
で
す
。

z 
マイケノレが愛した日本人たち

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
た
い
て
い
、
夜
遊
び
を
し
た
り
、
飲
み
に
行
っ
た
り
、
時
に
は
勝
手
に
い
な
く

な
っ
た
り
す
る
の
に
、

マ
イ
ケ
ル
は
ほ
と
ん
ど
部
屋
に
こ
も
り
っ
き
り
。
外
出
す
る
に
し
て
も
、
行

き
先
は
、
大
型
玩
具
店
や
ゲ

l
ム
メ
ー
カ
ー
の
セ
ガ
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
、

健
全
な
場
所
ば
か
り
で
し
た
。

き
わ
め
て

な
お
マ
イ
ケ
ル
は
、

ホ
テ
ル
に
い
る
問
、
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
に
改
造
さ
れ
た
ベ
ッ
ド
ル

l
ム
で
、

毎
日
ダ
ン
ス
の
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。

部
屋
で
映
画
を
観
る
の
も
好
き
で
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
マ
イ
ケ
ル
に
頼
ま
れ
、
ピ
デ
オ
を
大
量
に
レ
ン
タ
ル
し
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

最
初
の
頃
は
、
マ
イ
ケ
ル
自
身
が
選
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
う
ち
マ
イ
ケ
ル
か
ら
「
ス
ズ
キ
に

選
ん
で
ほ
し
い
」

と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
が
来
た
た
め
、

「
一
体
何
を
持
っ
て
い
け
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
」

Tf 
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J? Memories of Michael }a巾問

一 一 一一一
と
、
相
当
頭
を
悩
ま
せ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
は
、
グ
ロ
テ
ス
ク
な
シ

l
ン
が
苦
手
で
、

ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
の
映
画
が
大
好
き
で
し
た
。

特
に
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
ア
ニ
メ
は
、

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
観
て
い
ま
し
た
。
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
な
ど
の
古
い
映

画
も
、
好
ん
で
観
て
い
た
よ
う
で
す
。

あ
る
時
、
ピ
ル
・
プ
レ
イ
と
ジ
ヤ
ツ
ク
と
私
が
マ
イ
ケ
ル
の
部
屋
に
入
る
と
、
彼
は

「叶『戸内

「続

・
夕
陽
の
ガ
ン
マ
ン
」
）
を
観
て
い
ま
し
た
。
私

coop
岳
町
∞
包

g
f
z
c
m
q」
（
邦
題
は

た
ち
に
気
づ
い
た
マ
イ
ケ
ル
は
、
ジ
ヤ
ツ
ク
を
指
差
し
て
「
叶
宮
。
。
。
丘
、
自
分
自
身
を
指
差
し
て

ツ
ア
l
で
来
日
し
て
い
た
時
だ
っ
た
の
で
て
そ
し
て
最
後
に
、

「
叶
町
内
切
包
」
（
ち
ょ
う
ど
「
回
〉
ロ
」

ピ
ル
を
指
差
し
て

「
斗
｝
凶
巾
己
目
立
可
」
と
、

ふ
ざ
け
て
言
っ
た
の
で
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
は
部
屋
に
い
る
時
聞
が
長
く
、
外
出
し
て
も
、
加
分
で
戻
っ
て
く
る
時
も
あ
れ
ば
、

日
戻
っ
て
こ
な
い
時
も
あ
っ
た
た
め
、
鈴
木
さ
ん
た
ち
は
掃
除
を
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
極
め
る
の

に
苦
労
し
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
の
従
業
員
数
名
を
常
に
待
機
さ
せ
て
お
い
て
、
マ
イ
ケ
ル
が
外
に
出
た

瞬
間
に
、
み
ん
な
で
急
い
で
片
づ
け
た
そ
う
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
ま
っ
た
く
興
味
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
服
は
す
べ
て
、

こ
れ

7Z 



ま
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
興
味
の
な
い
ピ
ル
が
買
い
揃
え
て
い
た
そ
う
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
は
い
つ
も
、
白
い

T
シ
ャ
ツ
に
、
赤
ま
た
は
青
の
シ
ャ
ツ
、
丈
が
短
め
な
黒
い
パ
ン
ツ
、

シ
ン
プ
ル
な
ス
リ
ッ
ポ
ン
の
シ
ュ
ー
ズ
、
と
い
う
格
好
で
し
た
。
日
本
に
は
そ
れ
を
数
セ
ッ
ト
し
か

ほ
ぽ
着
た
き
り
の
よ
う
な
状
態
。
で
す
か
ら
、
鈴
木
さ
ん
た
ち

マ
イ
ケ
ル
が
外
出
し
た

持
っ
て
き
て
い
な
か
っ
た
ら
し
く
、

z 
マイケルが愛した 日本人たち

「
明
日
も
着
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、
急
い
で
洗
わ
な
け
れ
ば
！
」
と
、

隙
に
衣
類
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
し
、
靴
を
磨
い
て
い
た
そ
う
で
す
。

は

ホ
テ
ル
の
従
業
員
の
間
で
も
大
人
気
で
し
た
。

に
「
僕
の
部
屋
を
き
れ
い
に
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
散
ら
か
し
放
題
で
ご
め
ん
な
さ
い
」

を
か
け
て
い
た
の
で
す
。

し
か
し
マ
イ
ケ
ル
は
、

マ
イ
ケ
ル
は
い
つ
も
彼
ら

と
声

マ
イ
ケ
ル
が
公
演
の
た
め
に
出
か
け
る
時
間
に
な
る
と
、

メ
イ
ド
、

シ
ェ
フ
、
ポ

1
タ
！
と
い
っ

た
ホ
テ
ル
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
、

マ
イ
ケ
ル
の
部
屋
が
あ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ

l
ル
に
整
列
し
て
マ

イ
ケ
ル
を
見
送
り
に
出
て
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

「
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
見
た
い
」
と
し、

う
気
持
ち
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
誰
も
が
い
つ
の
間
に
か
、

惹
き
つ
け
ら
れ
、
公
演
の
成
功
を
心
か
ら
願

っ
て
い
た
の
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
の
細
や
か
な
優
し
さ
に

7J 
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－ 一 一
ま
た
、

ホ
テ
ル
の
外
に
は
い
つ
も
、

フ
ァ
ン
の
女
の
子
た
ち
が
た
く
さ
ん
立
っ
て
お
り
、

マ
イ
ケ

ル
が
手
を
振
る
と
、

ら
し
く
、
窓
際
に
行
つ
て
は
、

マ
イ
ケ
ル
に
と
っ
て
は
そ
れ
が
楽
し
か
っ
た

一
斉
に
ど
よ
め
い
て
い
ま
し
た
。

よ
く
手
を
振
っ
て
い
ま
し
た
。

一方、

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
い
た
ず
ら
を
し
て
い

ホ
テ
ル
の
中
で
も
マ
イ
ケ
ル
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
、

ま
し
た
。

当
時
、

れ
る
」

「
お
菓
子
の
袋
の
よ
う
な
外
見
で
、
手
を
突
っ
込
む
と
、
中
の
仕
掛
け
に
パ
チ
ン
と
挟
ま

と
い
う
お
も
ち
ゃ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
買
っ
て
き
た
マ
イ
ケ
ル
は
、
あ
る
日
、
鈴
木
さ

ん
に
「
こ
れ
、
食
べ
て
い
い
よ
」
と
差
し
出
し
ま
し
た
。

実
は
鈴
木
さ
ん
は
、
そ
の
お
も
ち
ゃ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

た
ち
は
、
期
待
を
込
め
た
眼
差
し
で
見
守
っ
て
い
ま
す
。
「
こ
れ
は
、
驚
い
て
み
せ
な
き
ゃ
ま
ず
い

と
大
袈
裟
に
騒
い
だ
と
こ
ろ
、

マ
イ
ケ
ル
や
周
囲
の
人

だ
ろ
う
な
あ
」

と
思
っ
た
鈴
木
さ
ん
が
、

てず

イ

「
わ
あ
、
痛
い
！
」

ケ
ル
は
、
転
げ
回
っ
て
喜
び
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
後
で
、

私
も
何
度
か
、

よ
く
や
っ
た
な
あ
」
と
褒
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

い
た
ず
ら
を
仕
掛
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ピ
ル
に
「
お
斗刷、

Tl/ 
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マイケルが愛した日本人たち

マ
イ
ケ
ル
は
私
た
ち
に
背

あ
る
時
、
ピ
ル
と
私
が
食
事
を
終
え
て
マ
イ
ケ
ル
の
部
屋
に
戻
る
と
、

を
向
け
て
本
を
読
ん
で
い
ま
し
た
。
ピ
ル
が
声
を
か
け
る
と
、
振
り
向
い
た
マ
イ
ケ
ル
の
顔
に
は
、

恐
ろ
し
い
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
仮
面
が
：
：
：
。
私
は
思
わ
ず

「キ
ヤ
ツ
！
」
と
叫
ん
で
し
ま

お
面
を
外
し
た
マ
イ
ケ
ル
の
顔
に
は
、

「し
て
や

っ
た
り
」

と
ば
か
り
に
、
満
面
の
笑

い
ま
し
た
。

み
が
浮
か
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ス
タ
ッ
フ
の

一
人

こ
れ
は
私
が
ピ
ル
の
部
屋
に
い
た
時
の
こ
と
で
す
が
、

が
、
私
た
ち
に
「
マ
イ
ケ
ル
の
部
屋
に
来
る
よ
う
に
」
と
言
い
に
来
ま
し
た
。

ピ
ル
が
い
つ
も
の
椅
子
に
座
る

「
何
の
用
事
だ
ろ
う
」
と
思
い
な
が
ら
、
私
た
ち
が
部
屋
に
入
り
、

と
、
突
然
大
き
な
お
な
ら
の
音
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。
マ
イ
ケ
ル
が
、

シ
ヨ
ン
を
仕
掛
け
て
い
た
の
で
す
。
私
た
ち
は
笑
い
転
げ
ま
し
た
。

ひ
と
し
き
り
笑
い
終
わ

っ
た
時
、
ピ
ル
が
言
い
ま
し
た
。

ピ
ル
の
椅
子
に
お
な
ら
ク
ツ

「
僕
に
は
要
ら
な
い
ん
だ
よ
、

こ
れ
は
。
わ
か

っ
て

い
る
だ
ろ
う
」

「
も
ち
ろ
ん
」
と
答
え
ま
し
た
。
ビ
ル
は
普
段
か
ら
、

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
お
な
ら
を
し

マ
イ
ケ
ル
は

て
い
た
の
で
し
た
。
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「彼
は
と
て
も
ス
マ
ー
ト
な
ん
だ
」

し
か
し
マ
イ
ケ
ル
に
は
、
当
然
の
ご
と
く
、
非
常
に
し
っ
か
り
し
た
一
面
も
あ
り
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
の
ツ
ア
ー
ス
タ
ッ
フ
は
総
勢
2
0
0名
ほ
ど
で
し
た
が
、
そ
の
う
ち
キ
ャ
ピ
ト
ル
東
急

マ
イ
ケ
ル
の
ほ
か
、
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
の
ク
イ
ン
シ

l
・ジ
ョ

l
ン
ズ
、
ピ
ル
・

に
泊
ま
っ
た
の
は
、

プ
レ
イ
＼

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ス
タ
ッ
フ
数
人
、

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
フ
ラ
ン
ク

・
デ
イ
レ
ォ
、
公
認
会
計

マ
イ
ケ
ル
の
友
人
た
ち
な

土
二
人
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
パ
プ
ル
ス
と
調
教
師
の
ボ
プ

・
ダ
ン
夫
妻
、

ど
、
十
数
名
で
し
た
。

鈴
木
さ
ん
が

1
週
間
ご
と
に
各
部
屋
の
請
求
書
を
ま
と
め
、
公
認
会
計
士
の
と
こ
ろ
へ
持
っ
て
い

く
と
、
彼
ら
は
「
こ
の
人
は
、
部
屋
代
も
食
事
代
も
電
話
代
も
全
部
マ
イ
ケ
ル
持
ち
だ
か
ら
O
K
だ

が
、
こ
の
人
は
部
屋
代
の
み
マ
イ
ケ
ル
持
ち
で
、
あ
と
は
自
腹
」
「
バ
ブ
ル
ス
の
餌
の
バ
ナ
ナ
は

O

K
だ
が
、
調
教
師
の
食
事
は
自
腹
」
と
い
っ
た
具
合
に
、
非
常
に
細
か
く
仕
分
け
し
て
い
き
ま
し
た
。

ま
る
で
、
会
計
事
務
所
が
丸
々

一
軒
引
っ
越
し
て
き
た
か
の
よ
う
で
し
た
。

公
認
会
計
士
は
「
こ
れ
は
全
部
マ
イ
ケ
ル
の
指
示
な
ん
だ
。
彼
は
頭
が
い
い
し
、
実
は
細
か
い
ん

だ
よ
」

と
言
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。
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と
こ
ろ
で
私
は
、
ホ
テ
ル
の
マ
イ
ケ
ル
の
部
屋
に
、
幼
い
娘
た
ち
を
何
度
か
連
れ
て
い

っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
娘
た
ち
は
マ
イ
ケ
ル
よ
り
も
む
し
ろ
、
パ
プ
ル
ス
に
夢
中
だ
っ
た
の
で
す
が
、

マ
イ

ケ
ル
は

「
パ
プ
ル
ス
と
は
、

と
か

「
パ
プ
ル
ス
が
い
た
ず
ら
す
る
か

こ
う
や
っ
て
遊
ぶ
と
喜
ぶ
よ
」

こ
う
い
う
こ
と
は
し
な
い
で
ね
」
と
親
切
に
教
え
、

た
ち
が
き
れ
い
な
ド
レ
ス
を
着
て
い
る
と
、

一
緒
に
遊
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
娘

「プ
リ
テ
ィ
ド
レ
ス
！
」
と
褒

ら

い
つ
も
の
優
し
い
声
で

,? 

マイケノレが愛した日本人たち

め
て
く
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、

そ
ん
な
優
し
い
マ
イ
ケ
ル
が
、
あ
る
日
、
子
ど
も
た
ち
に
固
ま
れ
て
興
奮
し
す
ぎ
た
パ

こ
ん
な
手
荒
な
こ
と
を
？
」

プ
ル
ス
の
頭
を
げ
ん
こ
つ
で
叩
い
て
い
ま
し
た
。

「あ
の
マ
イ
ケ
ル
が
、

「
パ
プ
ル
ス
の
頭
は
す
ご
く
固
く
て
、
全
然
痛
み
を
感
じ
な
い
の

と
言
う
の
で
す
。
実
際
、

と
驚
く
私
た
ち
に
、

で
、
心
配
し
な
く
て
い
い
よ
」

マ
イ
ケ
ル
は

バ
ブ
ル
ス
は
き
ょ
と
ん
と
し
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
マ
イ
ケ
ル
は
パ
プ
ル
ス
に

「ト
イ
レ
に
行
っ
て
こ
い
」

と
言
う
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、

し
つ
け
と
し
て
、
悪
さ
を
し
た
子
ど
も
を
部
屋
の
隅
な
ど
に
座
ら
せ
る
こ
と
が
、

ト
イ
レ
が
反
省
の
場
所
な
の
で
し
た
。

パ
プ
ル
ス
が
ト
イ
レ
か
ら
出
て
く
る
の
で
す

よ
く
あ
り
ま
す
。

パ
プ
ル
ス
に
と
っ
て
は
、

や
が
て
マ
イ
ケ
ル
が

「
も
う
い
い
よ
」

と
言
う
と
、
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が
ー
ー
。
そ
の
時
何
故
か
、
水
を
流
す
音
が
し
ま
し
た
。
「
パ
プ
ル
ス
は
い
つ
も
、

い
た
は
ず
な
の
に
、
水
洗
ト
イ
レ
を
使
っ
て
い
る
の
？

オ
ム
ツ
を
し
て

と
頭
を
悩
ま
せ

「
彼
は
と
て
も
ス
マ
ー
ト
な
ん
だ
」
と
言
い
、
手
で
口
を
覆
っ
て
、
ク

ッ
ク
ッ
と
笑
い
ま
し
た
（
そ
れ
が
、
マ
イ
ケ
ル
が
笑
う
時
の
癖
で
し
た
）
。

き
っ
と
人
々
を
困
惑
さ
せ
る
た
め
に
、

一
体
ど
う
い
う
こ
と
？
」

る
私
た
ち
に
、

マ
イ
ケ
ル
は

パ
プ
ル
ス
を
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
し
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
バ
ブ
ル
ス
を
め
ぐ
っ
て
、

ち
ょ
っ
と
し
た
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
が
来
日
し
て

1
週
間
も
経
つ
と
、
だ
ん
だ
ん
鈴
木
さ
ん
の
顔
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

か
ん
こ
う
れ
い

ま
し
た
。
マ
イ
ケ
ル
の
ス
タ
ッ
フ
に
は
錆
口
令
が
し
か
れ
て
い
た
た
め
、
情
報
を
求
め
る
マ
イ
ケ
ル

の
フ
ァ
ン
や
マ
ス
コ
ミ
か
ら
、
「
今
日
は
マ
イ
ケ
ル
は
ど
こ
へ
？
」
と
か
「
今
日
は
何
を
し
て
る
の
？
」

と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

あ
る
日
、
鈴
木
さ
ん
は
、
記
者
の
一
人
に

「
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
パ
プ
ル
ス
も
一
緒
に
泊
ま
っ
て
い

る
ん
で
す
か
？
」
と
質
問
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
盲
導
犬
以
外
の
ペ
ッ
ト
を
ホ
テ
ル
に
泊
め
る

の
は
、
衛
生
上
、
あ
ま
り
良
い
こ
と
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
「
パ
プ
ル
ス
は
、
地
下
の
駐

車
場
に
用
意
し
た
、
桂
の
中
に
入
っ
て
い
ま
す
」
と
答
え
た
の
で
す
が
、
ま
さ
に
そ
の
瞬
間
、

こ乙

レ
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－一一一
ベ
ー
タ

l
が
聞
い
て
パ
プ
ル
ス
が
｜
｜
。

ま
た
、

マ
イ
ケ
ル
が
来
日
し
て
最
初
の
数
日
間
だ
け
、
同
じ
フ
ロ
ア
に
、
長
期
滞
在
の
海
外
の
お

客
さ
ん
が
泊
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
る
晩
、
そ
の
お
客
さ
ん
か
ら
「
ド
ア
を
開
け
た
ら
、

入
っ
た
の
で
す
。

ゴ
リ
ラ
が
歩
い
て
い
た
」
と
い
う
電
話
が

お
そ
ら
く
パ
プ
ル
ス
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
本
当
の
こ
と
を
言
う
わ
け
に

も
い
か
ず
、
鈴
木
さ
ん
は
、
電
話
に
出
た
社
員
に
「
見
間
違
い
で
は
な
い
か
と
言
っ
て
お
き
な
さ
い
」

そ
の
後
、
特
に
問
題
に
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

と
指
示
し
ま
し
た
。
幸
い
、

1
9
8
7年
の
来
日
時
に
、
私
は
調
教
師
の
ボ
プ

・
ダ
ン
か
ら
「
マ
イ
ケ
ル
と
パ
ブ

い
つ
ま
で
も
一
緒
に
は
暮
ら
せ
な
い
ん
だ
よ
」
と
聞
き
ま
し
た
。
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
は
成
長

す
る
と
力
が
強
く
な
り
、
危
険
だ
か
ら
で
す
。

そ
の
話
を
聞
い
た
私
は
、

と
こ
ろ
で
、

ル
ス
は
、

マ
イ
ケ
ル
が
帰
国
し
た
後
、

一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
た
画
家
、

ワ
1
ト
・
マ
ス
コ
ウ
イ
ツ
ツ
に
頼
ん
で
パ
プ
ル
ス
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
も
ら
い
、

そ
れ
を
受
け
取
っ
た
マ
イ
ケ
ル
か
ら

ス
チ
ユ

マ
イ
ケ
ル
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
後
日
、

「
あ
り
が
と
う
。

パ
プ
ル
ス
そ

つ
く
り
だ
よ
」

と
い
う
、

お
礼
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。
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数
年
後
、
パ
プ
ル
ス
は
調
教
師
が
経
営
す
る
動
物
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
引
き
取
ら
れ
て
い
き
ま
し

た
。
今
も
パ
プ
ル
ス
は
健
在
で
す
。
お
歳
に
な
っ
た
彼
は
、
動
物
の
老
人
ホ

l
ム
で
あ
る
、

ダ
の
類
人
猿
セ
ン
タ
ー
で
、
元
気
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

フ
ロ
リ

声
が
出
な
く
な
っ
た
マ
イ
ケ
ル
｜
｜
Y
医
師
の
治
療

1
9
8
7年
の
初
来
日
公
演
は
、
後
楽
園
球
場
と
阪
急
西
宮
球
場
、
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
、
そ
し
て

大
阪
球
場
で
行
わ
れ
た
の
で
す
が
、
叩
月
3
日
、
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
公
演
初
日
終
了
後
に
、
マ

イ
ケ
ル
が
身
体
の
だ
る
さ
を
訴
え
、
声
が
急
激
に
し
わ
が
れ
る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
こ
り
ま
し

た
。
翌
4
日
に
行
わ
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
の
出
来
は
、
マ
イ
ケ
ル
に
と
っ
て
は
不
本
意
な
も
の
だ

っ
た

ら
し
く
、
彼
は
泊
ま
っ
て
い
た
キ
ャ
ピ
ト
ル
東
急
ホ
テ
ル
の
部
屋
で
、
何
度
も
「
ベ
ス
ト
の
シ
ョ
ー

を
見
せ
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
」

2 

マイケルが愛した日本人たち

「
フ
ァ
ン
に
申
し
訳
な
い
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

で
す
が
、

ま
っ
た
く
効
き
ま
せ
ん
。

ツ
ア
l
に
同
行
し
て
い
た
ド
ク
タ
ー
が
、

マ
イ
ケ
ル
の
首
に
ビ
タ
ミ
ン

B
U
の
注
射
を
う
っ
た
の

し
か
し

1
週
間
後
に
は
、
大
阪
の
西
宮
球
場
で
の
公
演
が
控
え

て
い
ま
す
。
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一一
そ
こ
で
私
は
、
内
科
の
お
医
者
さ
ん
で
、
東
洋
医
学
に
も
精
通
し
て
お
り
、
英
語
も
堪
能
な
Y
医

師
に
相
談
し
ま
し
た
。

Y
医
師
ご
一
家
と
は
以
前
、
ご
近
所
同
士
で
し
た
。
子
ど
も
の
年
が
近
か
っ

た
た
め
、
公
園
な
ど
で
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が
多
く
、
家
族
ぐ
る
み
で
親
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
た
の
で
す
。

Y
医
師
か
ら
の
お
返
事
は
「
ま
ず
は
声
楽
家
な
ど
を
診
察
し
て
い
る
、
耳
鼻
咽
喉
科
の
医
師
に
診

て
も
ら

っ
て
は
い
か
が
で
す
か
？
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
た
だ
「
私
に
も
、
多
少
は
漢
方
や
舗
な

ど
の
領
域
か
ら
、
お
手
伝
い
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
マ
イ

ケ
ル
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
「
ぜ
ひ
東
洋
医
学
を
試
し
て
み
た
い
」
「
漢
方
や
鋪
を
や
っ
て
み
た
い
」
と、

非
常
に
興
味
を
示
し
た
の
で
す
。

そ
こ
で
私
は

Y
医
師
に
お
願
い
し
て
、
日
月
5
日
の
夜
に
、
ホ
テ
ル
へ
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ

の
時
、

Y
医
師
は
若
い
女
性
の
看
護
師
さ
ん
を
連
れ
て
き
て
い
た
の
で
す
が
、
人
一
倍
シ
ャ
イ
な
マ

イ
ケ
ル
は
、
彼
女
を
見
る
な
り
、
一

E
寝
室
へ
引
き
返
し
、
わ
ざ
わ
ざ
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
て
出
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
「
悪
い
け
ど
、
診
察
中
は
、
ド
ク
タ
ー
と
僕
と
二
人
き
り
に
し
て
も
ら
え
る
？
」

と
、
さ
さ
や
く
よ
う
に
言
い
ま
し
た
。
こ
の
日
の
診
察
は
2
時
間
に
及
び
、
看
護
師
さ
ん
と
私
は
そ

8Z 
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マイケノレ ・ジャクソンの思い出

Memories of Michael Jackson 

の
問
、

リ
ビ
ン
グ
の
ソ
フ
ァ
に
座
っ
て
待
っ
て
い
ま
し
た
。

診
察
に
そ
れ
だ
け
時
間
が
か
か
っ
た
の
は
、

マ
イ
ケ
ル
か
ら
Y
医
師
に

「鋪
を
し
て
ほ
し
い
」

い
う
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

Y
医
師
の
鋪
治
療
は
、
全
身
の
ツ
ボ
約
叩
カ
所
に
、
直
径
0
・M
ミ
リ
の
細
い
鋪
を
軽
く
刺
し
、

経
絡
の
バ
ラ
ン
ス
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
正
し
い
状
態
に
戻
す
と
い
う
も
の
で
し
た
。
さ
ら
に
Y
医
師

き
ゅ
う

は
、
お
灸
を
施
し
、
漢
方
薬
も
処
方
し
て
く
れ
ま
し
た
。
好
奇
心
旺
盛
な
マ
イ
ケ
ル
は
、
生
ま
れ
て

初
め
て
見
る
鋪
や
お
灸
に
興
味
津
々
で
、

Y
医
師
の

一
つ
ひ
と
つ
の
動
作
や
診
察
鞄
の
中
身
に
つ
い

い
ち
い
ち
「
こ
れ
は
何
？
」
「
ど
う
い
う
働
き
が
あ
る
の
？
」
「
何
故
そ
う
す
る
の
？
」
と
質
問

て、攻
め
に
し
た
そ
う
で
す
。

一
方
、
Y
医
師
は
Y
医
師
で
、

と
に
驚
き
、
何
も
な
い
寝
室
の
壁
に
、
何
故
か
パ
プ
ル
ス
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
だ
け
が
か
か
っ
て
い
た
こ

マ
イ
ケ
ル
が

B
G
M
と
し
て
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
聴
い
て
い
た
こ

と
を
、

ほ
ほ
え
ま
し
く
思
っ
た
の
で
し
た
。

鋪
治
療
の
翌
日
の
叩
月
6
日
に
は
、

マ
イ
ケ
ル
の
健
康
状
態
は
か
な
り
回
復
し
ま
し
た
。

マ
イ
ケ と

84 



「
も
う
一
度
Y
先
生
の
治
療
を
受
け
た
い
」
と
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
っ
た
た
め
、

再
度
Y
医
師
の
診
察
を
受
け
た
の
で
す
が
、
疲
弊
し
き
っ
て
い
た
身
体
は
か
な
り
回
復
し
、
経
絡
の

バ
ラ
ン
ス
も
見
違
え
る
ほ
ど
良
く
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
マ
イ
ケ
ル
が
ア
メ
リ
カ
に
帰
っ

て
か
ら
も
一
度
、
「
漢
方
薬
を
処
方
し
て
送
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

ル
か
ら
、

こ
の
日

2 

マイケノレが愛 した日本人た ち

Y
医
師
に
よ
る
と
、
マ
イ
ケ
ル
は
治
療
中
も
サ
ー
ビ
ス
精
神
旺
盛
で
、
「
奥
さ
ん
は
い
る
の
？
」

と
尋
ね
て
は
、
持
参
し
た
ペ
プ
シ
の
カ

1
ド
一
枚
一
枚
に
サ
イ
ン
を
書
き
、
プ
レ
ゼ

子
さ
ん
は
？
」

ン
ト
し
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、

Y
医
師
の
奥
さ
ん
が

E
B」
の
レ
コ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る

と
知
る
と
、

「
今
で
は
手
に
入
り
に
く
い
ん
だ
よ
ね
。
サ
イ
ン
す
る
か
ら
持
っ
て
き
て
」
と
言
っ
て
、

そ
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
も
、

や
は
り
サ
イ
ン
を
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

な
お
、

Y
医
師
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
、
ポ
ラ
ロ
イ
ド
で
撮
影
さ
れ
た
マ
イ
ケ
ル
と
Y
医
師
の
写
真

マ
イ
ケ
ル
が
自
分
で
ポ
ラ
ロ
イ
ド
を
構
え
、
「
写
真
を
撮
り
ま
し
ょ
う
。
ク

と
、
サ
イ
ン
を
し
な
が
ら
言
っ
た
そ
う
で
す
。

が
飾
つ
で
あ
り
ま
す
。

リ
ニ
ッ
ク
に
飾
っ
て
も
い
い
で
す
よ
」

Y
医
師
の
患
者
さ
ん
で
、

「
写
真
を
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
飾
っ
て
も
い
い
」
と
自
ら
言
っ
た
の
は
、

「お

85 
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マイケノレ・ジャクソンの思い出

M引nories。fMic!叩 elJacks。n

1_ 
イ
ケ
ル
だ
け
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
私
が
知
る
か
ぎ
り
、

出
す
の
も
、
非
常
に
珍
し
い
こ
と
で
す
。

で
し
ょ
う
。

マ
イ
ケ
ル
が
自
分
か
ら
そ
ん
な
こ
と
を
言
い

よ
ほ
ど
Y
医
師
の
治
療
が
気
に
入
り
、
感
謝
し
て
い
た
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
ら
け
の
ダ
イ

ニ
ン
グ
ル

l
ム

め
い

鈴
木
さ
ん
は
、
ピ
ル

・
プ
レ
イ
の
許
可
を
得
て
、

9
歳
の
姪
を
マ
イ
ケ
ル
に
会
わ
せ
た
こ

と
が
あ
る
そ
う
で
す
。
彼
女
か
ら
、
不
二
家
の
ペ
コ
ち
ゃ
ん
の
絵
が
つ
い
た
赤
い
小
さ
な
プ
ラ
ス
チ

3
日
間
ほ
ど
、
外
出
す
る
時
に
は
必
ず
そ
れ
を
持

一
度、

ツ
ク
の
鞄
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
マ
イ
ケ
ル
は
、

ち
歩
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
姿
が
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ

ー
ス
に
も
流
れ
、
鈴
木
さ
ん
の
姪
は
大
喜
び
し
て

い
た
そ
う
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
が
泊
ま
っ
て
い
た
ス
イ
l
ト
の
広
い
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル

1
ム
は
、

ン
ト
で
常
に
い
っ
ぱ
い
で
、
足
の
踏
み
場
も
な
い
ほ
ど
で
し
た
。
し
か
し
マ
イ
ケ
ル
は
、

フ
ァ
ン
か
ら
の
プ
レ
ゼ

そ
れ
ら
を

一
つ
ひ
と
つ
開
封
し
て
は
、
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た

マ
イ
ケ
ル
が
帰
国
し
て
か
ら
も
、

こ
ん
ぼ
う

が
ホ
テ
ル
に
残
り
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
丁
寧
に
相
包
し
直
し
て
、
す
べ
て
ア
メ
リ
カ
の
マ
イ
ケ
ル
の
自

ス
タ
ッ
フ

B五
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マイケルが愛した日本人たち

宅
へ
送
っ
て
い
ま
し
た
。

一方、

マ
イ
ケ
ル
の
部
屋
が
、

マ
イ
ケ
ル
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

1
9
8
8
年
の
マ
イ
ケ
ル
の
来
日
公
演
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
ま
た
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

ク
リ
ス
マ
ス
は
家
族
だ
け
で
祝
う
習
慣
が
あ
り
、
家
族
の
た
め
の
休
暇
で
も
あ
り
ま
す
。

マ
イ
ケ
ル
の
部
屋
へ
行
く
と
、
当
時
高
価
だ
っ
た
ソ
ニ

l
の
ハ
ン
デ
ィ
カ
ム
が
、
ず
ら

で
は
、あ

る
日
、

り
と

2
0
0
個
ほ
ど
並
ん
で
い
ま
し
た
。
「
こ
れ
、

ど
う
し
た
の
？
」
と
訊
く
と
、

「
み
ん
な
へ
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
だ
よ
」
と
答
え
る
の
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
は
、

ツ
ア
ー
で
家
に
帰
れ
な
い
出
演
者
と
ス
タ
ッ
フ
全
員
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
っ
た
の
で
す
！

さ
ら
に
マ
イ
ケ
ル
は
彼
ら
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
く
過
ご
す
た
め
の
パ
ー
テ
ィ
ー
代
ま
で
用
意

し
て
い
ま
し
た
。
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マイケノレ ・ジャクソンの思い出

Memories of Michael Jackson 

マ
イ
ケ
ル
と

「
セ
ガ
」

＊ 

＊ 

＊ 

「
僕
は
セ
ガ
の
ゲ

l
ム
が
好
き
だ
か
ら
、

』
こ
へ
来
た
ん
だ
」
｜
｜
鈴
木
久
司
さ
ん
と
の
出
会
い

初
来
日
の
際
、

お
も
ち
ゃ
と
グ
l
ム
が
大
好
き
な
マ
イ
ケ
ル
が
行
き
た
が
っ
た
場
所
の
一
つ
が
、

セ
ガ
の
本
社
ピ
ル
で
し
た
。

1
9
8
0年
代
後
半
か
ら
卯
年
代
前
半
に
か
け
て
、
動
く
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
l
ム
が
全
盛
期
を
迎
え

て
い
ま
し
た
。
セ
ガ
は
次
々
に
新
し
い
ゲ
l
ム
を
開
発
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
で
も
「
今
ま
で
想
像

で
き
な
か
っ
た
よ
う
な
、
新
し
い
こ
と
を
や
る
、
か
っ
こ
い
い
会
社
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ

ゲ
ー
ム
メ
ー
カ
ー
、

し
ょ
A
ノ
。

マ
イ
ケ
ル
は
強
く
惹
か
れ
て
い
た
の
で

さ
っ
そ
く
ア
ポ
イ
ン
ト
を
と
り
、
訪
問
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
に
応
対
し
て
く
れ
た
の

セ
ガ
の
常
務
取
締
役
で
あ
り
、
開
発
部
門
の
責

た
よ
う
で
す
。

そ
ん
な
セ
ガ
の
ク
リ
エ
イ
テ
イ
ピ
テ
イ
に
、

が
、
鈴
木
久
司
さ
ん
で
し
た
。
鈴
木
さ
ん
は
当
時
、

任
者
で
も
あ
り
ま
し
た
。
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マイケル・ジャクソンの，思い出

Memories of Michael Jackson 

f_ 

鈴
木
さ
ん
は
、

「
僕
は
セ
ガ
の
ゲ
l
ム
が
好
き
だ
か
ら
、
こ
こ
へ
来
た
ん
だ
」
と
挨
拶
し
た

マ
イ

「
僕
は
、
君
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
知
っ
て
い
た
け
ど
、
君
の
音
楽
を
聴
い
た
こ
と
が
な
か

っ
た
。
今
日
、
初
め
て
聴
い
て
み
た
け
ど
、
な
か
な
か
い
い
ね
」
と
、
さ
ら
り
と
言
つ
て
の
け
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
れ
か
ら
も
し
ば
し
ば

ケ
ル
に
、

「
特
に
フ
ァ
ン
じ
ゃ
な
い
か
ら
、
サ
イ
ン
な
ん
か
要
ら
な
い
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
に
接
し
て
く
れ
る
人
が
、
周
り
に
い
な
か
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

マ
イ
ケ
ル
と
鈴
木
さ
ん
は
す
っ
か
り
打
ち
解
け
、
良
き
話
し
相
手
に
な

っ
た
の
で
し
た
。

な
お
鈴
木
さ
ん
は
、
後
に
マ
イ
ケ
ル
か
ら
サ
イ
ン
入
り
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
の

で
す
が
、
「
自
分
だ
け
の
も
の
に
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
自
宅
に
は
持
ち
帰

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
、
鈴
木
さ
ん
が
退
職
し
た
今
も
、

セ
ガ
の
本
社
ピ
ル
に
保

管
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
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最
先
端
技
術
に
大
興
奮

初
め
て
セ
ガ
を
訪
れ
た
日
、
鈴
木
さ
ん
は
、
社
外
の
人
聞
が
本
来
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
開

発
室
に
マ
イ
ケ
ル
や
私
た
ち
を
案
内
し
、
開
発
中
の
ゲ
l
ム
に
つ
い
て
、
丁
寧
に
説
明
し
て
く
れ
ま

し
た
。

z 
マイケノレが愛した日本人たち

マ
イ
ケ
ル
は
特
に
、
「
ア
ウ
ト
ラ
ン
」
と
い
う
ゲ
l
ム
に
興
味
を
ひ
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は

「世

ス
ポ
ー
ツ
カ
l
に
乗
っ
て
走
り
回
る
」
と
い
う
内
容
で
、

B
G
M

界
中
の
き
れ
い
な
景
色
の
中
を
、

が
3
曲
入
っ
て
お
り
、
好
き
な
も
の
を
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
B
G
M
が
す
っ
か
り
気
に
入
っ
た
マ
イ
ケ
ル
は
、
す
ぐ
に
メ
ロ
デ
ィ
を
覚
え
て
口
ず
さ
み
、

「
セ
ガ
の
サ
ウ
ン
ド

「
誰
が
こ
の
曲
を
作
っ
た
の
？
」
と
鈴
木
さ
ん
に
尋
ね
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
が

と
答
え
る
と
、
「
こ
れ
は
素
晴
ら
し
い
曲
だ
。
ぜ
ひ
そ
の
ス
タ
ッ
フ
に
会
わ
せ
て

ス
タ
ッ
フ
だ
よ
」

ほ
し
い
」
と
言
う
の
で
す
。

サ
ウ
ン
ド
ル
l
ム
に
案
内
さ
れ
た
マ
イ
ケ
ル
は
、
今
度
は
普
段
使
っ
て
い
る
ス
タ
ジ
オ
と
の
違
い

「
こ
う
い
う
ス
タ
ジ
オ
も
あ
る
の
か
」
と
非
常
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

に
興
味
を
ひ
か
れ
た
ら
し
く
、
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マイケノレ ・ジャクソンの思い出

T巴 Memoriesof Michael fa巾 on

一一 一
セ
ガ
の
サ
ウ
ン
ド
ル

l
ム
に
は
楽
器
は
一
つ
も
な
く
、

み
ん
な
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
し
た
ま
ま
コ
ン
ピ
ユ

ー
タ
1
に
向
か
っ
て
、

黙
々
と
入
力
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
状
況
で
音
楽
を
作
る
な
ん
て
、

彼
に
は
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

セ
ガ
本
社
を
訪
れ
た
マ
イ
ケ
ル
は
、
商
品
化
さ
れ
た
ゲ
1
ム
の
は
る
か
先
を
行
く
、
映
像
な
ど
の

先
端
技
術
を
見
て
は
「
僕
は
ゲ

1
ム
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た
け
ど
、
今
、
技
術

は
こ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
」
と
驚
い

て
い
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
は
口
癖
の
よ
う
に
「
サ
ム
シ
ン
グ
・
ニ
ュ

ー
が
必
要
だ
」
「
常
に
新
し
い
こ
と
を
や
っ
て
、

フ
ァ
ン
を
喜
ば
せ
た
い
」

「
人
と
同
じ
こ
と
は
し
た
く
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
マ
イ

ケ
ル
に
と
っ
て
、

セ
ガ
は
、

宝
の
山
の
よ
う
に
思
え
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
か
ら
は
来
日
の
度
に
、

必
ず
一
度
は
セ
ガ
へ
足
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

な
お
セ
ガ
は
、

1
9
9
0年
に
、
マ
イ
ケ
ル
と
の
初
コ
ラ
ボ
レ

l
シ
ヨ
ン
作
品
「
ム

1
ン
ウ
ォ
ー

の
ア
ー
ケ
ー
ド
グ
1
ム
版
と
メ
ガ
ド
ラ
イ
ブ
版
（
家
庭
用
ゲ
l
ム
）
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の

時
、
鈴
木
さ
ん
は
担
当
者
に

「覚
悟
し
ろ
よ
。
た
だ
ラ
イ
セ
ン
ス
を
も
ら
っ
て
、
マ
イ
ケ
ル
の
名
前

を
使

っ
て
、
あ
り
き
た
り
な
ゲ
ー
ム
を
作
っ
た

っ
て
、
彼
は
納
得
し
な
い
か
ら
。
彼
は
絶
対
、

『グ

カ
l
」
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マイケノレ・ジャクソンの思い出

Memo円esof Michael Jackson 

ー
ム
の
中
に
、
今
ま
で
の
ゲ
1
ム
に
な
い
要
素
が
入
っ
て
い
る
か
ど
う
か
』
に
こ
だ
わ
る
か
ら
」
と

言
っ
た
そ
う
で
す
。

「
僕
は
ギ
ャ
ラ
は
要
ら
な
い
よ
」

1
9
9
2年
ロ
月
、

ツ
ア
l
で
来
日
し
た
際
も
、

マ
イ
ケ
ル
と
私
た
ち
は
、

セ
ガ
の
本
社
ビ
ル
を
訪
れ
、
新
し
い
ゲ
1
ム
を
い
く
つ
か
体
験
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

特
に
マ
イ
ケ
ル
が
興
味
を
示
し
た
の
が
、

「
ロ
〉
Z
の
開
問

O
C∞」

モ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ
ド

・
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
l

「〉∞’
H

」

し
た
。〉

∞
山
は
、

ロ
ケ
ッ
ト
の
よ
う
な
形
を
し
た
8
人
乗
り
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
、
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト

の
中
に
入
る
と
目
の
前
の
画
面
が
動
き
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
も
揺
れ
る
た
め
、
実
際

に
移
動
し
て
い
る
よ
う
な
気
分
に
な
る
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
の
時
〉
∞
ム
に
入
っ
て
い
た
の
は

「
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
・ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
と
い
う
ソ
フ
ト
で
し
た
。

「
宇
宙
空
間
で
押
し
寄
せ
て
く
る
敵
を
銃
で
撃
ち
、

一
番
多
く
倒
せ
た
人
が
、
地
球
に
戻
っ
て
き
た

時
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
れ
る
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
は
操
縦
の
権
利
が
与
え
ら
れ
る
」
と
い
う
内
容
で
、

で
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パ
イ
ロ
ッ
ト
が
ラ
ン
デ
イ
ン
グ
に
失
敗
す
る
と
、
僅
体
が
ガ
タ
ガ
タ
と
揺
れ
ま
す
。
た
だ
乗
っ
て
い

マ
イ
ケ
ル
の
気
に
入
っ
た
よ
う
で
し
た
。
み
ん
な

で
何
回
か
や
っ
た
の
で
す
が
、
必
ず
マ
イ
ケ
ル
が
一
番
多
く
の
敵
を
倒
し
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
っ
て

る
だ
け
で
は
な
く
、
参
加
型
で
あ
る
と
こ
ろ
が
、

い
ま
し
た
。

帰
国
し
て
か
ら
も
、

マ
イ
ケ
ル
が
熱
心
に
友
人
た
ち
に
勧
め
た
ら
し
く
、
ポ
ー
ル

・
マ
ッ
カ

l
ト

? 

マイケルが愛した日本人たち

と
連
絡
が
あ
り
ま

ニ
ー
を
は
じ
め
、
何
人
も
の
エ
ン
タ
テ
イ
ナ
ー
た
ち
か
ら
〉
∞
－
H

に
乗
り
た
い
、

し
た
。
私
は
そ
の
度
に
セ
ガ
に
連
絡
し
、

ア
テ
ン
ド
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

1
9
9
3年
3
月
2
日
、
私
の
事
務
所
に
、

マ
イ
ケ
ル
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。

「〉
∞
山
は
、
今
ま
で
の
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

l
ム
の
中
で
、

ベ
ス
ト

電
話
の
向
こ
う
で
マ
イ
ケ
ル
は

だ
と
思
う
。
僕
は
ぜ
ひ
、
あ
の
グ

l
ム
を
成
功
さ
せ
た
い
」

「
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
ス
ピ
ー
ド
の
コ
ン
ト

よ
り
深
く
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
て
完
壁
な
の
に
」
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
〉
∞
山
に
触
発
さ
れ
て
、
新
し
い
ゲ

l
ム
の
構
想
も
浮
か
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

「3
6
0度
の
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
の
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

l
ム
が
作
り
た
い
」

ロ
ー
ル
も
で
き
た
ら
、

「
3
D
サ
ウ

ン
ド
で
、
場
面
に
合
わ
せ
て
座
席
が
動
く
よ
う
に
し
た
い
な
」
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i一一
「
暴
力
的
な
も
の
じ
ゃ
な
く
、
楽
し
く
学
べ
る
ゲ
l
ム
に
し
よ
う
」

「
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
も
の
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
、
移
動
す
る
時
代
や
地
域
が
選

ベ
て
、

そ
の
時
代
を
生
き
て
い
る
よ
う
な
体
験
が
で
き
る
ゲ
1
ム
が
い
い
」

「
た
だ
歴
史
の
勉
強
を
す
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
火
山
が
爆
発
し
た
り
嵐
が
き
た
り
恐
竜
が
出
て
き
た

り
、
そ
う
い
っ
た
エ
キ
サ
イ
ト
メ
ン
ト
も
入
れ
な
い
と
」

「
セ
ラ
ピ

l
効
果
も
ほ
し
い
な
あ
」

電
話
の
向
こ
う
の
マ
イ
ケ
ル
か
ら
次
々
に
飛
び
出
す
ア
イ
デ
ア
を
、

必
死
で
メ
モ
を
と
っ
た
も
の
で
し
た
。

セ
ガ
に
伝
え
る
た
め
、
私
は

〉
∞
ム
に
関
す
る
マ
イ
ケ
ル
か
ら
の
提
案
の
中
に
は

「
お
客
さ
ん
が
よ
り
〉∞
H

を
楽
し
め
る
よ
う
、

各
グ

1
ム
の
最
初
に
、

ナ
ピ
ゲ
l
タ
ー
に
よ
る
ス
ト
ー
リ
ー
な
ど
の
解
説
映
像
を
入
れ
た
ほ
う
が
い

い
」
「
そ
の
ナ
ビ
ゲ

1
タ
l
役
を
、
ぜ
ひ
自
分
が
や
り
た
い
」
と
い
う
驚
く
べ
き
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

私
は
さ
っ
そ
く
セ
ガ
に
伝
え
た
の
で
す
が
、
セ
ガ
内
部
で
は
当
然
、
「
マ
イ
ケ
ル
に
頼
ん
だ
ら
、

相
当
高
額
な
ギ
ャ
ラ
が
発
生
す
る
は
ず
だ
。
不
可
能
に
近
い
」
と
い
う
声
が
上
が
っ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
そ
れ
に
対
し
、

マ
イ
ケ
ル
は
自
ら

「
僕
は
ギ
ャ
ラ
は
要
ら
な
い
よ
。
撮
影
に
必
要
な
実
費
だ
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け
負
担
し
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
か
ら
」

請
求
し
た
の
は
、

マ
イ
ケ
ル
サ
イ
ド
が
セ
ガ
に

け
で
し
た
。

と
表
明
し
た
の
で
す
。
実
際
、

ス
タ
ジ
オ
代
や
照
明
代
、
撮
影
ス
タ
ッ
フ
の
賃
金
等
の
コ
ス
ト
、
約
5
万
ド
ル
だ

「
キ
ャ
プ
テ
ン

E
O
」
に
出
演
し
た
時
に
は
、

ち
な
み
に
マ
イ
ケ
ル
が

ギ
ャ
ラ
を
含
め

7
0
0
0
万
ド
ル
も
の
コ
ス
ト
が
か
か
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
う
し
て
マ
イ
ケ
ル
は
、

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル

・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
と
「
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス

2
1
5
4
」
、

2 

マイケノレが愛した日本人たち

1
9
9
3年
2
月
下
旬
に
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス

2
1
5
4
の
撮
影
に
は
私
も
同
行
し
た
の
で
す
が
、
待
ち
時
間
が
多
か
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
イ
ケ
ル
は
文
句
を
言
う
こ
と
も
な
く
、
じ
っ
と
待
っ
て
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く

「
自
分
が
や
り
た
い
と
言
い
出
し
た
こ
と
を
、
み
ん
な
が
一
生
懸
命
形
に
し
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
」

と
思
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
気
持
ち
が
伝
わ

っ
た
せ
い
か
、

二
つ
の
ソ
フ
ト
の
映
像
に
出
演
す
る
こ
と
に
な
り
、

ス
タ
ッ
フ
も
「
マ
イ
ケ
ル
を
あ

ま
り
待
た
せ
な
い
よ
う
に
、
段
取
り
よ
く
進
め
よ
う
」
と
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
世
界
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
l
、
マ
イ
ケ
ル

・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
出
演
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
鈴
木
さ
ん
が
特
に
そ
れ
を
、
宣
伝
に
利
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
内
心

「も

っ
と
宣
伝
す
れ
ば
い
い
の
に
」
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
鈴
木
さ
ん
に
は
「
世
界
一
の
ゲ
l
ム
を

ヲr
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作
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
そ
れ
で
十
分
だ
」
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
鈴
木
さ
ん
が
そ
う
い
っ
た
人
だ
か
ら
こ
そ
、

マ
イ
ケ
ル
と
共
感
し
あ
え
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

今
、
明
か
さ
れ
る
真
実
｜
｜
荷
宮
尚
樹
さ
ん
た
ち
の
奮
闘

や
は
り
1
9
9
3年
の
こ
と
で
す
が
、
マ
イ
ケ
ル
は
、
グ
l
ム
音
楽
の
作
曲
も
手
が
け
て
い
ま
す
。

あ
る
時
、
鈴
木
さ
ん
が
マ
イ
ケ
ル
と
ゲ
l
ム
に
つ
い
て
話
す
な
か
で
、
「
今
、
企
画
中
の
ア
ド
ベ

そ
れ
ぞ
れ
に
音
楽
が
入
る
ん
だ
。

ン
チ
ャ

l
ゲ
1
ム
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
シ

l
ン
が
あ
っ
て
、

てr

イ

ケ
ル
、

そ
の
音
楽
を
作
っ
て
み
る
？
」
と
尋
ね
ま
し
た
。

こ
こ
で
も
鈴
木
さ
ん
は
、
「
君
が
や
り
た
い
な
ら
、
作
ら
せ
て
あ
げ
る
よ
」
と
い
う
姿
勢
を
貫
い

て
い
た
の
で
す
が
、
そ
ば
で
聞
い
て
い
た
私
は
、
彼
は
一
体
、
何
を
言
い
出
す
の
か
し
ら
と
驚
き
ま

し
か
し
、
も
っ
と
驚
い
た
こ
と
に
、
マ
イ
ケ
ル
は
「
や
っ
て
み
た
い
」
と
答
え
た
の
で
す
。

「
開
発
に
費
用
が
か
か
る
か
ら
、
あ
な
た
に
と
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
な
ら
な
い
よ
。

し
た
。鈴

木
さ
ん
が

た
だ
、
も
し
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
成
功
し
た
ら
、
何
ら
か
の
形
で
君
に
報
い
る
よ
」

と
話
し
た
と
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マイケノレ・ ジャクソンの思い出

強 Memoriesof Michael Jackson 

－一一
こ
ろ
、

マ
イ
ケ
ル
は
こ
う
言
い
ま
し
た
。
「
僕
に
は
何
も
し
て
く
れ
な
く
て
い
い
よ
。
僕
は
や
り
た

く
て
や
る
ん
だ
か
ら
。
そ
の
代
わ
り
、
も
し
そ
の
ゲ
l
ム
が
ヒ
ッ
ト
し
て
利
益
が
出
た
ら
、
そ
の
中

の
何
パ
ー
セ
ン
ト
で
も
い
い
か
ら
、
僕
の
名
前
で
、
世
の
中
の
貧
し
い
子
ど
も
た
ち
に
寄
付
を
し
て

ほ
し
い
」
。

な
お
、
鈴
木
さ
ん
は
マ
イ
ケ
ル
に
「
こ
の
グ
l
ム
シ
リ
ー
ズ
は
す
ご
い
ん
だ
ぞ
。

6
0
0
万
枚
く

ら
い
売
れ
る
ん
だ
か
ら
な
」
と
も
言
っ
た
の
で
す
が
、
普
段
は
あ
ま
り
自
慢
め
い
た
こ
と
は
口
に
し

な
い
マ
イ
ケ
ル
が
、

こ
の
時
ば
か
り
は

は、

7
0
0
0
万
枚
売
れ
た
よ
」
と、

は
ア
ル
バ
ム
売
上
げ
の
世
界
記
録
を
更
新
し

「
僕
の
司

E
－r円

』

小
声
で
肱
い
て
い
ま
し
た
（
ち
な
み
に
、

「
叶
町
江
口
巾H
J」

て
い
ま
す
）
。

マ
イ
ケ
ル
に
作
曲
を
頼
む
こ
と
が
決
定
す
る
と
、
鈴
木
さ
ん
は
ま
ず
、
グ
1
ム
の
シ

i
ン
を
言
葉

で
説
明
し
ま
し
た
。
し
か
し
マ
イ
ケ
ル
は
「
想
像
が
つ
か
な
い
」
と
言
う
ば
か
り
。
そ
こ
で
、
絵
コ

ン
テ
に
よ
る
説
明
に
切
り
替
え
た
途
端
、

じ
め
た
の
が
、
傍
で
見
て
い
て
も
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
は
つ
く
づ
く
「
彼
の
想
像
力
を

か
き
た
て
る
に
は
、
言
葉
で
は
な
く
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
じ
ゃ
な
き
ゃ
だ
め
な
ん
だ
な
」
と
思
っ
た
そ
う

マ
イ
ケ
ル
の
中
に
、
す
ご
い
勢
い
で
イ
メ
ー
ジ
が
わ
き
は

ー
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マイケノレが愛した 日本人たち

で
す
。

マ
イ
ケ
ル
を
訪
ね
て
、
鈴
木
さ
ん
と
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
録
音
ス
タ
ジ
オ
に

行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ス
タ
ジ
オ
の
事
務
所
は
雨
漏
り
が
ひ
ど
く
、
鈴
木
さ
ん
は
マ
イ
ケ

ル
に
「
ど
う
し
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
す
る
ん
だ
？

ち
な
み
に
、
あ
る
時
、

ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
で
も
行
け

と
尋
ね
ま
し
た
。
す
る
と
マ
イ
ケ
ル
は

「確
か
に
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ス
タ
ジ
オ
は
い
い
け
れ
ど
、
音
が
硬
く
な
っ
て
し
ま
う。

こ
こ
の
ほ
う
が
、

音
が
柔

ば
、
も

っ
と
い
い
ス
タ
ジ
オ
は
あ
る
だ
ろ
う
」

ら
か
く
て
い
い
ん
だ
」
と
答
え
た
の
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
の
、
音
へ
の
こ
だ
わ
り
が
垣
間
見
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

実
際
に
音
楽
の
制
作
が
始
ま
る
と
、
鈴
木
さ
ん
は
、

タ
l
や
機
材
と
一
緒
に
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
ホ
テ
ル
に
送
り
込
み
ま
し
た
。

こ
の
時
、
サ
ウ
ン
ド
チ
l
ム
に
同
行
し
た
の
が
、

ひ
さ
き

尚
樹
さ
ん
で
す
。

セ
ガ
の
サ
ウ
ン
ド
チ
l
ム
を
、

コ
ン
ピ
ュ

l

に

み

や

パ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l
、
荷
宮

ち
な
み
に
、
荷
宮
さ
ん
は
〉
∞
ム
の
映
像
撮
影
の
際
も
、

セ
ガ
の
ク
リ
エ
イ
テ
イ
ブ
ス
タ
ッ
フ
と

IOI 
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現
場
の
ス
タ
ッ
フ
と
の
調
整
役
を
し
て
い
ま
し
た
。

ん
が
鈴
木
さ
ん
に
「
マ
イ
ケ
ル
っ
て
ど
ん
な
人
な
ん
で
す
か
？
」

マ
イ
ケ
ル
と
の
仕
事
が
決
ま
っ
た
時
、
荷
宮
さ

と
尋
ね
る
と
、
鈴
木
さ
ん
は

い
ヤ
ツ
。

い
い
ヤ
ツ
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
よ
」
と
答
え
た
そ
う
で
す
。

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
着
い
た
荷
宮
さ
ん
た
ち
を
待
っ
て
い
た
の
は
、

録
音
さ
れ
た
原
音
を
、
夜
、
ゲ
ー
ム
用
音
楽
に
変
換
し
、
翌
日
、
そ
れ
を
ス
タ
ジ
オ
に
持
っ
て
い
っ

て
マ
イ
ケ
ル
た
ち
に
聴
か
せ
、
感
想
や
修
正
の
要
望
な
ど
を
も
ら
っ
て
帰
る
」
と
い
う
繰
り
返
し
の

日
々
で
し
た
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
滞
在
中
の
や
り
と
り
は
も
っ
ぱ
ら
、
マ
イ
ケ
ル
の
音
楽
監
督
で
あ
る

ブ
ラ
ッ
ド

・
パ
ク
サ
！
と
の
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
荷
宮
さ
ん
た
ち
は
一
度
、
ブ
ラ
ッ
ド
か
ら
「
マ
イ
ケ
ル
の
作
曲
現
場
を
見
せ
て
あ
げ
る
よ
」

と
言
わ
れ
、
ス
タ
ジ
オ
を
見
学
し
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
は
、

さ
て
、

「
昼
間
に
ス
タ
ジ
オ
で

「
マ
イ
ケ
ル
が
音
楽
的

な
ア
イ
デ
ア
や
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
ブ
ラ
ッ
ド
に
伝
え
、
」
ブ
ラ
ッ
ド
が
キ
ー
ボ
ー
ド
で

コ
ー
ド
（
和
音
）
弾
き
、
楽
譜
に
す
る
」
と
い
う
形
で
、
作
曲
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。

ブ
ラ
ッ
ド
に
、
全
幅
の
信
頼
を
置
い
て
い
た
よ
う
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
は

「

し、

IOZ 
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「代
わ
り
に
新
し
い
曲
を
作
る
か
ら
」

「
1
週
間
く
ら
い
で
め
ど
が
つ
く
の
で
は
な
い
か
」
と
思
っ
て
い
た
荷
宮
さ
ん
た
ち
で
し

当
初
は

，－
eミ

、

ナ
h

・4μ

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
滞
在
期
間
は
、

原
因
は
、
音
楽
に
対
す
る
、

ど
ん
ど
ん
延
び
て
い
き
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
た
ち
の
要
求
の
高
さ
で
す
。

ゲ
ー
ム
は
デ
ジ
タ
ル
で
す
か
ら
、

－
秒
に
数
十
コ
マ
の
間
隔
で
、

正
確
に
ビ

1
ト
が
刻
ま
れ
て
い

き
ま
す
。
そ
の
間
隔
を
少
し
ず
ら
す
こ
と
で
、
グ
ル
l
ヴ
感
が
生
ま
れ
る
の
で
す
が
、

ブ
ラ
ッ
ド
は
、
そ
の
ず
ら
し
方
に
非
常
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

「
こ
こ
に
も
う
少
し
、
た
め
が

ほ
し
い
。
マ
イ
ケ
ル
の
音
楽
に
は
も
っ
と
、
グ
ル
l
ヴ
が
必
要
だ
」

「し
か
し
こ
れ
以
上
感
覚
を
ず

ら
す
と
、
今
度
は
ピ

l
ト
が
ず
れ
て
し
ま
う
」
と
い

っ
た
せ
め
ぎ
あ
い
が
続
き
、
荷
宮
さ
ん
た
ち
は

徐
々
に
「
マ
イ
ケ
ル

・
サ
イ
ド
が
納
得
す
る
ま
で
帰
れ
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た。

マ
イ
ケ
ル
と

ま
た
当
時
は
、

メ
モ
リ
ー
チ
ッ
プ
の
容
量
に
限
界
が
あ
り
、
音
質
の
低
下
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
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初
め
て
グ

l
ム
用
に
変
換
し
た
音
楽
を
聴
い
た
時
、

し
く
、
「
音
質
が
悪
す
ぎ
て
、

マ
イ
ケ
ル
は
非
常
に
が
っ
か
り
し
て
い
た
ら

一
時
は

マ
イ
ケ
ル
の
音
楽
と
し
て
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
ブ
ラ

ッ
ド
に
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

「
マ
イ
ケ
ル
の
フ
ァ
ン
全
員
が
、

ス
一
ア
レ

し
か
し
荷
宮
さ
ん
た
ち
は

オ
で
マ
イ
ケ
ル
の
音
楽
を
聴
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
テ
レ
ビ
で
マ
イ
ケ
ル
の
ビ
デ
オ
ク
リ
ッ
プ

,? 

マイケノレが愛した日本人たち

を
観
、
ラ
ジ
オ
で
マ
イ
ケ
ル
の
曲
を
聴
き
、
そ
れ
で
も
楽
し
ん
で
い
る
フ
ァ
ン
も
い
る
。
グ
l
ム
音

楽
に
は
制
約
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
中
で
マ
イ
ケ
ル
の
ス
ピ
リ
ッ
ツ
が
伝
わ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
」
と
説
得
し
、
最
終
的
に
は
「
テ
レ
ピ
で
聴
く
グ
l
ム
機
の
音
質
と
し
て
は
最
高
の
レ
ベ
ル
」
に

目
標
を
定
め
、
作
業
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
滞
在
し
ま
し
た
。

結
局
、
荷
宮
さ
ん
た
ち
は
、
当
初
の
予
定
よ
り
2
週
間
長
く
、

し
か
し
、
小
さ
な
課
題
が
い
く
つ
か
残
っ
て
い
た
た
め
、
帰
国
後
も
作
業
を
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

そ
し
て

1
9
9
3
年
9
月
上
旬
、
福
岡
ド

1
ム
で
の
公
演
の
た
め
に
来
日
し
た
マ
イ
ケ
ル
に
最
終

の
許
可
を
も
ら
う
べ
く
、
荷
宮
さ
ん
と
セ
ガ
の
サ
ウ
ン
ド
チ
l
ム
は
、
再
び
機
材
を
ひ

っ
さ
げ
て
、

九
州
へ
飛
ん
だ
の
で
す
。
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そ
の
時
の
や
り
と
り
は
、
私
も
そ
ば
で
聞
い
て
い
た
の
で
す
が
、

「
同
じ
シ
リ
ー
ズ
の
、
過
去
の
ゲ
l
ム
の
ほ
う
が
音
が
い
い
の
は
何
故
？
」
と
尋
ね
て
い
ま
し
た
。

「
過
去
の
も
の
よ
り
、
ゲ
l
ム
の
内
容
が
ず
っ
と
面
白
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
分
、

マ
イ
ケ
ル
は
荷
宮
さ
ん
た
ち
に

荷
宮
さ
ん
が

音
楽
に
割
り
当
て
ら
れ
る
メ
モ
リ
ー
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
ん
で
す
」
と
答
え
る
と
、

な
ん
と
、
「
わ
か
っ
た
。
じ
ゃ
あ
、
こ
の
ト
ラ
ッ
ク
は
は
ず
し
て
。
代
わ
り
に
新
し
い
曲
を
作
る
か
ら
」

よ
り
良
く
す
る
た
め
の
工
夫
と
努
力
を
惜

マ
イ
ケ
ル
は

と
言
い
ま
し
た
！

限
界
が
わ
か
っ
て
も
あ
き
ら
め
ず
、

し
ま
な
い
。
そ
れ
が
マ
イ
ケ
ル
な
の
で
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
に
発
売
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
は
ギ
リ
ギ
リ
だ
っ
た
の
で
す

が
、
荷
宮
さ
ん
た
ち
は
何
と
か
、

マ
イ
ケ
ル
が
九
州
に
滞
在
し
て
い
る
間
に
、

O
K
を
も
ら
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

O
K
が
出
た
翌
日
。
マ
イ
ケ
ル
の
好
意
で
、

セ
ガ
の
ス
タ
ッ
フ
は
全
員
、

コ
ン
サ
ー
ト
の

2
日
目
に
招
待
さ
れ
た
の
で
す
。

大
変
な
思
い
を
し
た
荷
宮
さ
ん
た
ち
で
す
が
、

一
度
も
な
く
、
納
得
し
て
仕
事
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

っ
て
く
れ
る
た
め
、
率
直
に
意
見
を
ぶ
つ
け
あ
う
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
し
た
。
ま
た
、

マ
イ
ケ
ル
に
対
し
て
嫌
な
感
情
を
抱
い
た
こ
と
は

マ
イ
ケ
ル
た
ち
が
何
で
も
ス
ト
レ
ー
ト
に
言

マ
イ
ケ
ル

10五
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「
も
う
少
し
良
く
な
ら

は
荷
宮
さ
ん
た
ち
に
対
し
、
常
に
優
し
い
口
調
で
「
も
う
少
し
頑
張
っ
て
」

な
い
？
」
と
お
願
い
す
る
ば
か
り
で
、
「
全
然
ダ
メ
だ
」「
音
楽
を
わ
か

っ
て
い
な
い
」
な
ど
と
不
遜

な
こ
と
を
言
っ
た
り
、
頭
ご
な
し
に
命
令
し
た
り
す
る
こ
と
は
、

一
度
も
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
の
生
い
立
ち
が
関
係
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
の
背
景
に
は
、

マ
イ
ケ
ル
は
荷
宮
さ

い
つ
も
頭
ご
な
し
に
叱
ら
れ
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
た
。
だ
か
ら
僕

み
ん
な
が
プ
ロ
と
し
て
最
高
の
仕
事
を
し
て
く
れ
る
こ

ん
に
「
ジ
ャ
ク
ソ
ン

5
の
頃
、

は
、
そ
ん
な
こ
と
は
し
た
く
な
い
。

，
L

司や『，
L

司、

ナ
J
ナ
J

と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
、

が
得
ら
れ
た
の
も
、
荷
宮
さ

で
あ
る
マ
イ
ケ
ル
と
の
仕
事

「
ど
ん
な
人
と
で
も
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
信
」

ん
に
と
っ
て
は
大
き
な
収
穫
で
し
た
。
「
世
界
一
の
ク
リ
エ
イ
タ
l
」

を
通
し
て
、
荷
宮
さ
ん
は
、

り
高
い
結
果
を
導
き
出
す
」

「
お
互
い
を
プ
ロ
と
し
て
認
め
あ
っ
た
う
え
で
、
意
見
を
闘
わ
せ
、

こ
と
の
大
切
さ
を
、
あ
ら
た
め
て
確
認
し
た
そ
う
で
す
。

「大
丈
夫
？

寒
く
な
い
？
」

日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
す
が
、

マ
イ
ケ
ル
は

1
9
9
7
年
、
短
編
映
画 よ
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phA
 

「。出
O
∞
叶
∞
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
監
督
は
、

特
殊
効
果
と
特
殊
メ
イ
ク
で
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
4
度
受
賞
し
た
、

こ
の
映
画
の
製
作
に
あ
た
り
、

セ
ガ
で
グ
l
ム

「
タ
ー
ミ
ネ
ー
タ
l
」
や
「
エ
イ
リ
ア
ン

2
」
な
ど
、

ス
タ
ン

・
ウ
イ
ン
ス
ト
ン
で
し
た
。

「「の
ZOω
叶∞
』
を
そ
の
ま
ま
、

マ
イ
ケ
ル
か
ら

化
し
て
ほ
し
い
」
と
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

結
局
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
実
現
し
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
荷
宮
さ
ん
と
私
は
一
度
、

の
撮
影
現
場
に
お
邪
魔
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

1
9
9
4
年
叩
月
幻
日

ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
の

「の
Z
O∞
寸

ω」

の
夜
の
こ
と
で
し
た
。

私
た
ち
が
ス
タ
ジ
オ
を
訪
ね
た
時
は
、
リ
ハ
ー
サ
ル
の
最
中
だ
っ
た
の
で
す
が
、
一
人
の
老
紳
士

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
ピ
ル

・
プ
レ
イ
か
ら
「
こ
の
方
が
、
今
回
の
市
長
で
す
」
と
紹
介
さ
れ
た

荷
宮
さ
ん
は
、
て
っ
き
り
市
長
役
の
役
者
さ
ん
だ
と
思
い
、
彼
と
握
手
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
実

は
そ
れ
は
マ
イ
ケ
ル
だ
っ
た
の
で
す
。

「の
Z
O
∞叶∞
」
の
中
で
マ
イ
ケ
ル
は
、
指
揮
者
、
市
長
、

2
種
類
の
ゴ

ー
ス
ト
（
幽
霊
）
と
骸
骨

の
5
役
を
演
じ
て
い
ま
し
た
。
ぽ
か
ん
と
す
る
荷
宮
さ
ん
を
見
て
、

マ
イ
ケ
ル
が
喜
ん
だ
の
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
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ま
た
、
撮
影
の
合
間
に
、

ス
タ
ジ
オ
の

2
階
に
行
き
ま
し
た
。
手、こ

守

』

斗

」

明

、

マ
イ
ケ
ル
と
荷
宮
さ
ん
は
、

ス
タ
ン
・
ウ
イ
ン
ス
ト
ン
が
受
賞
し
た
数
々
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

カ
1
像
を
ど
う
ぞ
！
」

と
言
っ

て、

マ
イ
ケ
ル
が
突
然
「
オ
ス
カ
ー
を
持
っ
た
こ
と
が
あ

と
答
え
た
荷
宮
さ
ん
に
、
マ
イ
ケ
ル
は
「
で
は
、

ト
ロ
フ
ィ
ー
を

一
本
手
渡
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は

荷
宮
さ
ん
が
そ
れ
ら
を
眺
め
て
い
る
と
、

る
？
」
と
尋
ね
て
き
ま
し
た
。
「
ノ

l
！」

オ
ス

「タ
l
ミ
ネ

2 

マイケノレが愛した日本人たち

ー
タ

1
2
」
と
書
か
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

セ
ガ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ
l
ム

「
ス
ペ
ー
ス

さ
ら
に
マ
イ
ケ
ル
は
、

2
0
0
2年
に
発
売
さ
れ
た
、

に
も
出
演
し
て
い
ま
す
。

チ
ャ
ン
ネ
ル

5

パ
ー
ト
2
」

1
9
9
9年
に
発
売
さ
れ
た
「
ス
ペ
ー
ス
チ
ャ
ン
ネ
ル

5
」

そ
の
時
は
十
分
な
準
備
期
聞
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
、

に
出
演
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
し
た
。

に
も
ゲ
ス
ト
的
に
出
て
い
る

実
は
、

の
で
す
が
、

マ
イ
ケ
ル
の
た
っ
て
の
希
望
で、

「パ

l
ト
2
」

ス
ペ
ー
ス
チ
ャ
ン
ネ
ル

5
は
、
宇
宙
の
テ
レ
ビ
局
を
舞
台
と
し
た
ゲ
l
ム
で
、

局
長
の
役
で
す
。
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ヤ
プ
チ
ャ
ー
を
基
に
作
ら
れ
た
映
像
が
使
用
さ
れ
、
ゲ

1
ム
内
に

は
、
マ
イ
ケ
ル
局
長
が
踊
り
を
披
露
す
る
シ

l
ン
も
登
場
し
ま
す
。

マ
イ
ケ
ル
は
そ
の
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l…… 
こ
の
ゲ
l
ム
の
撮
影
は
、

1
9
9
6年
ロ
月
、
セ
ガ
本
社
ピ
ル
の
ス
タ
ジ
オ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

寒
い
時
期
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
機
材
や
人
の
熱
に
よ
り
、

ス
タ
ジ
オ
内
が
す

っ

か
り
暑
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
窓
を
開
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
は
、
音
が
大
き

く
な
い
と
踊
れ
な
い
た
め
、

か
な
り
の
音
量
で
音
楽
を
か
け
て
い
た
の
で
す
が
、

ク
レ
ー
ム
は
特
に

セ
ガ
が
マ
イ
ケ
ル
と
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
が
知
れ
渡
つ

来
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
頃
に
は
、

て
い
た
せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
時
は
完
全
に
お
忍
び
で
来
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
キ
ャ
ピ
ト
ル
東
急
か
ら
つ
い

て
来
た
フ
ァ
ン
の
子
た
ち
が
初
人
く
ら
い
い
て
、
窓
の
下
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
で
も
彼
女
た
ち
に
気
を
遣
い
、
「
大
丈
夫
？

ま
た
、

マ
イ
ケ
ル
は
、

寒
く
な
い
？
」
と
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

は
か
な
く
散
っ
た
夢

マ
イ
ケ
ル
に
は
、
大
き
な
夢
が
あ
り
ま
し
た
。

「テ

1
マ
パ

l
ク
を
作
り
た
い
」
と
い
う
夢
で
す
。

そ
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前
に
も
書
い
た
よ
う
に
、

マ
イ
ケ
ル
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ぶ
と
、
私
の
家
に
電
話
を

か
け
て
き
た
の
で
す
が
、

テ
ー
マ
パ

l
ク
に
つ
い
て
も
、

「
僕
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
を
よ
く
知
っ
て
い
る
け
ど
、
あ
そ
こ
よ
り
も
さ
ら
に
良
い
も
の
を
作
り

た
い
」

「
セ
ガ
と
な
ら
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
行
け
る
気
が
す
る
ん
だ
」

z 
マイケノレが愛した 日本人たち

「
革
命
を
起
こ
し
た
い
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

ザ
！
と
し
て
関
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
ら
し
く
、

セ
ガ
の
事
業
全
般
に
ア
ド
パ
イ

セ
ガ
の
株
を
買
う
こ
と
ま
で
考
え
て
い
た
よ
う

セ
ガ
と
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
単
位
で
仕
事
を
す
る
だ
け
で
な
く
、

で
す
。

士
4
m
hん
、

そ
れ
と
は
別
に
、

マ
イ
ケ
ル
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
よ
る

「テ

l
マ
レ
ス
ト
ラ
ン
」
プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
も
進
ん
で
い
ま
し
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
グ
ル
ー
プ
企
業
、

ホ
テ
ル
・
プ
ロ
パ
テ
ィ

l
ズ
社
（
当
時
、

「
フ
ォ

l
シ
l
ズ

ン
ズ
」
な
ど
凶
の
ホ
テ
ル
や
、

「
プ
ラ
ネ
ッ
ト
ハ
リ
ウ
ッ
ド
」
な
ど
の
ア

「ハ

l
ド
ロ
ッ
ク
カ
フ
ェ
」

Ill 
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ロ
ン
ド
ン
の
ピ
カ
デ
リ
l
サ
ー
カ
ス
に
あ
る
、

ジ
ア
で
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
の
権
利
を
所
有
）
か
ら
、

同
社
所
有
の
店
舗
に
、

「
マ
イ
ケ
ル
の
グ
ツ
ズ
を
置
く
コ
ー
ナ
ー
を
作
り
た
い
」
と
打
診
さ
れ
た
の
が
、

そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
で
し
た
。
同
社
は
さ
ら
に
、
ロ
ン
ド
ン
や
東
京
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
な
ど
に
テ
l

マ
レ
ス
ト
ラ
ン

「
ワ
ー
ル
ド

・
オ
ブ
・
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
」
を
出
店
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
よ

う
で
す
。

そ
こ
で
マ
イ
ケ
ル
が
、

セ
ガ
に
「
一
緒
に
テ
l
マ
レ
ス
ト
ラ
ン
を
作
り
た
い
」
と
提
案
し
た
の
で

す。
マ
イ
ケ
ル
の
ア
イ
デ
ア
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

レ
ス
ト
ラ
ン
は
、

い
く
つ
か
の
個
室
に
分
か
れ
て
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に

「ス
ム
ー
ス
・
ク
リ
ミ
ナ

ノレ
l-ーー

「ピ

l
ト

・
イ
ッ
ト」

「ビ
リ
l
・
ジ

1
ン」

「
ス
ピ
ー
ド
・

デ
ー
モ

ン
」
と
い
っ
た
名
前
が

つ

い
て
お
り
、

B
G
M
が
流
れ
て
い
ま
す
。

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ン
が
あ
り、

メ
ニ
ュ

ー
は
そ
こ
に
映
し
出
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、

オ
ー
ダ
ー
が
終
わ
れ
ば
、
料
理
を
待

っ
て
い
る
聞
に
、
店
内
の
別
の
部
屋
の
人
た
ち

お
土
産
を
買
う
こ
と
も
で
き
ま

と
対
戦
ゲ

l
ム
が
で
き
る
の
で
す
。
ま
た
、

お
店
で
は
も
ち
ろ
ん
、

ffZ 
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さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
、
そ
の
事
業
は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

1
9
9
4年
頃
か
ら
、
徐
々
に
マ
イ
ケ
ル
と
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
億
万
長
者
、
ア
ル

・

ワ
リ

1
ド

・
ピ
ン
・
タ
ラ
l
ル
王
子
と
の
関
係
が
深
ま
っ

て
い
き
、

1
9
9
6年
3
月
に
、

二
人
は

共
同
で
新
会
社
「
キ
ン
グ
ダ
ム

・
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
」
を
立
ち
上
げ
る
と
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の

事
業
内
容
は
、
マ
イ
ケ
ル
が
、
家
族
向
け
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
映
画
、
テ
レ
ビ
番
組
、
そ
し
て
テ
l
マ

し
か
し
、

一方、

パ
ー
ク
と
ホ
テ
ル
を
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
す
る
、

と
い
う
も
の
で
し
た
。

そ
れ
以
来
、

ア
ル

・
ワ
リ
l
ド
・
ビ
ン
・
タ
ラ
l
ル
王
子
サ
イ
ド
の
ガ
l
ド
が
非
常
に
固
く
な
り
、

私
た
ち
は
マ
イ
ケ
ル
に
会
う
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
事
業
も
、
後
に
解
消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
と
王
子
と
の

東
京
ジ
ョ
イ
ポ
リ
ス
を
訪
問

1
9
9
6年
ロ
月
四
日
と

1
9
9
8年
7
月

m日
に
、

内
さ
れ
て
、

マ
イ
ケ
ル
は
、
鈴
木
久
司
さ
ん
た
ち
に
案

セ
ガ
が
運
営
す
る
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
テ
l
マ
パ
ー
ク
「
東
京
ジ
ョ

イ
ポ
リ
ス
」
を
訪

11.J 
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_ _l M二ご
れ
て
い
ま
す
。

「ハ

l
フ
パ
イ
プ
キ
ャ
ニ
オ
ン
」

こ
こ
で
も
マ
イ
ケ
ル
は

な
ど
、
特
に
動
き
の
激
し

い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
両
日
と
も
に
開
館
時
間
中
だ
っ
た
た
め
、

マ
イ
ケ
ル
を
一
目
見
ょ
う
と
お
客
さ
ん
が
集
ま
つ

マ
イ
ケ
ル
は
い
つ
も
の
よ
う
に
気
軽
に
手
を
振
り
、

1
9
9
6年
に
は

3
階
の

「
セ
ガ
ソ
ニ
ツ
ク
＆
テ
イ
ル
ス
」
コ
ー
ナ
ー
の
壁
に
、

1
9
9
8年
に
は

5
階
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
ホ

て
き
た
の
で
す
が
、

ラ
1
ラ
イ
ド
」

の
柱
に
サ
イ
ン
を
残
し
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
実
は
そ
れ
以
外
の
日
の
営
業
時
間
後
に
も
、

も
た
ち
と
と
も
に
、
東
京
ジ
ョ
イ
ポ
リ
ス
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
の
一
回
は
、
当
時
、
私
た
ち
の
会
社
で
働
い
て
い
た
竹
村
美
香
子
さ
ん
も
同
行
し
ま
し

マ
イ
ケ
ル
は
何
度
か
、

ス
タ
ッ
フ
や
子
ど

？こ
彼
女
は
、
子
ど
も
の
頃
は

で
観
る
マ
イ
ケ
ル
の
ダ
ン
ス
に
憧
れ
て
い
た
も
の
の
、

「

M
T
V」

ー
パ

l
ス
タ
ー
と
な
り
、

ス
キ
ャ
ン
、
ダ
ラ
ス
な
ゴ
シ
ッ
プ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
マ
イ
ケ

ル
に
は
、
あ
ま
り
良
い
印
象
を
抱
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
彼
女
に
も
「
回
目

5
4」
ツ
ア

の
V
I
P
チ
ケ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
の
で
す
が
、

コ
ン
サ
ー
ト
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
素
晴
ら

114 
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マ
イ
ケ
ル
が
感
極
ま
っ
て
ス
テ
ー
ジ
で
泣
い
た
時
に
は

「た
だ
の
芝
居
だ

し
さ
は
認
め
な
が
ら
も
、

ろ－つ」

と
思
い
、

し
ら
け
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
東
京
ジ
ョ
イ
ポ
リ
ス
で
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
そ
う
に
遊
ん
だ
後
、

全
員
に
「
あ
り
が
と
う
。
さ
よ
う
な
ら
」
と
言
っ
て
帰
っ
て
い
く
マ
イ
ケ
ル
の
姿
を
見
て
い
る
う
ち

ス
タ
ッ
フ

に
、
竹
村
さ
ん
は
何
と
も
言
い
難
い
感
動
を
覚
え
、
目
に
は
自
然
と
涙
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。
彼

女
が
「
私
は
マ
イ
ケ
ル
を
崇
拝
し
て
い
る
わ
け
で
も
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
好
き
な
わ
け
で
も
な

こ
の
泣
き
出
し
た
い
気
持
ち
は
？
」
と
思
っ
て
部
屋
を
見
渡
す
と
、
そ
こ
に

ス
1
ツ
姿
の
セ
ガ
の
社
員
の
ほ
と
ん
ど
が
、
や
は
り
戸
惑
い
、

い
の
に
、
何
な
の
よ
、

い
た
ス
タ
ッ
フ
や
、

ご
体
私
は
ど

「
大
の
オ

う
し
て
し
ま
っ
た
の
？
」
と
互
い
に
言
い
あ
い
な
が
ら
、
泣
い
て
い
ま
し
た
。

印
人
も
の

ト
ナ
」
を
泣
か
せ
て
し
ま
う
、

彼
女
の
、

マ
イ
ケ
ル
の
存
在
感
や
オ

1
ラ
、
パ
ワ
ー
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

マ
イ
ケ
ル
に
対
す
る
見
方
は
、
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
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マ
イ
ケ
ル
お
気
に
入
り
の
シ

フ
た
ち

コニ

＊ 

＊ 

＊ 

マ
イ
ケ
ル
の
、
困
っ
た
食
生
活
｜
｜
高
谷
敏
雄
さ
ん
た
ち
が
専
属
シ
ェ
フ
に

マ
イ
ケ
ル
は
、
食
べ
る
こ
と
に
あ
ま
り
興
味
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

飲
み
物
は
た
い
て
い
、
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
か
ミ
ル
ク
か
エ
ピ
ア
ン
。

食
事
は
少
し
し
か
食
べ
な
い
く
せ
に
、
ジ
ヤ

ン
ク
フ
l
ド
や
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
が
大
好
き
。

い
つ
も
ガ
ム
を
噛
ん
で
い
て
、
時
に
は
そ
れ
を
破
裂
さ
せ
た
り
：
：
：
。
そ
の
辺
は
あ
ま
り
、
行
儀

が
い
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
基
本
的
に
は
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
で
し
た
が
、
時
々
は
ブ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
、
ポ
テ
ト
な
ど
、
ヵ

ラ
ッ
と
揚
げ
た
も
の
、
子
ど
も
が
好
き
そ
う
な
食
べ
物
も
食
べ
て
い
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
が
始
ま
る
と
神
経
が
高
ぶ
り
、
さ
ら
に
食
が
細
く
な

っ
て
し

し
か
も
マ
イ
ケ
ル
は
、

ま
う
の
で
す
。
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ホテルにて撮影

シェフの高谷敏雄氏と

すいんdよラドム＆ 収納Aん

1987年来日時の

マイケノレ食事メニュー

ro/r6 

Lunch 

マッシュポテト

（シシト？とニンジンのソテー）

コーンチップと

ピーンベーストのピザ
パターコ＇.＿：：，.－

トルティーヤ

ケチャップライス

スイj;

メロン

餅の磯辺焼き

豆乳
オレンジジaース

ポップコ？ン

味噌汁

Dmner 

ポテトグラタン

豆腐と野菜の妙め物

キノコの妙め物

野菜のチリYース煮

豆腐ハンパーグ

アポカドライス

ニYジンとキュウリの甘酢和え

サツマイモのハチミツソース煮

メレンジジュース

スイカ

ro/q 

Lttnch 

チーズトーλト

ピ~－
スティックサラダ

サツマイモのハチミツソース煮
スイカー

オレYジジュース

豆乳
バターライス

ポップコーン

Dinner 

パターライス

パターコーン

おはぎ

野菜のゴマ酢和え

豆腐ハシパーグ

パパイヤジュース

スイカ 、
オレンジジュース

九均一1,,w._ムJI~

111 

ro/r8 

L1mch 

野菜サンド

ノ守ターライス

味鴫汁

トルティア（コーンチーズ）

小亘書聖天
スイカ

オレンジジュース

Dinner 

トノレティア、（グァカモレソース）

チーズトースト

トルティアピザ

ちらし寿司

アポカドとソースの寿司

味噌汁

オレンジジzース

スイカ

、
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い
つ
も
ピ
ル

・
プ
レ
イ
を
や
き
も
き
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
の
食
の
細
さ
は
、

「
こ
ん
な
食
生
活
で
は
、
と
て
も
ハ
ー
ド
な
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー
を
乗
り
切
れ
な
い
」
と
心
配
し
た

ピ
ル
は
、
初
来
日
の
際
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
女
性
の
シ
ェ
フ
を
同
行
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
彼
女

は
仕
事
よ
り
も
遊
ぶ
こ
と
に
夢
中
で
、
生
野
菜
の
サ
ラ
ダ
な
ど
、
簡
単
な
料
理
し
か
作
ろ
う
と
し
な

か
っ
た
の
で
す
。

「
豆
腐
な
ど
を
使
っ
た
日
本
食
な
ら
、

べ
ら
れ
る
し
、
栄
養
も
し
っ
か
り
摂
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
考
え
、
私
に
「
良
い
シ
ェ
フ

困
り
果
て
た
ピ
ル
は

ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
の
マ
イ
ケ
ル
に
も
食

と
頼
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
私
の
会
社
の
営
業
部
長
に
相
談
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
「
葉
山
ホ
テ
ル
音
羽
ノ
森
」

だ
あ
き
ひ
き

田
晃
久
オ
ー
ナ
ー
の
耳
に
入
り
、
二
人
の
シ
ェ
フ
が
来
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

た
か
や
と
し
お

一
人
は
、
も
と
も
と
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
シ
ェ
フ
だ
っ
た
と
い
う
高
谷
敏
雄
さ
ん
、
そ
し
て
も
う
一

さ
ん
じ
よ
う
す
す
む

人
は
、
日
本
食
の
シ
ェ
フ
だ
っ
た
と
い
う
三
候
進
さ
ん
。
当
時
は
二
人
と
も
、
葉
山
ホ
テ
ル
音
羽

ノ
森
系
列
の
焼
鳥
店
「
音
羽
亭
」

を
紹
介
し
て
ほ
し
い
」

の
輿よ

で
働
い
て
い
ま
し
た
。

1
9
8
7
年
9
月
日
日
、

「
∞
〉
り
」

ツ
ア
l
の
西
宮
球
場
公
演
の
た
め
、

マ
イ
ケ
ル
た
ち
と
と
も
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に
大
阪
の
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
て
い
た
私
の
と
こ
ろ
で
東
京
か
ら
高
谷
さ
ん
と
三
候
さ
ん

が
面
接
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

急
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
ほ
か
に
あ
て
が
な
く
、
「
断
ら
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
と
思
っ
て
い
た
私
は
、

簡
単
な
質
問
を
二
、
三
し
た
だ
け
で
、
そ
の
日
か
ら
仕
事
に
入
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
お
願
い
し
ま

2 

マイケノレが愛した日本人たち

し
か
し
、
会
社
の
顔
を
立
て
る
た
め
、
面
接
だ
け
受
け
て
す
ぐ
に
東
京
へ
帰
る
つ
も
り
だ
っ

た
二
人
は
、
「
何
も
持
っ
て
き
て
い
な
い
の
に
、
ど
う
し
よ
う
」
と
大
変
戸
惑
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
で
も
二
人
と
も
、
着
替
え
を
送
っ
て
も
ら
う
よ
う
、
ご
自
宅
に
電
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

し
た
。

高
谷
さ
ん
は
奥
様
に
「
マ
イ
ケ
ル

・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
食
事
を
作
る
だ
な
ん
て
、
何
言
っ
て
る
の
？

嘘
で
し
ょ
？
」
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

さ
っ
そ
く
、

マ
イ
ケ
ル
の
食
事
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
二
人
は
驚
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
来

コ
ン
サ
ー
ト
が
終
わ
っ
て
帰
っ
て
き
た
マ
イ
ケ
ル
に
、
半
分
に
切
っ
た
だ
け
の
ス
イ

た
シ
ェ
フ
が
、

，刃ム」、

ト
ル
テ
ィ

1
ヤ
に
チ
1
ズ
を
挟
ん
だ
も
の
、

そ
し
て
ト
マ
ト
ス

l
プ
の

3
品
し
か
出
し
て
い

な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

ト
マ
ト
ス

1
プ
を
試
し
に
飲
ん
で
み
た
と
こ
ろ
、

と
て
も
ま
ず
か

し
か
も
、

っ
た
そ
う
で
す
。
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「
前
の
シ
ェ
フ
が
素
晴
ら
し
い
料
理
を
作
っ
て
い
た
ら
、
と
て
も
対
応
で
き
な
い
」
と
心
配
し
て
い

「
俺
た
ち
に
は
、
も
っ
と
ま
と
も
な
も
の
が
出
せ
る
」
と
思
っ
た
の

た
二
人
で
す
が
、

そ
の
瞬
間
、

で
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
の
シ
ェ
フ
に
な
っ
た
日
か
ら
、
高
谷
さ
ん
た
ち
は
、
食
事
か
ら
飲
み
物
、
ビ
タ
ミ
ン
剤

マ
イ
ケ
ル
の
口
に
入
る
も
の
す
べ
て
の
管
理
を
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
二

マ
イ
ケ
ル
の
食
事
の
材
料
に
す
る
た
め
の
豆
類
が
運
び
込
ま
れ
、
そ
の
種
類
の
豊

に
至
る
ま
で
、

人
の
部
屋
に
は
、

富
さ
と
量
の
多
さ
に
驚
い
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、

マ
イ
ケ
ル
は
コ
ン
サ
ー
ト
の
合
間
合
間
に
、

ス
ペ
シ
ャ
ル
ド
リ
ン
ク
を
飲
む
の
で
す
が
、

ピ
ル
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
持
っ
て
き
た
原
液
を
お
湯
で
割
っ
て
水
筒
に
入
れ
、
ス
テ
ー
ジ
袖
で
渡
す
の

二
人
の
役
目
で
し
た
。
仕
事
を
引
き
受
け
た
時
に
は
、
ま
さ
か
そ
ん
な
場
所
に
ま
で
連
れ
て
い

もか
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

や
は
り
最
初
は
驚
い
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
毎
回
、

ス
テ
ー
ジ
が
終
わ
る
前
に
ホ
テ
ル
へ
戻
り
、
夕
食
の
支
度
を
始
め
る
の
で
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
パ
ワ
フ
ル
な
マ
イ
ケ
ル
で
す
が
、

コ
ン
サ
ー
ト
が
終
わ
る
と
ぐ
っ
た
り
し
て
い
ま

fZO 



し
た
。
そ
ん
な
マ
イ
ケ
ル
に
、

二
人
は
や
は
り
、
ス
イ
カ
を
出
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
た
だ
し
、
皮

を
剥
い
て
種
を
と
り
、

フ
ォ
ー
ク
で
一
口
で
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
。
も
し
か
し
た
ら
マ
イ
ケ
ル

は

コ
ン
サ
ー
ト
で
失
っ
た
水
分
と
カ
ロ
リ
ー
を
、
大
量
の
ス
イ
カ
で
補
っ

て
い
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

2 

マイケノレが愛した日本人たち

「食
事
を
す
る
問
、

こ
こ
に
い
て
」

少
食
な
マ
イ
ケ
ル
に
、

品
数
を
増
や
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

で
き
る
だ
け
多
く
食
べ
て
も
ら
う
た
め
、
高
谷
さ
ん
た
ち
は
出
す
料
理
の

マ
イ
ケ
ル
は
、
嫌
い
な
も
の
で
さ
え
な
け
れ
ば
、
出
さ
れ
た
料
理
は
、
必
ず
ス
プ
ー
ン
で
一
口
ず

つ
は
食
べ
る
か
ら
で
す
。

初
め
て
二
人
が
料
理
を
作
っ
た
日
、
マ
イ
ケ
ル
は
テ
ー
ブ
ル
い
っ
ぱ
い
に
並
べ
ら
れ
た
皿
を
見
て
、

「
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
料
理
が
来
て
、
ま
る
で
パ
ー
テ
ィ
ー
み
た
い
だ
」
と
喜
び
ま
し
た
。

こ
の
時
高
谷
さ
ん
は
、
静
か
に
穏
や
か
に
話
す
、

実
年
齢
よ
り
も
は
る
か
に
幼
く
見
え
る
マ
イ
ケ

「
こ
の
子
を
何
と
か
し
て
あ
げ
な
い
と
」
と
思
っ
た
の
で
し
た
。
一
方
で
マ
イ
ケ
ル
も
、

ル
を
見
て
、
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白
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
た
高
谷
さ
ん
た
ち
に
対
し
、

た
め
に
頑
張
っ
て
く
れ
る
」
と
い
う
信
頼
感
を
持
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

普
段
は
あ
ま
り
、
人
に
食
事
を
す
る
姿
を
見
せ
た
が
ら
な
い
マ
イ
ケ
ル
で
す
が
、
高
谷
さ
ん
た
ち

に
は
初
日
か
ら
、
「
食
事
を
す
る
問
、
こ
こ
に
い
て
」
と
頼
み
、
一
品
一
品
の
料
理
に
つ
い
て
「
こ

れ
は
何
？
こ
れ
は
何
？
」
と
訊
い
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。
マ
イ
ケ
ル
に
と
っ
て
「
相
手
を
信
頼
で

き
る
か
ど
う
か
」
は
、
と
に
か
く
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
の
で
す
。

ま
た
、
食
事
中
の
マ
イ
ケ
ル
が
、
高
谷
さ
ん
た
ち
に
「
何
か
歌
っ
て
」
と
お
願
い
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
彼
ら
が
「
夕
焼
小
焼
」
を
歌
う
と
、
大
喜
び
で
聴
い
て
い
た
そ
う
で
す
。

「
プ
ロ
の
料
理
人
が
来
て
く
れ
て
、
自
分
の

最
初
の
う
ち
は
手
探
り
状
態
だ
っ
た
高
谷
さ
ん
た
ち
で
す
が
、
何
日
か
経
つ
う
ち
に
、
少
し
ず
つ

マ
イ
ケ
ル
の
食
べ
物
の
好
み
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

嫌
い
な
も
の
は
、

僕
が
食
べ
る
も
の
じ
ゃ
な
い
。
パ
プ
ル
ス
の
も
の
だ
」
と
マ
イ
ケ
ル
は
言
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

味
噌
汁
は
、
豆
腐
だ
け
す
く
っ
て
食
べ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
好
物
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
サ
ラ
、
ダ
に
つ
け
る
味
噌
に
は
興
味
津
々

マ
カ
ロ
ニ
を
含
む
パ
ス
タ
類
、

イ
ン
ド
料
理
、

バ
ナ
ナ
。
「
バ
ナ
ナ
は

ナ
ス
、
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_L… 
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

特
に
「
作
っ
て
ほ
し
い
」
と
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
っ
た
の
は
、
グ
ア
カ
モ
レ
ソ
l
ス

（
ア
ボ
カ
ド
ソ

ー
ス
）
。
そ
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
高
谷
さ
ん
は
、
本
で
調
べ
て
作
っ
た
の
で
し
た
。

な
お
、
高
谷
さ
ん
と
三
候
さ
ん
は
、
し
ば
し
ば

「
こ
れ
は
マ
イ
ケ
ル
、
手
を
つ
け
る
か
な
あ
」

思
う
よ
う
な
も
の
を
実
験
的
に
作
つ
て
は
、

「
食
べ
た
！
」

「
や
っ
ぱ
り
ダ
メ
だ
っ
た
！
」
な
ど
と
、

1
9
8
7年
と
1
9
8
8年
の
来
日
公
演
の
際
に
マ
イ
ケ
ル
の
食
事
を
作
っ

そ
の
聞
に
、
マ
イ
ケ
ル
の
生
活
習
慣
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
1

9
8
7年
に
毎
週
行
っ
て
い
た
日
曜
日
の
断
食
を
、
翌
年
に
は
や
め
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
す。

そ
う
と
も
知
ら
ず
、
日
曜
日
の
夜
、
「
今
日
は
休
み
だ
」
と
油
断
し
て
飲
ん
で
帰
っ
て
き
た
高
谷

さ
ん
は
、
突
然
マ
イ
ケ
ル
に

「何
か
作
っ
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
、
あ
わ
て
た
そ
う
で
す
。
そ
の
時

お
酒
の
匂
い
に
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
、

お
互
い
に
言
い
あ
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

「偉
大
な
る
シ
ェ
フ
に
、
愛
を
込
め
て
」

高
谷
さ
ん
た
ち
は
、

た
の
で
す
が
、

ば
か
り
は
、

マ
イ
ケ
ル
の
部
屋
に
は
入
ら
ず
、

ド
ア
か
ら
そ と
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っ
と
、
食
事
を
差
し
入
れ
た
の
で
し
た
。

ま
た
、
夜
中
に
突
然
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
、
「
お
腹
空
い
た
か
ら
何
か
作
っ
て
ほ
し
い
」
と
い

う
リ
ク
エ
ス
ト
が
来
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
高
谷
さ
ん
が
寝
ぼ
け
声
で
電
話
に
出
た
た
め
、

「
眠
い
の
？

ケ
ル
は
心
配
し
て

大
丈
夫
？
」
と
言
っ
た
そ
う
で
す
。
ち
な
み
に
、
夜
食
に
は
ポ
ツ

プ
コ

1
ン
を
頼
ま
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

z 
マイケノレが愛した 日本人たち

高
谷
さ
ん
た
ち
は
、

マ
イ
ケ
ル
の
い
た
ず
ら
の
、

か
つ
こ
う
の
標
的
で
も
あ
り
ま
し
た
。

中
に
サ
ソ
リ
の
お
も
ち
ゃ
が
入
っ
て
い
た
り
、
触
る
と
ピ
リ
ピ
リ
ッ
と
刺
激
が
走
っ
た
り
す
る
び

っ
く
り
箱
で
驚
か
さ
れ
る
の
は
、
日
常
茶
飯
事
。
マ
イ
ケ
ル
が
あ
ま
り
に
も
「
今
日
は
こ
れ
で
び
っ

く
り
さ
せ
て
や
ろ
う
」
と
い
っ
た
表
情
で
箱
を
差
し
出
す
の
で
、
毎
回
「
絶
対
に
怪
し
い
」
と
思
い

つ
つ
も
、
「
い
い
か
ら
、
こ
の
箱
に
触
っ
て
み
て
よ
」
と
い
う
マ
イ
ケ
ル
に
つ
い
根
負
け
し
て
し
ま
い
、

案
の
定
び
っ
く
り
さ
せ
ら
れ
て
、

マ
イ
ケ
ル
を
喜
ば
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
か
ら
ホ
テ
ル
の
内
線
電
話
で
「
窓
か
ら
外
を
見
て
み
て
」
と
連
絡
が
入
り
、
窓

際
に
立
っ
た
途
端
、
顔
に
レ
ー
ザ
ー
の
光
を
照
射
さ
れ
、
驚
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ホ
テ

ル
は

L
字
型
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
マ
イ
ケ
ル
の
部
屋
か
ら
高
谷
さ
ん
た
ち
の
部
屋
が
丸
見
え
だ
っ

ま
た
、

てず

イ
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－一一
た
の
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
の
部
屋
の
ほ
う
か
ら
は
、
嬉
し
そ
う
な
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
き
た
そ
う
で
す
。

こ
う
し
て
、
す
っ
か
り
マ
イ
ケ
ル
に
気
に
入
ら
れ
た
高
谷
さ
ん
た
ち
に
対
し
、

9
8
7年
の
来
日
公
演
が
終
わ
っ
た
後
、

ビ
ル
か
ら
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
き
て
ほ
し
い
」
と
の
打

診
が
あ
り
ま
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
う
ま
く
食
材
を
探
せ
る
か
自
信
が
な
く
、
「
万
が
一
、

前
の
シ
ェ
フ
の
よ
う
に
ク
ビ
に
な
っ
た
ら
：
：
：
」
と
い
う
心
配
も
あ

っ
て
、
二
人
は
辞
退
し
ま
し
た
。

し
か
し
、

な
お
高
谷
さ
ん
は
、

マ
イ
ケ
ル
か
ら
、

ツ
ア
！
の
記
念
品
で
あ
る
帽
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
そ
う

で
す
。

宇
品
れ
ん
、

ホ
テ
ル
の
人
に
マ
イ
ケ
ル
の
サ
イ
ン
を
頼
ま
れ
、
色
紙
を
袋
に
入
れ
て
マ
イ
ケ
ル
に
渡
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
高
谷
さ
ん
は
た
ま
た
ま
、
そ
の
袋
の
中
に
し
ゃ
も
じ
を
入
れ
っ
ぱ
な
し
に

し
て
い
た
の
で
す
が
、
後
日
、
サ
イ
ン
色
紙
と
と
も
に
、

「

F
O〈
巾
培
、
叶

O
白
ぬ
】
つ
巾
印
円
円
『
巾
『
」

と
い
う
文
字

と
サ
イ
ン
が
書
か
れ
た
し
ゃ
も
じ
が
戻
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
マ
イ
ケ
ル
と
私
た
ち
は

1
9
8
7年
目
月
日
日
、
縁
あ
っ
て
神
奈
川
県
に
あ
る
日
産

お
っ
ぱ
ま

の
追
浜
工
場
を
見
学
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
際
、
葉
山
ホ
テ
ル
音
羽
ノ
森
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。

1 
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マイケノレが愛した日本人たち

の
ホ
テ
ル
は
そ
の
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
で
、
私
た
ち
は
ラ
ン
チ
に
招
待
さ
れ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
私
た
ち
は
、

3
1
4
時
間
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
、

二
人
の
有
能
な
シ
ェ
フ
を
快
く
派
遣
し

て
く
れ
た
オ
ー
ナ
ー
の
輿
田
夫
妻
に
、
お
礼
の
言
葉
を
伝
え
ま
し
た
。
輿
田
オ
ー
ナ
ー
は
、
マ
イ
ケ

ル
の
優
し
い
目
と
柔
ら
か
な
手
の
感
触
を
、
今
も
よ
く
覚
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

な
お
、
こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
高
谷
さ
ん
が
料
理
長
に
マ
イ
ケ
ル
の
食
べ
物
の
好
み
を
伝
え
、

そ
れ
を
基
に
考
え
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。

後
日
、

た、

マ
イ
ケ
ル
は
ラ
ン
チ
の
お
礼
に
、
輿
田
夫
妻
を
公
演
の

V
I
P
席
に
招
待
し
ま
し
た
。
ま

ア
メ
リ
カ
に
帰
国
し
て
か
ら
も
、
輿
田
氏
に
お
礼
の
手
紙
を
出
し
て
い
ま
す
。

の
手
紙
は
、
葉
山
ホ
テ
ル
音
羽
ノ
森
の
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
マ
イ
ケ
ル
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マイケノレ ・ジャクソンの思い出

1… 

ス
ー
パ
ー
ス
タ
！
の
休
日

＊ 

＊ 

＊ 

「日
本
の
歌
を
歌
っ
て
」

来
日
中
、

コ
ン
サ
ー
ト
が
な
い
日
は
、
練
習
時
間
以
外
は
、

ピ
ル
が
す
べ
て
管
理
し
て
い
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
に
と
っ
て
の
オ
フ
タ
イ
ム

で
し
た
。
そ
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
、み

ん
な
で
連
れ
立

っ
て
出
か
け
る
こ
と
も
、

ビ
ル
の
許
可
の
下
、
外
出
で
き
る
の
は
、

し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
オ
フ
タ
イ
ム
に
、

マ
イ
ケ
ル
に
と
っ
て
は
非
常
に
嬉
し
い
こ
と
ら
し
く
、

車

の
中
で
も
決
し
て
寝
た
り
は
し
ま
せ
ん
。
持
ち
前
の
好
奇
心
を
発
揮
し
、
窓
か
ら
外
を
見
て
は
、
ち

ょ
っ
と
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
、
私
た
ち
に

「あ
れ
は
何
？
」
と
質
問
し
て
き
ま
し
た
。
ジ
ュ
ー

ス
な
ど
の
自
動
販
売
機
が
街
中
に
た
く
さ
ん
立
っ
て
い
る
の
を
見
て
、

「
ア
メ
リ
カ
だ
と
、
す
ぐ
に

壊
さ
れ
ち
ゃ
う
ね
」

と
言

っ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
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ま
た
マ
イ
ケ
ル
は
、
後
部
座
席
に
座
る
の
が
好
き
で
し
た
。
私
た
ち
が
乗
っ
て
い
る
パ
ン
の
ド
ラ

イ
パ

l
が
、
追
い
か
け
て
く
る
フ
ァ
ン
の
車
を
ま
こ
う
と
激
し
い
運
転
を
す
る
の
を
、
カ
l
チ
ェ
イ

ス
の
よ
う
に
楽
し
ん
で
い
た
の
で
す
。
私
は
、
事
故
が
起
こ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
ひ
や
ひ
や
し
て
い

ま
し
た
。

車
の
中
で
、

よ
く
鼻
歌
を
歌
っ
て
い
た
マ
イ
ケ
ル
が
、

一
度
私
に
「
日
本
の
歌
を
歌
っ
て
」
と
せ

「
七
つ
の
子
」

や

「
か
え
る
の
合
唱
」
な
ど
の
童
謡

が
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
仕
方
な
く
私
は
、

を
歌
っ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
い
つ
の
間
に
か
、
日
本
語
と
英
語
の
、
動
物
の
鳴
き
声
の
違
い
の

話
に
な
り
、
私
は
マ
イ
ケ
ル
に
「
日
本
語
で
は
か
え
る
の
鳴
き
声
は
こ
う
な
の
よ
」
と
教
え
、
互
い

に
英
語
と
日
本
語
で
、
い
ろ
い
ろ
な
動
物
の
鳴
き
真
似
を
し
て
楽
し
ん
だ
の
で
し
た
。
年
が
離
れ
て

い
る
せ
い
か
、
私
は
マ
イ
ケ
ル
と
話
し
て
い
て
、
ふ
と
子
ど
も
と
会
話
を
し
て
い
る
よ
う
な
気
分
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
当
時
、
今
の
よ
う
な
携
帯
型
グ
l
ム
機
が
な
く
て
、
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
も
し
そ
ん
な
も
の
が
あ
っ
た
ら
、
マ
イ
ケ
ル
は
車
の
中
で
も
ゲ
l
ム
に
夢
中
で
、
あ
ま
り

会
話
が
で
き
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
ら
。
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そ
ん
な
楽
し
い
オ
フ
タ
イ
ム
に
、

1
9
8
8年
の
来
日
時
の
こ
と
。

一
度
だ
け
残
念
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、

オ
フ
の
日
に
、
「
広
々
と
し
た
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
、
動
物
と
遊
ぼ
う
」
と
い
う
計
画
が
持
ち
上
が
り
、

パ
ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
、
群
馬
サ
フ
ァ
リ
パ

l
ク
へ
行
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

高
谷
さ
ん
た
ち
に
お
弁
当
を
作
っ
て
も
ら
い
、
車
内
で
ビ
デ
オ
を
観
た
り
し
な
が
ら
、
パ
ス
に
揺

一
体
ど
こ
か
ら
情
報
が
漏
れ
た
の

ら
れ
る
こ
と
約
2
時
間
。

よ
う
や
く
現
地
に
着
い
た
の
で
す
が
、

か
、
そ
こ
に
は
お
び
た
だ
し
い
数
の
記
者
た
ち
が
待
ち
構
え
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
マ
イ
ケ
ル
は
、

「
フ
ェ
ア
じ
ゃ
な
い
」
と
哀
し
そ
う
に
肱
く
と
、
少
し
だ
け
パ
ス
か
ら
降
り
て
、
す
ぐ
に
戻
っ
て
き

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
私
た
ち
は
、
結
局
そ
の
ま
ま
、
東
京
へ
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
大
袈
裟
に
書
く
マ
ス
コ
ミ
が
、
あ
ま
り
好
き
で
は
あ
り

マ
イ
ケ
ル
は
、

ま
せ
ん
で
し
た
。

「初
め
て
あ
ん
な
車
に
乗
っ
た
！
」

マ
イ
ケ
ル
は
お
歳
の
時
、
運
転
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
。
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マイケノレの光と影

日
歳
か
ら
取
得
で
き
る
の
で
す
が
、

マ
イ
ケ
ル
は
免
許
証
な
ど
必
要
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
は
、

D

し
よ
か
っ

M
V
（
州
の
陸
運
局
一
車
両
関
係
を
管
理
す
る
所
轄
部
署
）
に
出
か
け
る
の
も
、
筆
記
と
実
地
試
験

を
受
け
る
の
も
気
が
進
ま
な
か
っ
た
の
で
す
。
す
で
に
大
ス
タ
ー
だ
っ
た
彼
は
、
そ
こ
で
人
々
に
注

し
つ
よ
う

目
さ
れ
る
の
が
嫌
だ
っ
た
の
で
す
が
、
母
親
に
執
鋤
に
勧
め
ら
れ
、
仕
方
な
く
免
許
を
と
っ
た
の
で

し
た
。
運
転
の
仕
方
は
、
ビ
ル
か
ら
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
、

い
つ
も
ど
こ
へ
行
く
に
も
ピ
ル
が

運
転
を
し
て
く
れ
る
の
で
、

男
の
子
は
た
い
て
い
車
好
き
で
す
が
、
マ
イ
ケ
ル
は
さ
ほ
ど
車
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
彼
は
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
運
転
し
た
い
時
は
ロ
ー
ル
ス
ロ
イ
ス
で
ド

ラ
イ
ブ
を
し
て
い
ま
し
た
。
行
き
先
は
、
彼
が
知
っ
て
い
る
、
ご
く
限
ら
れ
た
場
所
で
、
縦
列
駐
車

を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
時
は
ピ
ル
に
代
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
マ
イ
ケ
ル
が
唯
一
興
味
を
示
し
た
車
が
、
盛
田
英
夫
さ
ん
が
所
有
し
て
い
た
、
日
産
の
パ

ン
で
し
た
。

1
9
8
7年
の
来
日
時
、

エ
ピ
ッ
ク
・
レ
コ
ー
ド
か
ら
ソ
ニ

1
・
レ
コ
ー
ド
へ
の
移
籍
を
考
え
て
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一ー い
た
マ
イ
ケ
ル
か
ら
、

「
ソ
ニ

l
の
盛
田
昭
夫
会
長
と
直
に
会
っ
て
話
を
し
た
い
か
ら
、

ア
ポ
イ
ン

ト
を
と
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
普
段
は
子
ど
も
の
よ
う
に
純
粋
な

マ

イ
ケ
ル
で
す
が
、
こ
と
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
し
て
は
、
並
外
れ
た
判
断
力
や
実
行
力
を
発
揮
す
る
の
で
す
。

そ
こ
で
私
は
、
当
時
、
ソ
ニ

l
で
社
長
室
秘
書
を
し
て
い
た
友
人
に
連
絡
を
と
り
、

品
川
の
本
社
へ
案
内
し
ま
し
た
。
そ
し
て
後
日
、

の
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
を

マ
イ
ケ
ル
は
、
盛
田
家
の
夕
食
会
に
招
待
さ
れ
た

当
日
は
、
盛
田
英
夫
さ
ん
が
、
マ
イ
ケ
ル
を
ホ
テ
ル
ま
で
迎
え
に
来
ま
し
た
。
そ
の
時
盛
田
さ
ん

く
だ
ん

が
運
転
し
て
い
た
の
が
件
の
車
で
、
夕
食
会
か
ら
帰
る
や
い
な
や
、
マ
イ
ケ
ル
は
興
奮
し
て
、

「初

め
て
あ
ん
な
車
に
乗
っ
た
！
」
「
あ
の
車
が
ほ
し
い
！
」
と
、
車
の
話
ば
か
り
し
て
い
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
は
、
盛
田
さ
ん
の
車
に
備
え
つ
け
ら
れ
て
い
た
ア
l
ト
感
覚
の
ス
テ
レ
オ

・
セ
ッ
ト
に
、

特
に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
マ
イ
ケ
ル
に
頼
ま
れ
て
、
私
は
日
産
に
電
話
を
入
れ
、
ま
っ
た
く

同
じ
仕
様
の
車
を
ア
メ
リ
カ
で
手
配
し
て
く
れ
る
よ
う
、
依
頼
し
ま
し
た
。

そ
の
関
連
で
、
マ
イ
ケ
ル
は

1
9
8
7年
叩
月
日
日
、
日
産
の
追
浜
工
場
に
招
か
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
完
全
に
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
さ
れ
た
組
み
立
て
過
程
を
見
て
、

マ
イ
ケ
ル
は

「ま
る

で
芸
術
だ
」
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
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工
場
の
人
た
ち
は
、

手
渡
し
て
く
れ
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
活
動
の
た
め
に
、
寄
付
金
を
集
め
て
マ
イ
ケ
ル
に

マ
イ
ケ
ル
は
お
礼
に
、
白
い
プ
ル

l
パ
1
ド
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
に
サ
イ
ン
を

し
ま
し
た
。

ま
た
、

こ
れ
は
マ
イ
ケ
ル
が
ア
メ
リ
カ
に
帰
っ
て
い
た
時
の
話
で
す
が
、

ひ
ど
く
感
動
し
た
様
子

の
マ
イ
ケ
ル
か
ら
、
国
際
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

J 

マイケルの光と影

マ
イ
ケ
ル
は
契
約
に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
、

ー
ジ
ッ
ク
の
オ
フ
ィ
ス
に
行
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
お
茶
と
お
し
ぼ
り
を
出
さ
れ
、
彼
は
お
し
ぼ

そ
の
日
、

ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
ソ
ニ

1
・
ミ
ユ

り
の
受
け
皿
に
、
並
々
な
ら
ぬ
興
味
を
持
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。

最
近
、
私
の
家
が
あ
る
ナ
パ

・
パ
レ

l
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
）
の
高
級
フ
レ
ン
チ

・
レ
ス
ト
ラ
ン

に
行
く
と
、
お
し
ぼ
り
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
外
か
ら
入
っ
て
き
て
、
お
し
ぼ
り
が
出

る
と
ほ
っ
と
し
ま
す
。

マ
イ
ケ
ル
も
き
っ
と
、
日
本
の

に
魅
力
を
感
じ
た
の
で
し

「
お
も
て
な
し
」

ト」
R

F
勺
ノ
。

私
は
さ
っ
そ
く
お
し
ぼ
り
受
け
を
叩
個
購
入
し
、
ネ
パ

1
ラ
ン
ド
の
マ
イ
ケ
ル
の
自
宅
に
送
り
ま

し
た
。
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マイケル ・ジャクソンの思い出

一＿j二：

マ
イ
ケ
ル
の
新
し
い
ペ
ッ
ト

1
9
8
7年
の
マ
イ
ケ
ル
の
来
日
と
、

「
マ
イ
ケ
ル
ズ

・
ペ
ツ
ツ
」

の
日
本
で
の
発
売
に
先
立
ち
、

私
た
ち
は
マ
イ
ケ
ル
ズ
・
ペ
ッ
ツ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
新
し
い
特
別
な
動
物
を
加
え
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、
特
別
種
の
モ
ル
モ
ッ
ト
の

P
R
を
し
て
い
る
団
体
を
見
つ
け
た
た
め
、
さ

っ
そ
く
連
絡
を
と
り
ま
し
た
。

そ
の
団
体
の
会
長
は
、
日
本
滞
在
中
の
マ
イ
ケ
ル
に
会
い
に
来
て
、
金
色
の
毛
並
み
の

「ゴ
l
ル

デ
ン

・
シ
ェ
ル
テ
イ
」
（
シ
ェ
ル
テ
イ
一
長
毛
種
の
モ
ル
モ
ッ
ト
）
を
彼
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

会
長
が
言
う
に
は
、
そ
の
モ
ル
モ
ッ
ト
は
特
別
な
交
配
種
で
、
－
匹
1
0
0
万
円
も
す
る
そ
う
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
は
予
想
外
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
大
喜
び
で
、
大
切
そ
う
に
抱
え
て
、
ホ
テ
ル
の
自
分
の
部

屋
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
シ
ェ
ル
テ
イ
を
預
か
っ

て
ほ
し
い
と
私
に
頼
み
に
来
ま
し
た
。
ペ
ッ
ト
は
違
う
場
所
に
な
か
な
か
適
応
で
き
な
い
の
で
、
旅

行
さ
せ
る
の
は
可
哀
そ
う
だ
と
い
う
の
で
す
。
私
は
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
、

コ
ン
サ
ー
ト
の
た
め
に
大
阪
に
旅
立
つ
日
、

シ
ェ
ル
テ
イ
を
家
に
連
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マイケノレ ・ジャクソンの，思い出

Memo亀sof Michael }a巾 on

れ
て
帰
り
ま
し
た
。

娘
た
ち
は
こ
の
訪
問
者
に
大
喜
び
し
ま
し
た
。
シ
ェ
ル
テ
イ
は
ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
寵
の
中
で
快

適
に
過
ご
し
て
い
た
た
め
、
世
話
も
楽
で
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
朝
、
娘
た
ち
の
叫
び
声
が
私
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
「
マ
ミ

i
、
彼
女
に
は
赤
ち
ゃ
ん

が
2
匹
い
る
わ
よ
」
。

私
た
ち
は
そ
の
時
初
め
て
、

が
、
母
親
を
追
い
か
け
回
す
様
子
を
眺
め
る
の
は
、
と
て
も
楽
し
い
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
マ
イ
ケ
ル
の
ツ
ア
ー
が
終
盤
に
さ
し
か
か
り
、

シ
ェ
ル
テ
イ
が
雌
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

2
匹
の
赤
ち
ゃ
ん

シ
ェ
ル
テ
イ
と
の
別
れ
が
近
づ
く
に
つ

れ
、
娘
た
ち
の
元
気
が
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
見
て
い
る
う
ち
に
、
あ
る
良
か
ら

ぬ
考
え
が
、
私
の
脳
裏
に
浮
か
び
ま
し
た
。
「
マ
イ
ケ
ル
は
、
シ
ェ
ル
テ
イ
に
子
ど
も
が
い
る
こ
と

を
知
ら
な
い
わ
。
赤
ち
ゃ
ん
だ
け
、
家
で
引
き
取
る
の
は
ど
う
か
し
ら
」
。

そ
し
て
私
は
、
母
親
の
シ
ェ
ル
テ
イ
が
眠
っ
て
い
る
聞
に
、
赤
ち
ゃ
ん
を
別
の
箱
に
移
し
た
の
で
す
。

母
親
の
シ
ェ
ル
テ
イ
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
い
な
い
こ
と
に
気
づ
く
や
い
な
や
、
叫
び
出
し
ま
し
た
。

彼
女
の
叫
び
声
は
す
さ
ま
じ
く
、
ま
る
で
消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
の
よ
う
で
し
た
。
そ
の
声
を
聞
い
た
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マイケノレの光と影

一
斉
に
泣
き
始
め
ま
し
た
。
母
親
の
シ
ェ
ル
テ
イ
は
、
赤
ん
坊
た
ち
の

声
の
方
向
に
向
か
っ
て
す
ば
や
く
動
き
回
り
ま
し
た
。
彼
ら
は
声
で
、
互
い
の
佐
置
が
わ
か
っ
て
い

赤
ち
ゃ
ん
シ
ェ
ル
テ
イ
も
、

土品
T
V
れ
ん
。

そ
の
様
子
を
見
て
、
私
は
何
て
ひ
ど
い
こ
と
を
し
た
の
か
と
、
罪
悪
感
に
さ
い
な
ま
れ
ま
し
た
。

母
親
が
子
ど
も
と
引
き
離
さ
れ
る
の
が
ど
れ
ほ
ど
悲
し
い
こ
と
か
。
ま
し
て
私
が
し
た
こ
と
は
、

イ
ケ
ル
の
宝
物
を
盗
む
こ
と
で
も
あ
る
の
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
に
赤
ち
ゃ
ん
シ
ェ
ル
テ
イ
を
見
せ
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
呼
ん
で
、
動
物
を
国
外
に

私
は
何
事
も
な
か

っ
た
よ
う
に、

マ
イ
ケ

ル
は
予
期
せ
ぬ
出
来
事
に
、

さ
ら
に
喜
び
、

連
れ
出
す
申
請
を
す
る
よ
う
頼
ん
だ
の
で
し
た
。

「今
の
説
明
、
彼
ら
に
も
し
て
あ
げ
て
」
｜
｜
次
原
悦
子
さ
ん
の
戸
惑
い

私
が
マ
イ
ケ
ル
の
仕
事
を
し
て
い
た
叩
年
間
に
、

マ
イ
ケ
ル
は

5
回
、
来
日
公
演
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、

1
9
9
2年
ロ
月
と

1
9
9
3年
9
月
の

「ロ
〉
Z
。
何
回

N
O
C
∞」

ツ
ア
l
中
の
何
日 マ

1.J9 



マイケル ・ジャクソンの思い出

Memorit!i.,f Michaeljackson 

か
に
つ
い
て
は
、

ど
フ
し
て
も
私
の
都
メ出、
口

が
つ

のか
次2ず
原2
悦5過
子こ去
さに
ん何
に 度
、か

ア仕

テ事
ン で
ドご
を ー
お 緒
願し
いた
しこ
まと
しの

あ
る
、

P
R
会
社
「
サ
ニ

l
サ
イ
ド
ア
ッ
プ
」

た
次
原
さ
ん
は
、
仕
事
な
ど
で
外
国
の
人
に
会
う
と
、
必
ず
「
「
エ
ツ
コ
』

に
似
て
る
で
し
ょ
？
」
と
説
明
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
す
ぐ
に
名
前
を
覚
え
て
も
ら

っ
て
、
「
レ
ッ
ツ
ゴ

ー
」

え
る
か
ら
で
す
。

そ
し
て
、

「
『
エ
ツ
コ
』

lま

『
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
』
に
似
て
い
る
」
と
最
初
に
教
え
て
く
れ
た
の
が
、

イ
ケ
ル
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
レ
ッ
ツ
ゴ

ー
」
は
マ
イ
ケ
ル
に
と
っ
て
、

と
て
も
大
事
な
言
葉
で
し
た
。

「
レ
ッ
ツ
ゴ

ー
」
と
言
う
の
が
、

シ
ョ

ー
が
始
ま
る
時
も

マ
イ
ケ
ル
や
ピ
ル
の
合
言
葉
に
な
っ
て
い

買
い
物
に
行
く
時
も
、

た
か
ら
で
す
。

そ
ん
な
次
原
さ
ん
が
、
戸
惑
っ
た
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

た
ま
た
ま
ビ
ル

・
プ
レ
イ
が
い
な
い
時
に
、
大
勢
で
大
型
玩
具
店
へ
買
い
物
に
行
く
こ
と
に
な
り てず
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み
ん
な
で
車
に
乗
っ
て
出
か
け
、
大
急
ぎ
で
買
い
物
を
し
、
い
ざ
引
き
揚
げ
よ
う
と
し
た

と
こ
ろ
、
店
員
が
、
そ
の
集
団
で
唯
一
の
日
本
人
だ
っ
た
次
原
さ
ん
に
「
お
会
計
を
お
願
い
し
ま
す
」

ま
し
た
。

と
言
っ
て
き
た
の
で
す
。

い
つ
も
は
ピ
ル
が
、
大
量
の
お
金
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
東
に
し
て
ゴ
ム
で
留
め
た
も
の
を
持

ち
歩
き
、
会
計
を
し
て
い
ま
し
た
。
マ
イ
ケ
ル
は
お
金
ど
こ
ろ
か
、
財
布
す
ら
持
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
す
。

J 

マイケノレの光と影

結
局
、
そ
の
場
は
次
原
さ
ん
が
立
て
替
え
、
後
で
ピ
ル
か
ら
代
金
を
受
け
取
っ
た
の
で
す
が
、
支

「カ
l
ド
の
限
度
額
以
内
に
収
ま
ら
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
と
、
気
が
気
で
は
な

払
い
の
時
は

か
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
あ
る
時
、
次
原
さ
ん
は
、
当
時
珍
し
か
っ
た

「
温
水
洗
浄
便
座
」

の
使
い
方
を
、

マ
イ
ケ
ル

に
教
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
ほ
ど
英
語
に
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
次
原
さ
ん
は
、
「
こ
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
お
尻
に
水
が

：
：
」
と
身
振
り
手
振
り
を
交
え
て
懸
命
に
説
明
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
直
訳
っ
ぷ
り
と
、
単
語
の

さ
ら
に
「
ち
ょ
っ
と
待
つ

選
び
方
が
お
か
し
か
っ
た
の
か
、

マ
イ
ケ
ル
は
お
腹
を
抱
え
て
大
爆
笑
。
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て
て
」
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ス
タ
ッ
フ
を
何
人
か
呼
び
に
行
き
、

「
エ
ツ
コ
、
今
の
説
明
、
彼
ら
に
も

し
て
あ
げ
て
」
と
言
い
出
す
始
末
。

そ
こ
で
も
う
一
度
同
じ
よ
う
に
話
す
と
、
や
は
り
み
ん
な
で
大
笑
い
。

そ
れ
が
す

っ
か
り
気
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
ら
し
く
、
彼
女
は
延
々
と
説
明
を
さ
せ

マ
イ
ケ
ル
は
、

ら
れ
た
そ
う
で
す
。

「
こ
ん
な
に
良
く
し
て
も
ら
え
る
な
ん
て
」
｜
｜
上
津
昇
さ
ん
の
心
遣
い

マ
イ
ケ
ル
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
が
大
好
き
で
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
も
何
度
か
足
を
運

ん
で
い
ま
す
。

1
9
8
7年
。
そ
の
時
に
案
内
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
、
当
時
、

か
み
さ
わ
の
ぼ
る

エ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド
の
部
長
だ
っ
た
、
上
津
昇
さ
ん
で
し
た
。

初
め
て
行
っ
た
の
は
、

オ
リ

「
マ
イ
ケ
ル

・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
行
き
た
が

っ
て
い
る
の
で
す
が
、
閉
園

と
い
う
私
た
ち
の
申
し
出
に
、
最
初
は
上
津

後
、
貸
切
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
」
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さ
ん
も
戸
惑
っ
た
そ
う
で
す
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
は
毎
日
開
園
後
に
、
翌
日
の
準
備
を
行
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
何
か
あ
っ
た
時
は
、
私
が
全
責
任
を
負
う
覚
悟
で
、
再
度
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
閉
園

マ
イ
ケ
ル
の
た
め
に
開
け
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

時
間
を
少
し
早
め
、

閉
園
後
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
が
ゲ
ス
ト
ク
リ
ア
を
し
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、

マ
イ
ケ

ル
目
当
て
の
お
客
さ
ん
が
、

ト
イ
レ
の
中
に
隠
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

J 

マイケノレの光と影

マ
イ
ケ
ル
と
私
た
ち
は
車
で
裏
か
ら
構
内
に
入
り
、
メ
イ
ン
ゲ

1
ト
近
く
の

V
I
P
ル
ー

ム
に
案
内
さ
れ
、
ま
ず
は
そ
こ
で
コ

l
ス
な
ど
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。
「
ス
タ
ッ
フ
の
み

き
A
V
Aノ
畠

c

，仇

ん
な
も
楽
し
ま
せ
て
あ
げ
た
い
」
と
い
う
マ
イ
ケ
ル
の
希
望
で
、
急
速
2
0
0人
近
い
大
人
数
で
の

訪
問
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
上
揮
さ
ん
は
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
私
は
、
無
理
な

お
願
い
を
聞
い
て
い
た
だ
い
た
手
前
、
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

当
日
、

そ
れ
か
ら
ワ
ー
ル
ド
バ
ザ
l
ル
へ
移
動
し
た
の
で
す
が
、

v
I
P
ル
1
ム
か
ら
ワ
ー
ル
ド
バ
ザ
ー

ル
の
入
口
ま
で
、
取
材
陣
が
ズ
ラ
ッ
と
列
を
な
し
て
い
ま
し
た
。
上
揮
さ
ん
が
事
前
に
、
「
取
材
は
、

ワ
ー
ル
ド
バ
ザ

1
ル
の
入
口
ま
で
で
や
め
て
ほ
し
い
」
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
い
た
の
で
す
。
メ
イ
ン
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一一 一
ゲ
ー
ト
の
外
に
は
、
「
マ
イ
ケ
ル
を
一
目
見
た
い
」
と
い
う
フ
ァ
ン
が
、
何
百
人
も
待
っ
て
い
て
、
口
々

と
叫
ん
で
い
ま
し
た
。

に
「
マ
イ
ケ
ル
」

「
マ
イ
ケ
ル
」

取
材
陣
と
フ
ァ
ン
の
多
さ
を
見
て
、
上
揮
さ
ん
は

「
営
業
時
間
中
だ
と
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い

た
な
あ
」

と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
と
私
た
ち
は
ま
ず
、
当
時
上
映
し
て
い
た

「
キ
ャ
プ
テ
ン

E
O
」
を
観
ま
し
た
。

「
キ
ャ
プ
テ
ン

E
O
に
対
す
る
、

に
、
上
浬
さ
ん
が

お
客
さ
ん
の
評
判
は
ど
う
で
す
か
？
」

「
と
て
も
い
い
で
す
よ
」
と
答
え
た
と
こ
ろ
、

「
良
か
っ
た
。
あ
れ

と
い
う
マ
イ
ケ
ル
の
質
問

マ
イ
ケ
ル
は

は
全
力
で
や
っ
た
ん
で
す
」
と
喜
び
、
合
計
3
回
も
キ
ャ
プ
テ
ン

E
O
を
観
て
い
ま
し
た
。

そ
の
日
は
上
津
さ
ん
の
案
内
で
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
乗
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

ス
ピ
ー
ド
が
出
る
乗
り
物
が
大
好
き
な
マ
イ
ケ
ル
は
、
特
に
「
ス
ペ

ー
ス
・
マ
ウ
ン
テ
ン
」

す
が
、

が
お
気
に
入
り
。
終
わ
る
と
す
ぐ
に
「
も
う
一
度
乗
り
た
い
」
と
せ
が
む
の
で
、
結
局
6
回
も
乗
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

宇
品
れ
ん
、

「
マ
イ
ケ
ル
が
、

エ
ン
シ
ノ
の
家
に
、

『ブ
ル

l
パ
イ
ユ

1
・
レ
ス
ト
ラ
ン
』
（
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン

『
カ
リ
プ
の
海
賊
』

と
知
つ

の
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン
）
と
同
じ
も
の
を
作
り
た
が
っ
て
い
た
」
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マイケノレの光と影

た
上
揮
さ
ん
は
、

な
ん
と
ブ
ル

1
パ
イ
ユ

l
・
レ
ス
ト
ラ
ン
に
、
特
別
に
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
メ
ニ
ュ
ー

お
か
げ
で
マ
イ
ケ
ル
と
私
た
ち
は
デ
ィ
ナ
ー
を
楽
し
み
、

の
食
事
を
用
意
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
ワ
ー
ル
ド
パ
ザ

l
ル
で
買
い
物
を
す
る
こ
と
も
で
き
た
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
内
に
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
を
持
っ
て
い
る
マ
イ
ケ
ル
で
さ
え
、

「
営
業
時
間
中
に
裏
口
か
ら
入
る
」
程
度
の
配
慮
し
か
し
て
も
ら
え
な
か

っ
た
そ
う
で
す
。
上
津
さ

ん
を
は
じ
め
と
す
る
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
の
心
遣
い
に
、

マ
イ
ケ

と
、
非
常
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。
後
日
、

マ
イ
ケ
ル
の
言
葉
を
私
が

「
こ
ん
な
に
良
く
し
て
も
ら
え
る
な
ん
て
」

ノレ
は

マ
イ

ケ
ル
か
ら

「
上
揮
さ
ん
に
お
礼
が
言
い
た
い
」

と
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
り
、

タ
イ
プ
し
、

サ
イ
ン
を
入
れ
て
お
送
り
し
ま
し
た
。

な
お
上
揮
さ
ん
は
、
握
手
を
し
た
時
の
マ
イ
ケ
ル
の
し
っ
と
り
し
た
優
し
い
手
の
感
触
と
、

「恵

ま
れ
な
い
子
ど
も
に
ハ

ッ
ピ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
」
と
い
う
言
葉
を
、
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い

る
そ
う
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
は

1
9
8
8年
と

1
9
9
2年
の
来
日
時
に
も
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
れ
て
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い
ま
す
。

1
9
8
8年
に
は
、
上
津
さ
ん
か
ら
「
今
回
は
、
全
体
を
開
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
乗

り
た
い
も
の
や
入
り
た
い
店
舗
が
あ
れ
ば
、
事
前
に
言
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
り
ま

し
た
。
私
は
マ
イ
ケ
ル
に
良
か
れ
と
思
い
、

「ワ
ー
ル
ド
パ
ザ
l
ル
は
閉
め
て
も
か
ま
わ
な
い
の
で
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
乗
り
物
で
遊
べ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
伝
え
た
の
で
す
が
、

マ
イ
ケ
ル
は
、

こ
れ
が
大

き
な
間
違
い
。

ワ
ー
ル
ド
パ
、ザ
1
ル
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
で
し
た
。
デ
イ
ズ

ー
ラ

ン
ド
の
乗
り
物
自
体
は
、
日
本
も
ア
メ
リ
カ
も
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
の
で
す
が
、

て
い
る
グ
ッ
ズ
の
数
と
品
質
は
、
日
本
の
ほ
う
が
は
る
か
に
素
晴
ら
し
い
の
で
す
。

お
店
で
売
っ

マ
イ
ケ
ル
が
あ
ま
り
に
も
が
っ
か
り
し
て
い
た
の
で
、
上
揮
さ
ん
が
気
を
遣
っ
て
、

一
部
の
店
舗

を
急
速
開
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
私
は
ま
た
も
や
「
自
分
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、

ル
に
訊
く
な
り
、

マ
イ
ケ

の
で
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
の
気
持
ち
を
き
ち
ん
と
考
え
る
な
り
す
る
べ
き
だ
っ
た
」
と
反
省
し
た

マ
イ
ケ
ル
は
決
し
て
怒
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、
が
っ
か
り
す
る
と
と
て
も
悲
し
い

表
情
に
な
る
の
で
、

か
え
っ
て
胸
が
痛
み
ま
す
。

1
9
9
2年
の
時
は
、

次
原
さ
ん
に
ア
テ
ン
ド
を
お
願
い
し
て
い
た
た
め
、
私
は
同
行
し
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
貸
切
で
は
な
く
、
夜
、
営
業
時
間
中
に
、
裏
口
か
ら
各
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
内
へ
入

つ

こ
ち
ら
と
し
て
は
、
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た
そ
う
で
す
。

上
津
さ
ん
が
事
前
に
「
声
を
出
し
て
騒
い
で
は
い
け
な
い
」
と
注
意
し
て
お
い
た
た
め
、

ト
の
み
な
さ
ん
は
常
に
静
か
に
、
マ
イ
ケ
ル
を
案
内
し
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
マ
イ
ケ
ル
が
東

京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
到
着
し
、
車
か
ら
降
り
て
裏
口
へ
向
か
う
時
だ
け
は
さ
す
が
に
、

キ
ャ
ス

マ
イ
ケ

J 

マイケノレの光と影

ル
を
一
目
見
た
い
と
い
う
キ
ャ
ス
ト
た
ち
が
、
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。
上
揮
さ
ん
に
よ

る
と
、
彼
ら
は
な
ん
と
か
振
り
向
い
て
も
ら
お
う
と
、
無
言
で
手
を
振
っ
て
お
り
、
そ
の
袖
が
触
れ

叩
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
先
ま
で
聞
こ
え
た
と
の
こ
と
で
す
。

る
音
が
、

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
へ
の
思
い

テ
ー
マ
パ

l
ク
好
き
の
マ
イ
ケ
ル
は
、

ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
も
訪
れ
て
い
ま
す
。

1
9
9
2年
と

1
9
9
3年
の
来
日
時
に
は
、
長
崎
の
ハ

1
9
9
2年
は
、
ロ
月
初
日
か
ら
お
日
に
か
け
て
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
内
の
迎
賓
館
に
宿
泊
し
ま

し
た
。
取
材
陣
も
お
ら
ず
、
ク
リ
ス
マ
ス
直
後
で
圏
内
は
空
い
て
お
り
、

来
園
者
も
マ
イ
ケ
ル
に
気
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づ
か
な
か
っ
た
た
め
、

お
い

人
の
甥
た
ち
も
、
自
由
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

い
う
小
型
ク
ル
ー
ザ

l
の
操
縦
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
ア
ニ
メ
館
で
ア
ニ
メ
を
描
い
た
り
、
中
国

雑
技
団
の
練
習
に
目
を
留
め
た
り
、
そ
れ
に
触
発
さ
れ
た
の
か
、
珍
し
く
夕
食
に
「
中
華
料
理
を
食

マ
イ
ケ
ル
も
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ス
タ
ッ
フ
も
、
同
行
し
て
い
た
マ
イ
ケ
ル
の
3

マ
イ
ケ
ル
は
、

ハ
1
パ
l
ク
ル

l
ザ
！
と

べ
た
い
」

と
リ
ク
エ
ス
ト
し
た
り
、

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
も
っ
と
も
彼
の
関
心
を
ひ
い
た
の
は
、
噴
水
に
映
像
を
投
影
さ
せ
る
レ
ビ
ュ
ー
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン

「ク
リ
ス
タ
ル
ド
リ
ー
ム
」
で
し
た
。
そ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
心
を
示
し
た
マ
イ
ケ
ル

は
、
ク
リ
ス
タ
ル
ド
リ
ー
ム
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
井
上
省
さ
ん
に
会
い
た
が
り
ま
し
た
。

す
る
と
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
か
ら
の
連
絡
を
受
け
、
当
時
、

N
H
K
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
だ
っ
た
井

上
さ
ん
が

1
9
9
3年
1
月
1
日
、
図
面
を
携
え
、
キ
ャ
ピ
ト
ル
東
急
に
泊
ま
っ
て
い
た
マ
イ
ケ
ル

を
訪
ね
て
く
れ
ま
し
た
。
井
上
さ
ん
は
、
図
面
を
広
げ
て
、

仕
組
み
を
丁
寧
に
説
明
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
に
ク
リ
ス
タ
ル
ド
リ
ー
ム
の

マ
イ
ケ
ル
が
喜
ん
だ
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

当
時
、

マ
イ
ケ
ル
は
ネ
パ

l
ラ
ン
ド
に
同
じ
も
の
を
設
置
す
る
た
め
に
、

ク
リ
ス
タ
ル
ド
リ
ー
ム
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に
興
味
を
持
っ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
は
違
い
ま
す
。

「
ア
メ
リ
カ
で
は
、

1
0
0

年
前
に

「
マ
ジ
ッ
ク
ビ
ジ
ョ
ン
』
と
い
う
仕
組
み
が
発
明
さ
れ
、
エ
プ
コ
ッ
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
『
ユ
ニ
シ
ス
」
に
も
、
そ
れ
が
使
わ
れ
て
い
る
」
「
ク
リ
ス
タ
ル
ド
リ
ー
ム
と
ユ
ニ
シ

ス
は
似
て
い
る
け
れ
ど
、
何
か
違
い
が
あ
る
の
か
な
」
と
、

マ
イ
ケ
ル
は
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

を
聞
い
て
、
私
は
マ
イ
ケ
ル
の
博
識
ぷ
り
と
好
奇
心
の
強
さ
に
、
あ
ら
た
め
て
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

彼
は
あ
く
ま
で
も
、

「
マ
ジ
ッ
ク
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
ク
リ
ス
タ
ル
ド
リ
ー
ム
」

の
違
い
が
ど
こ
に
あ

J 

マイケノレの光 と影

る
の
か
を
知
り
た
か
っ
た
の
で
す
。

彼
は
興
味
を
覚
え
た
り
、
疑
問
に
思
う
こ
と
に
遭
遇
す
る
と
、
徹
底
的
に
研
究
し
ま
す
。
そ
れ
が

い
つ
か
は
ス
テ
ー
ジ
や
作
品
に
反
映
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
時
は
た
だ
、
納
得
が
い

く
ま
で
知
り
た
い
だ
け
な
の
で
す
。
彼
が
す
ご
い
の
は
、
疑
問
が
あ
る
と
、
多
忙
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
ぬ
っ
て
で
も
、
当
事
者
に
直
接
会
い
に
行
っ
て
尋
ね
る
と
こ
ろ
で
す
。

ネ
パ

l
ラ
ン
ド
に
は
、
ク
リ
ス
タ
ル
ド
リ
ー
ム
と
同
様
の
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

マ
イ
ケ
ル
は

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
の
博
物
館
に
あ
っ
た
、
日
本
最
古
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
機
械
に
心
を
惹
か
れ
、

1
0
0
万
円
近
い
費
用
を
か
け
て
同
じ
も
の
を
作
り
、
ネ
パ

l
ラ
ン
ド
に
送
り
ま
し
た
。
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Memo印刷r"'""
な
お
、

マ
イ
ケ
ル
が
出
発
す
る
際
、

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ト
レ

ー
ナ

1
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
後
日
、

マ
イ
ケ
ル
の
モ
ス
ク
ワ
公
演
の
模
様
が
テ
レ
ビ
で
流

れ
た
時
、

そ
の
ト
レ
ー
ナ
ー
を
着
て
い
る
マ
イ
ケ
ル
が
、
テ
レ
ビ
に
映
し
出
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
れ

を
見
た
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
と
て
も
喜
ん
だ
そ
う
で
す
。

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
に
つ
い
て
は
も
う
一
つ
、
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
け
ば
ど
こ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
、
あ
り
ふ
れ
た
街
並
み

を
観
る
た
め
に
、
何
故
来
園
者
が
料
金
を
払
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
」
と
疑
問
に
思
い
ま
し
た
。

テ
l
マ
パ

1
ク
な
ら
ば
、
来
園
者
が
楽
し
く
遊
べ
る
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
を

も
っ
と
入
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
た
の
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
は
、

マ
イ
ケ
ル
は

1
9
9
6年
に
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・

ス
タ

ジ
オ
な
ど
を
手
が
け
て
い
た
テ
l
マ
パ
l
ク
・
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
、
ラ
ン
ド
マ

l
ク

社
と
契
約
関
係
に
あ
り
ま
し
た
。
マ
イ
ケ
ル
は
、
ラ
ン
ド
マ

l
ク
社
と
提
携
す
れ
ば
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ

ス
は
よ
り
素
晴
ら
し
い
テ
ー
マ
パ

l
ク
に
な
る
と
考
え
、
さ
っ
そ
く
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
に
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
社
を
紹
介
し
ま
し
た
。
前
に
も
書
き
ま
し
た
が
、

力
が
あ
り
、
何
事
も
迅
速
な
の
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
に
は
営
業
セ
ン
ス
が
あ
り
、

実
行
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ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
は
視
察
団
を
ア
メ
リ
カ
に
送
り
、
私

は
マ
イ
ケ
ル
の
依
頼
で
、
視
察
団
の

エ
ス
コ

l
ト
を
担
当
し
ま
し
た
。
視
察
団
は
ラ
ン
ド
マ

l
ク
社

の
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
、

マ
イ
ケ
ル
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
し
た
が
い
、

マ
イ
ケ
ル
の
提
案
に
し
た
が
っ
て
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

・
ス
タ
ジ
オ
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
、

フ
ロ
リ
ダ
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー

－
ワ
ー
ル
ド
、

プ
コ
ッ
ト

・
セ
ン
タ
ー
と

M
G
M
ス
タ
ジ
オ
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
マ
イ
ケ
ル
は
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
に
提
案
書
も
出
し
ま
し
た
が
、
視
察
か
ら
得
た
新
し
い

エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
。
ハ
ウ

ス
テ
ン
ボ
ス
が
送
っ
た
視
察
団
の
メ
ン
バ
ー
は
、
銀
行
マ
ン
や
建
設
会
社
な
ど
の
出
向
役
員
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
担
当
者
や
直
接
お
客
さ
ん
に
接
す
る
ス
タ
ッ
フ
は
も
ち
ろ
ん
、

夢
と
感
動
の
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
が
理
解
で
き
る
人
な
ど
、
一
人
も
入
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

「
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
に
携
わ
る
者
は
、
あ
ら
ゆ
る
知
恵
を
絞
っ
て
お
客
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
る
努
力

と
力
説
し
た
マ
イ
ケ
ル
の
言
葉
は
届
か
ず
、
マ
イ
ケ
ル
の
助
言
は
水
泡
に
帰
し
て

を
す
る
べ
き
だ
」

し
ま
い
ま
し
た
。

コニ
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Memories of M同省fa出 on

「
ハ
ロ
l
、
J

ア
イ
ス

イ
ズ

マ
イ
ケ
ル
」

マ
イ
ケ
ル
は
、

ア
メ
リ
カ
に
帰
っ
て
い
る
間
も
、

「
ハロ
l
、J
ア
イ
ス

イ
ズ

マ
イ
ケ
ル
」

不
意
に
電
話
を
か
け
て
き
で
は
、
私
た
ち
を
驚
か
せ
ま
し
た
。

用
件
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
思
い
つ
い
た
ゲ
ー
ム
や
テ

1
マ
パ
l
ク
の
ア
イ
デ
ア
を
伝
え
ら
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
し
、
「
マ
ユ
ミ
の
家
の
、
今
日
の
晩
ご
飯
の
メ
ニ
ュ
ー
は
？
」
と
訊
か
れ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
幼
い
頃
か
ら
シ
ョ
ウ
ビ
ズ
の
世
界
で
生
き
て
き
た
マ
イ
ケ
ル
に
と
っ
て
、
「
普
通
の

家
庭
」
の
生
活
は
、
非
常
に
興
味
深
か
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
セ
ガ
の
鈴
木
久
司
さ
ん
の
ご
自
宅
や
職
場
に
も
、
ち
ょ
く
ち
ょ
く
電
話
を
し
て
い
た
よ
う

で
す
。
電
話
口
で
マ
イ
ケ
ル
は
「
今
度
は
い
つ
来
る
の
？
い
ろ
い
ろ
会
っ
て
話
し
た
い
こ
と
が
あ

お
そ
ら
く
、
部
屋
で
グ
l
ム
で
遊
ん
で
い
て
、
ふ
と
思
い
出

る
ん
だ
」
と
言
っ
て
い
た
と
の
こ
と
。

し
た
時
や
淋
し
く
な
っ
た
時
に
、
時
差
の
こ
と
な
ど
は
考
え
も
せ
ず
に
か
け
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

キ
ャ
ピ
ト
ル
東
急
ホ
テ
ル
の
鈴
木
成
和
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
も
、

一
度
だ
け
、

マ
イ
ケ
ル
か
ら
電
話

が
か
か
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

と

f5Z 
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マイケノレの光と影

「
マ
イ
ケ
ル

・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
さ
ん
ら
し
い
方
か

ホ
テ
ル
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
か
ら
あ
わ
て
た
様
子
で

と
の
連
絡
が
入
り
、
鈴
木
さ
ん
が
出
て
み
る
と
、
電
話
の
向
こ
う
で

ら
お
電
話
が
入
っ
て
い
ま
す
」

J¥ 

イ

ス
ズ
キ
」
と
マ
イ
ケ
ル
の
声
。

「
何
の
用
事
だ
ろ
う
」
と
不
思
議
に
思
う
鈴
木
さ
ん
に
、
マ
イ
ケ
ル
は

「
ち
ょ
っ
と
訊
き
た
い
こ
と

が
あ
る
ん
だ
け
ど
・
・
・
・
・
・
」

と
切
り
出
し
ま
し
た
。

「
日
本
は
昔
、
中
国
大
陸
と
つ
な
が
っ
て
い
た
の
？
」

「
そ
う
だ
ね
。

た
ぶ
ん
、

つ
な
が
っ
て
い
た
ん
だ
と
思
う
」

「
じ
ゃ
あ
、
日
本
を
作
っ
た
の
は
誰
？
」

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

「
天
照
大
神
か
な
あ
」

「
あ
あ
、
そ
う
な
ん
だ
。
あ
り
が
と
う
、
あ
り
が
と
う
」

そ
こ
で
電
話
は
切
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

一
体
マ
イ
ケ
ル
は
、
何
を
調
べ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
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Memories of Michaelもckson

ネ
パ

l
ラ
ン
ド
を
訪
れ
る

＊ 

＊ 

＊ 

「リ
ズ
が
飾
り
つ
け
を
し
て
く
れ
た
ん
だ
」

セ
ガ
の
鈴
木
久
司
さ
ん
と
荷
宮
尚
樹
さ
ん
、
そ
し
て
私
の
3
人
は
、

ル
が
作
ろ
う
と
し
て
い
た
テ

1
マ
パ

i
ク
の
打
ち
合
わ
せ
と
、
セ
ガ
が
マ
イ
ケ
ル
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し

た
家
庭
用
ゲ
l
ム
機
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
の
た
め
、
ネ
パ

l
ラ
ン
ド
の
彼
の
自
宅
を
訪
れ
ま
し
た
。

1
9
9
3年
1
月、

マ
イ
ケ

ネ
パ

l
ラ
ン
ド
へ
の
旅
は
、
最
初
か
ら
、
驚
き
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
私
た
ち
が
泊
ま

っ
て
い
た
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
ホ
テ
ル
に
、
出
迎
え
の
リ
ム
ジ
ン
が
差
し
向

け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
、

マ
イ
ケ
ル
の
家
ま
で
ド
ラ
イ
ブ
か
と
思
い
き
や
、
リ
ム
ジ
ン
は
サ
ン

タ
モ
ニ
カ
空
港
に
向
か
い
、

そ
こ
に
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
ジ
ェ
ッ
ト
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
待
っ
て
い
た
の

で
す
。
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さ
ら
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
ネ
パ

1
ラ
ン
ド
に
ま
っ
す
ぐ
向
か
わ
ず
、

マ
リ
プ
コ

ー
ス
ト
（
マ
リ
プ

海
岸
）
沿
い
を
飛
ん
で
い
き
ま
し
た
。

上
空
か
ら
眺
め
る
マ
リ
プ
コ
ー
ス
ト
は
、
ま
さ
に
絶
景
で
し
た
！

こ
の
景
色
を
私
た
ち
に
見
せ

る
た
め
に
、

マ
イ
ケ
ル
は
わ
ざ
わ
ざ
遠
回
り
を
す
る
よ
う
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
に
指
示
を
出
し
て
い
た
の

で
す
。

私
た
ち
が
美
し
い
海
岸
を
堪
能
し
き
っ
た
頃
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
大
き
く
旋
回
し
、
ネ
パ

l
ラ
ン

J 

マイケルの光と影

ド
に
向
か
い
ま
し
た
。

空
港
を
出
発
し
て
加
分
ほ
ど
経
っ
た
頃
、
私
た
ち
を
乗
せ
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
、
ネ
パ

l
ラ
ン
ド

に
到
着
し
ま
し
た
。
上
空
か
ら
は
テ

l
マ
パ

l
ク
や
動
物
園
、
き
れ
い
に
刈
り
込
ま
れ
た
芝
の
広
い

庭
と
、
巨
大
な
邸
宅
が
見
渡
せ
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
の
邸
宅
の
玄
関
を
聞
け
た
私
は
、
ま
た
し
て
も
度
肝
を
抜
か
れ
ま
し
た
。
す
で
に
1
月

も
半
ば
だ
と
い
う
の
に
、
邸
内
は
、
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
ク
リ
ス
マ
ス
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
飾
り
た

て
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
階
段
の
手
す
り
に
は
緑
の
ツ
タ
が
絡
ま
り
、
赤
い
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
が
あ
ち

ら
こ
ち
ら
に
置
か
れ
、
雪
景
色
に
彩
ら
れ
た
フ
ロ
ア
に
は
、
屋
根
に
雪
を
載
せ
た
小
さ
な
電
車
が
走
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Memoγ則 。fMichael fa< ~on 

一一 一←

っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
装
飾
品
の
専
門
店
に
い
る
よ
う
な
錯
覚
に
陥
り
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
に
ご
体
ど
う
し
た
の
？
も
う
ク
リ
ス
マ
ス
は
終
わ
っ
た
よ
」
と
言
う
と
、
マ
イ
ケ

（
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
テ
ー
ラ
ー
）
が
飾
り
つ
け
を
し
て
く
れ
た
ん
だ
。
だ
か
ら
、
残
し
て

ノレ
は

「
リ
ズ

と
答
え
ま
し
た
。

次
に
私
た
ち
が
案
内
さ
れ
た
の
は
、
お
も
ち
ゃ
の
部
屋
で
し
た
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ほ
ど
の
広
さ
の

部
屋
は
、
木
製
の
お
も
ち
ゃ
や
ぬ
い
ぐ
る
み
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
意
外
に
も
、
ガ
ン
ダ
ム
や
最
新

流
行
の
お
も
ち
ゃ
は
な
く
、
木
製
の
ピ
ノ
キ
オ
や
ス
ノ

l
ホ
ワ
イ
ト
人
形
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
ク
ラ

あ
る
ん
だ
よ
」

シ
ッ
ク
な
も
の
で
し
た
。

「
ア
ッ
プ
ル
サ
イ
ダ
ー
だ
よ
」

ダ
イ
ニ
ン
グ
ル

l
ム
に
は
、
寿
司
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本
か
ら
の
来
客
の
た
め
に
、

イ
ケ
ル
が
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
か
ら
寿
司
職
人
を
呼
ん
で
い
た
の
で
す
。
も
っ
と
も
寿
司
職
人
は
、
日
本

人
で
は
な
く
、
、
ブ
ロ
ン
ド
の
髪
に
青
い
目
の
白
人
で
し
た
。

な
お
、
家
に
は
大
き
な
ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
は
お
酒
を
飲
み
ま
せ
ん
が
、
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こ
の
家
を
購
入
し
た
時
に
、

「
飲
み
物
は
ド
ン

・
ペ
リ
ニ
ヨ
ン
ほ
か
、
お
好
き
な
も
の
を
ど
う
ぞ
」
と
勧
め
ら
れ
、
荷
宮
さ
ん
は

す
か
さ
ず
「
ド
ン

・
ペ
リ
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
答
え
ま
し
た
。
私
は

「初
め
て
の
訪
問
な
の
に
、

遠
慮
と
い
う
言
葉
を
知
ら
な
い
の
？
そ
れ
も
真
っ
昼
間
か
ら
。
打
ち
合
わ
せ
を
控
え
て
い
る
の
に
」

と
心
の
中
で
肱
き
な
が
ら
彼
を
に
ら
み
つ
け
た
の
で
す
が
、
何
の
効
果
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ふ
と
マ
イ
ケ
ル
を
見
る
と
、
彼
の
グ
ラ
ス
に
は
荷
宮
さ
ん
の
ド
ン
・
ペ
リ
と
同
じ
色
の
発
泡
飲
料

が
注
が
れ
て
い
ま
し
た
。
私
が
驚
い
て
「
マ
イ
ケ
ル
、
あ
な
た
、
い
つ
か
ら
お
酒
を
飲
む
よ
う
に
な

っ
た
の
？
」
と
訊
く
と
、
彼
は
い
た
ず
ら
っ
ぽ
く
笑
い
、
小
声
で
私
に

「ア
ッ
プ
ル
サ
イ
ダ
ー
だ
よ
」

ワ
イ
ン
と
セ
ラ
ー
も
つ
い
て
き
た
そ
う
で
す
。

と
耳
打
ち
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
客
に
遠
慮
さ
せ
な
い
た
め
の
、

そ
こ
で
私
も
ご
相
伴
に
あ
ず
か
り
、

マ
イ
ケ
ル
の
配
慮
だ
っ
た
の
で
す
。

シ
ャ
ン
ペ
ン
と
白
人
の
寿
司
職
人
が
握
っ
た
寿
司
の
コ
ン
ビ

を
味
わ
い
ま
し
た
。

ち
な
み
に
マ
イ
ケ
ル
は
、
食
事
す
る
と
こ
ろ
を
ほ
と
ん
ど
見
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
時
も
、
私
た
ち
が

マ
イ
ケ
ル
自
身
は

「用
事
が
あ
る
か
ら
」
と
席
を
は
ず
し
、
食
事
が
終
わ

お
菓
子
ば
か
り
食
べ
て

い
ま
し
た
。

寿
司
を
食
べ
て
い
る
問
、

っ
た
頃
に
戻
っ
て
き
で
は
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
、
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向 山＂l

何
も
か
も
が
桁
違
い

打
ち
合
わ
せ
の
後
、
私
た
ち
は
マ
イ
ケ
ル
に
、
ネ
パ

l
ラ
ン
ド
を
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
こ
は
も
と
も
と
、
彼
と
ポ

l
ル
・
マ
ッ
カ

l
ト
ニ

l
が
、
共
作
曲

「ωミ
∞
ミ
∞
ミ
」
の
ビ
デ

オ
ク
リ
ッ
プ
の
撮
影
に
使
っ
た
場
所
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
エ
ン
シ
ノ
の
家
か
ら
の
引
っ
越
し
を
考
え

て
い
た
マ
イ
ケ
ル
は
、
そ
の
土
地
が
す
っ
か
り
気
に
入
っ
て
し
ま
い
、

1
9
8
8年
に

1
7
0
0
万

ド
ル
（
約

η
億
円
）
で
購
入
し
た
の
で
す
。
広
さ
は

2
6
0
0
エ
ー
カ
ー
（
約
日
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
皇
居
の
面
積
の
約
叩
倍
）
。
建
物
は
3
棟
あ
り
ま
し
た
。

メ
イ
ン
の
建
物
は
、
地
上
3
階
と
ワ
イ
ン
セ
ラ
l
用
の
地
下
1
階
か
ら
な
り
、
－
階
は
リ
ビ
ン
グ

2
階
は
寝
室
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
3
階
は
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
ル

と
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル

l
ム、

ー
ム
で
、

こ
こ
に
は
市
場
に
出
て
い
る
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
家
庭
用
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
グ
l
ム
が
揃

っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
別
の
一
棟
に
は
、
こ
れ
ま
た
お
び
た
だ
し
い
数
の
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
l
ム
が
置
か
れ
て
い
ま

し
た
。
荷
宮
さ
ん
に
よ
る
と
、
当
時
、
ゲ
ー
ム
業
界
に
は

「
ネ
パ

l
ラ
ン
ド
の
居
間
に
は
、

『パ

l

T五B



チ
ヤ
フ
ア
イ
タ
l
』
な
ど
の
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
l
ム
が
置
か
れ
て
い
る
」

と
い
う
噂
が
流
れ
て
い
た
そ

し
か
し
実
際
に
は
居
間
ど
こ
ろ
か
、

し
て
い
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
に
よ
る
と
、
マ
イ
ケ
ル
は
、

出
す
た
び
に
、
必
ず
1
台
は
買
っ
て
く
れ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

う
で
す
。

「グ

1
ム
の
館
」
と
化

セ
ガ
が
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
l
ム
の
新
機
種
を

一
つ
の
建
物
が
ま
る
ま
る
、

J 

マイ ケノレの光と影

数
あ
る
グ
l
ム
機
の
中
で
も
、
特
に
私
た
ち
の
目
を
ひ
い
た
の
は
、
大
き
な
出
窓
の
前
に
置
か
れ

た
「
列

ωg」
で
し
た
。
こ
れ
は
地
球
ゴ
マ
の
よ
う
に
グ
ル
グ
ル
と
回
る
、
当
時
の
セ
ガ
の
最
新
機

種
で
し
た
。
出
窓
の
と
こ
ろ
に
置
い
た
の
は
、

も
た
ち
に
も
見
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
」

「
中
で
回
っ
て
遊
ん
で
い
る
の
を
、
外
に
い
る
子
ど

で
あ
り
、

マ
イ
ケ
ル
は
そ
の
た
め
に
、
家
を
改
築
し
た
の

だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

「
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
見
て
い
ら
れ
な
い
」

広
大
な
庭
に
は
、
ラ
マ
や
キ
リ
ン
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
動
物
が
い
て
、
大
き
な
観
覧
車
や
メ

リ
l
ゴ
l
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
遊
園
施
設
も
整
っ
て
い
ま
し
た
。

な
か
で
も
圧
巻
だ
っ
た
の
は
、
映
画
館
で
す
。

コ
ン
パ
ク
ト
な
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
で
、

ス
テ
ー
ジ
や
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マイケノレ・ジャクソンの思い出

Memories of Michael Jae. 

客
席
、
映
写
室
は
当
然
完
備
。
ポ
ッ
プ
コ

l
ン
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、

れ
て
い
て
、

ス
ム

l
ジ
ー
な
ど
が
用
意
さ

マ
イ
ケ
ル
や
子
ど
も
た
ち
が
い
つ
で
も
そ
れ
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
、
売
店
に
は
常
に
、

し
か
も
上
映
さ
れ
て
い
る
映
画
は
、
そ
の
時
期
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

ス
タ
ッ
フ
が
つ
め
て
い
ま
し
た
。

の
映
画
館
で
か
か
っ
て
い
る
の
と
同
じ
も
の
。

新
作
映
画
の
上
映
権
を
買
っ
て
い
た
の
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
は
、

そ
の
シ
ア
タ
ー
で
上
映
す
る
た
め
に
、

さ
ら
に
、

チ
ャ
イ
ニ

l
ズ
シ
ア
タ
ー
の
脇
に
立

っ
て
い
た
の
と
同
じ
、

巨
大
な
オ
ス
カ
l
像
ま
で

あ
り
ま
し
た
。
荷
宮
さ
ん
が

「
こ
れ
は
ど
う
し
た
の
？
」
と
尋
ね
る
と
、

マ
イ
ケ
ル
は

「
買
っ
た
ん

だ
よ
」
と
答
え
た
そ
う
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
は
、
映
画
や
「
映
画
館
の
ス
タ
イ
ル
」
が
大
好
き
で
し
た
。
し
か
し
、
街
中
の
映
画
館

に
行
け
な
い
以
上
、
自
宅
の
敷
地
内
に
作
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

ピ
ル

・
プ
レ
イ
に
よ
る
と
、

マ
イ
ケ
ル
は
一
度
、
ダ
イ
ア
ナ

・
ロ
ス
に

「周
り
は
ざ
わ
ざ
わ
す
る

か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
好
き
な
時
に
出
か
け
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
そ
う

で
す
。

し
か
し

マ
イ
ケ
ル
は
い
つ
も
、

「自
分
が
行
く
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
し
、
怪
我
を
す
る
人

が
出
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
、
非
常
に
気
に
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
映
写
室
の
脇
に
は
ガ
ラ
ス
張
り
の
部
屋
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
ベ
ッ
ド
と
医
療
機
器
が
置
か
れ
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て
い
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
は

「
メ
イ
ク

・
ア
・
ウ
イ

ツ
シ
ユ

と
い
う
基
金
を
サ
ポ

1

フ
ァ
ウ
ン

J

ア

l
シ
ョ
ン
」

ト
し
て
お
り
、
毎
月
、
深
刻
な
病
気
を
患
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
ネ
パ

l
ラ
ン
ド
に
招
待
し
て
は
、

遊
園
地
や
ゲ
l
ム
で
遊
ば
せ
て
い
ま
し
た
。
映
画
館
に
あ
っ
た
ガ
ラ
ス
張
り
の
部
屋
は
、
ベ

ッ
ド
か

ら
出
ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
に
、
看
護
師
立
ち
会
い
の
も
と
、
寝
た
ま
ま
で
映
画
が
観
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
の
で
す
！

J 

マイケノレの光と影

感
動
す
る
私
た
ち
に
、
「
僕
が
こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た
の
は
、

か
げ
だ
し
、
自
分
が
子
ど
も
時
代
に
つ
ら
い
経
験
を
し
て
き
た
か
ら
、

マ
イ
ケ
ル
は

フ
ァ
ン
の
み
ん
な
の
お

つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
を
見
て
い
ら
れ
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

「
僕
は
孤
独
だ
っ
た
」

後
で
ピ
ル

・
プ
レ
イ
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
ネ
パ

1
ラ
ン
ド
を
維
持
す
る
た
め
に
、
常
時
日
人
の
ス

タ
ッ
フ
が
働
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
広
大
な
土
地
、
施
設
、
動
物
た
ち
の
食
費
、
医
療
費
、

人
件
費
：
：
：
。
娯
楽
機
器
は
リ
1
ス
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
毎
月
ど
の
く
ら
い
の
費
用
が
か
か
る
の
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か
、
見
当
も
つ
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
何
か
ら
何
ま
で
桁
違
い
だ
っ
た
ネ
パ

l
ラ
ン
ド
で
す
が
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

さ
に
反
し
て
、
私
は
寂
し
さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
何
故
な
ら
、
そ
こ
に
は
ほ
と

ん
ど
人
影
が
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

マイケノレ ・ジャクソンの思い出

ここ3
大
き
な
お
も
ち
ゃ
の
部
屋
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー、

映
画
館
、
ど
こ
も
空
っ
ぽ
で
、

誰
一
人
遊
ん
で
い
る
人
が
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
の
空
虚
さ
を
補
う
か
の
よ
う
に
、
庭
に
は
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
置
か
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
玄
関
ホ

l
ル
か
ら
続
く
廊
下
に
は
、
実
物
大
の
メ
イ
ド
や
執
事
、
カ
ウ
ボ
ー

さ
ま
ざ
ま
な
像
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

イ

マ
ジ
シ
ャ
ン
な
ど
、

マ
イ
ケ
ル
の
深
い
孤
独
を
感
じ
ま
し
た
。

確
か
に
マ
イ
ケ
ル
は
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
を
家
に
招
き
、
す
べ
て
の
施
設
を
彼
ら
が
楽
し

リ
山
＋
J

晶、
1
；
 

め
る
よ
う
に
開
放
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
彼
ら
が
帰
り
去
っ
た
後
は
、
広
大
な
敷
地
の
中
で
、
ま
た
一
人
ぼ
っ
ち
に
な
っ
て
し
ま
う

1五2



J 

マイケノレの光と影

の
で
す
。

「J
ヘO
Z
〉
日
冨
山
、
F
以
内
」
の
田
園
頭
に
出
て
く
る
「
信
じ
ら
れ
る
の
は
自
分
だ
け
。
僕
は
孤
独
だ
っ
た
」

と
い
う
歌
詞
を
聴
く
た
び
に
、
私
の
脳
裏
に
は
ネ
パ

l
ラ
ン
ド
の
情
景
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

16J 



ス
ー
パ
ー
ス
タ
l
の
葛
藤

＊ 

＊ 

＊ 

マ
イ
ケ
ル
の

「結
婚
」

一 一
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
普
段
は
人
一
倍
恥
ず
か
し
が
り
ゃ
の
マ
イ
ケ
ル
は
、
初
対
面
の
人
、

特
に
女
性
に
会
う
時
は
、
必
ず
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

不
思
議
な
こ
と
に
、
彼
は
「
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
る
と
、
自
分
が
透
明
人
間
に
な
れ
た
気
が
す
る
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
マ
イ
ケ
ル
は
、
目
の
表
情
か
ら
心
を
読
み
取
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
お
り
、

「
目
を
隠
す
こ
と
で
、
心
を
隠
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
考
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
マ
イ
ケ
ル
が
結
婚
し
た
と
聞
い
た
時
は
、
本
当
に
驚
き
ま
し
た
。

エ
ル
ピ
ス

・
プ
レ
ス
リ
l
の
娘
で
あ
り
、

リ
ぬ
斗
」
阜
、

1
l
 

！
と
は
、
会
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
イ
ケ
ル
の
最
初
の
妻
で
も
あ
る
リ
サ

・
マ
リ

一一一一一 一
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J 

マイケノレの光と影

し
か
し
ピ
ル

・
プ
レ
イ
は
最
初
か
ら
、
彼
女
の
こ
と
が
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
た
ら
し
く
、

「
マ
イ
ケ
ル
と
リ
サ
は
似
た
環
境
で
育
っ
て
い
る
」

ょ
く

「
と
て
も
い
い
子
で
、
結
婚
す
る
の
は
い
い
と
思

う
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
マ
イ
ケ
ル
と
私
た
ち
が
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
る
最
中
に
、

リ
サ
か

一度、

ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
は

1
時
間
ほ
ど
し
た
ら
連
絡
す
る
ね
」
と
答
え
た
の

マ
イ
ケ
ル
か
ら
の
連
絡
を
待
た
ず
に
、
再
び
リ
サ
・
マ
リ
ー
か
ら
電
話
が
か

で
す
が
、

「
今
、
打
ち
合
わ
せ
中
だ
か
ら
、

1
時
間
後
、

か
つ
て
き
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
が
多
忙
な
た
め
、
彼
と
リ
サ
は
あ
ま
り
会
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
電
話
口
か

ら
聞
こ
え
る
彼
女
の
声
は
と
て
も
優
し
く
、

マ
イ
ケ
ル
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
い
る
よ
う
に

思
え
ま
し
た
。
こ
の
時
私
は
、
「
マ
イ
ケ
ル
が
、
同
じ
よ
う
に
物
静
か
な
人
と
出
会
え
て
良
か
っ
た
」

と
心
か
ら
思
っ
た
の
で
、

二
人
が
離
婚
し
て
し
ま
っ
た
時
は
、
と
て
も
残
念
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
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マイケノレ ・ジャクソンの思い出

Memories of Michael Jackson 

な
お
、
私
は
、
後
に
マ
イ
ケ
ル
の

2
番
目
の
妻
と
な
っ
た
デ
ピ

l
・
ロ
ウ
と
は
、

来
日
時
に
会
っ
て
い
ま
す
。

彼
女
は
当
時
、

1
9
8
7年
の

じ
く
ら
い
。
が
っ
ち
り
し
た
体
格
で
、

マ
イ
ケ
ル
が
か
か
っ
て
い
た
皮
膚
科
の
看
護
師
で
し
た
。
身
長
は
マ
イ
ケ
ル
と
同

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
無
愛
想
で
、

マ
イ
ケ
ル
と
は
正
反
対
の

と
て
も
意
外
な
感

タ
イ
プ
だ
っ
た
た
め
、

「
マ
イ
ケ
ル
が
デ
ピ
！
と
結
婚
し
た
」
と
聞
い
た
時
は
、

じ
が
し
ま
し
た
。

変
装
し
て
、
人
ご
み
の
中
へ

マ
イ
ケ
ル
と
ビ
ル
は
、

こ
れ
は
ピ
ル
・
プ
レ
イ
に
聞
い
た
話
で
す
が
、

ヨ
ー
ク
へ
行
き
ま
し
た
。
仕
事
の
時
は
も
ち
ろ
ん
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
景
色
を
楽

よ
く
連
れ
立
っ
て
ニ
ュ

ー

し
む
時
も
、

マ
イ
ケ
ル
は
ピ
ル
を
車
に
押
し
込
ん
だ
そ
う
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、

「
お
父
さ
ん
」

に
し
た
が
う
の
で
し
た
。

「
車
の
窓
を
閉
め
て
、
街
の
人
た
ち
に
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に
」
と
注
意
し
、

ピ
ル
は
マ
イ
ケ
ル
に

166 



.J 

マイケルの光と影

ほ
か
の
人
た
ち
を
観
察
す
る
こ
と
が
大
好
き

で
し
た
。
そ
ん
な
彼
に
と
っ
て
、
ピ
ル
と
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
探
索
は
、
人
々
の
日
常
生
活
を
目
に
す

る
、
絶
好
の
機
会
だ
っ
た
の
で
す
。
食
料
品
店
や
劇
場
に
出
入
り
し
た
り
、
洗
濯
物
を
干
し
た
り
、

地
下
鉄
の
階
段
を
駆
け
降
り
た
り

l
l。
ど
れ
も
、
マ
イ
ケ
ル
に
は
で
き
な
い
行
動
で
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
は
、
自
分
が
人
目
に
つ
か
な
い
状
態
で
、

士
A
m
h九
、

マ
イ
ケ
ル
は
時
々
、
車
の
中
で
は
な
く
、
普
通
の
人
の
よ
う
に
人
ご
み
の
中
に
入
り
た
が

り
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、

マ
イ
ケ
ル
は
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
チ
ス
ト
に
、
誰
が
見
て
も
マ
イ
ケ
ル
と
わ
か
ら
な

い
よ
う
な
メ
イ
ク
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

メ
イ
ク
を
施
し
た
マ
イ
ケ
ル
と
ピ
ル
は
、
誰
に
も
気
づ
か
れ
ず
に
、
人
通
り
が
多
い
通
り
を
歩
き

ま
し
た
。
し
か
し
不
運
に
も
、
鋭
い
フ
ァ
ン
が
ピ
ル
に
気
づ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
フ
ァ
ン
は
す
ぐ

に
、
ピ
ル
と

一
緒
の
人
物
が
誰
で
あ
る
か
を
推
定
し
ま
す
。
す
ぐ
さ
ま
黄
色
い
声
が
渦
を
巻
き
、
カ

メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
嵐
が
訪
れ
て
、
変
装
し
た
マ
イ
ケ
ル
の
回目
険
は
終
わ
る
の
で
し
た
。

そ
ん
な
マ
イ
ケ
ル
に
も
、
時
に
は
気
心
の
知
れ
た
友
人
た
ち
と
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
過
ご
す
時
間
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も
あ
り
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
と
ポ

l
ル

・
マ
ッ
カ

1
ト
ニ

1
が、

宮
古
内
」

ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
で

一
緒
に
「
叶
町
内
。
町
二
回

の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
し
た
時
の
こ
と
。
ポ
ー
ル
と
マ
イ
ケ
ル
は

1
日
休
み
を
取

っ
て、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
に
出
か
け
た
そ
う
で
す
。

ピ
ル
は
、

一
般
客
を
入
れ
な
い
貸
切
に
し

ピ
ル
の
友
人
の
子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て
く
る
よ
う
頼
み
、

ポ
ー
ル
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
い
た
彼
の
子
ど
も
た
ち
を
呼
び
ま
し
た
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
と
交
渉
し
て
、
半
日
間
、

て
も
ら
い
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
は
ピ
ル
に
、

そ
の
日
は
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
の
ト
ロ
リ
l
に
乗
っ
て
映
画
や
テ
レ
ビ
の
セ
ッ
ト
を
た

く
さ
ん
見
学
し
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
は
映
画
の
セ
ッ
ト
に
感
銘
を
受
け
、

た
く
さ
ん
の
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

セ
ッ
ト
の
歴

ガ
イ
ド
に
、

史
に
つ
い
て
の
質
問
を
し
、

そ
れ
ら
を
思
い
切
り
楽
し
ん
だ
後
に
は
、

ふ
と
隣
に
座
っ
た
マ
イ
ケ
ル
を
見
る
と
、
そ
の
顔
は
、

ロ
ー
ラ
ー
コ
ー
ス
タ
ー
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
ピ
ル
が
、

ク
リ
ス
マ
ス
の
朝
の
子
ど
も
の
よ
う
に
、

喜

び
に
満
ち
て
い
た
そ
う
で
す
。
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マ
イ
ケ
ル
の
受
難

1
9
9
3年
9
月
の
来
日
は
、

少
年
へ
の
性
的
虐
待
疑
惑
が
持
ち
上
が
っ
た
か
ら
で
す
。

こ
の
年
の
公
演
は
九
州
で
行
わ
れ
、
私
は
最
初
の
数
日
の
ア
テ
ン
ド
を
次
原
さ
ん
に
お
願
い
し
て

マ
イ
ケ
ル
に
と
っ
て
、
非
常
に
つ
ら
い
も
の
で
し
た
。
直
前
に
、

い
ま
し
た
。

J 

マイケノレの光と影

次
原
さ
ん
に
よ
る
と
、

1
9
9
2年
の
来
日
時
に
は
マ
イ
ケ
ル
を
歓
迎
し
て
く
れ
て
い
た
お
店
や

施
設
が
、
こ
の
時
は
手
の
ひ
ら
を
返
し
た
よ
う
に
冷
た
く
、

C
N
N
を
は
じ
め
と
し
た
、
国
内
外
の

マ
ス
コ
ミ
の
追
跡
も
す
さ
ま
じ
か
っ
た
そ
う
で
す
。

追
い
か
け
て
く
る
報
道
陣
を
振
り
切
っ
て
、
や
っ
と
の
思
い
で
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
内
の
ホ
テ
ル
に

駆
け
込
み
、
次
原
さ
ん
が
マ
イ
ケ
ル
を
部
屋
ま
で
送
り
届
け
て
、
廊
下
に
出
ょ
う
と
す
る
と
｜
｜
。

マ
イ
ケ
ル
が
、
静
か
に
歌
を
歌
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
美
し
く
、
淋
し
く
、
涙
を
誘
う
よ
う
な
旋
律
で
し
た
。

次
原
さ
ん
が
思
わ
ず
「
マ
イ
ケ
ル
、
そ
れ
は
何
の
歌
？
」
と
訊
く
と
、
彼
は

「
風
の
歌
だ
よ
」

1五9

と
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だ
け
、
答
え
た
そ
う
で
す
。マ

イ
ケ
ル
の
ス
タ
ッ
フ
は
全
員
電
話
を
切
り
、
外
部
と
の
連
絡
用
に
、

次
原

さ
ん
の
電
話
、
だ
け
を
活
か
し
て
お
い
た
の
で
す
が
、
世
界
中
の
メ
デ
ィ
ア
や
フ
ァ
ン
な
ど
か
ら
、
そ

こ
に
ジ
ヤ
ン
ジ
ャ
ン
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。
次
原
さ
ん
は

も
こ
う
い
う
状
態
な
ん
だ
な
」
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
ツ
ア
l
中、

「
ス
ー
パ
ー
ス
タ
！
っ
て
、
し、

てコ

宇
品
れ
九
、

ピ
ル
・
プ
レ
イ
の
提
案
で
、
プ
レ
ス
を
沈
静
化
さ
せ
る
た
め
、

ロ
イ
タ
ー
の
記
者
を
対
象

に
、
記
者
会
見
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
次
原
さ
ん
が
そ
こ
に
出
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
次
原

さ
ん
は
ピ
ル
に
言
わ
れ
た
通
り
、
何
を
訊
か
れ
で
も
「
ノ
ー
コ
メ
ン
ト
で
す
」
と
だ
け
繰
り
返
し
、

何
と
か
そ
の
場
を
し
の
い
だ
そ
う
で
す
。

越
え
ら
れ
な
か

っ
た
人
種
の
壁

何
度
か
書
い
て
き
た
よ
う
に
、
誰
に
対
し
て
も
決
し
て
偉
ぶ
る
こ
と
が
な
く
、
相
手
に
よ

っ
て
態
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マイケノレの光と影

度
を
変
え
る
こ
と
も
な
い
マ
イ
ケ
ル
で
す
が
、
地
位
あ
る
人
か
ら
の
招
待
は
嬉
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

1
9
8
7年
の
来
日
の
際
に
は
、
大
阪
市
長
か
ら
市
庁
舎
へ
招
待
さ
れ
、
非
常
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

土
品
れ
ん
、

ア
メ
リ
カ
大
使
館
に
招
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
際
私
は
、

1
9
9
2
年
の
来
日
時
に
は
、

イ
ケ
ル
・
ア
マ
コ
ス
ト
大
使
と
、
奥
様
で
あ
る
パ

1
ニ
ー
さ
ん
か
ら
の
依
頼
で
パ
ー
テ
ィ
ー
を
企
画

し
、
日
本
に
滞
在
し
て
い
る
、

2
0
0
人
以
上
の
米
国
企
業
の
方
々
を
招
待
し
ま
し
た
。
そ
の
席
上

ペ
プ
シ
コ
社
社
長
か
ら
マ
イ
ケ
ル
の
「
出

2

－H4
5
当
日
正
基
金
」
へ
の
、
寄
付
金
の
贈
呈
式

マ
イ
ケ
ル
は
た
く
さ
ん
の
サ
イ
ン
や
写
真
の
依
頼
に
、
丁
寧
に
対
応
し
て
い
ま

でも
行
わ
れ
ま
し
た
。

し
た
。意

外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

る
、
強
い
欲
求
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、

「
自
分
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
」

に
対
す

マ
イ
ケ
ル
に
は

「
自
分
は
黒
人
だ
か
ら
、
正
当
な
評
価
が
も
ら

え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」

と
い
う
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
、
深
く
関
わ
っ
て
い
た
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
白
人
と
有
色
人
種
の
聞
に
は
越
え
ら
れ
な
い
壁
が
あ
り
ま
す
。

は
る
か
に
高
く
強
固
で
す
。

」
の
壁
は
、
日

本
の
人
々
が
想
像
す
る
よ
り
、

てず
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ア
メ
リ
カ
で
は
子
ど
も
の
時
か
ら
平
等
意
識
を
育
て
ま
す
。
小
学
校
の
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
の
メ
ニ
ュ

ー
に
ま
で
「
人
種
、
性
別
、
年
齢
、
出
身
、
障
害
、
財
産
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
要
素
で
差
別
さ
れ
た

と
感
じ
た
ら
、
黙
っ
て
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
手
紙
を
書
い
て
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
書

そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
ア
メ
リ
カ
の
差
別
問
題
の

か
れ
る
ほ
ど
、
徹
底
し
て
い
ま
す
。

根
は
深
い
の
で
す
。

聡
明
で
、
誰
よ
り
も
物
事
に
敏
感
な
マ
イ
ケ
ル
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
、
黒
人
で
あ
る
こ
と
が
ア

メ
リ
カ
社
会
で
成
功
す
る
う
え
で
有
利
に
は
な
ら
な
い
と
、
身
を
も
っ
て
感
じ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

音
楽
制
作
や
公
演
に
お
け
る
、
出
演
者
を
除
い
た
ス
タ
ッ
フ
は
、
全
員
白
人
ま
た
は
白
人
系
で
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
は
、
白
人
以
外
の
人
種
と
し
て
は
前
人
未
踏
の
記
録
を
作
り
ま
し
た
。
国
境
、
人
種
、

宗
教
と
い
っ
た
、
あ
ら
ゆ
る
バ
リ
ア
を
破
っ
て
、
世
界
の
人
々
の
心
を
つ
か
ん
だ
の
で
す
。
ア
メ
リ

カ
は
世
界
の
警
察
官
に
な
ろ
う
と
し
て
、
結
果
的
に
テ
ロ
を
招
き
、
世
界
中
に
戦
火
を
広
げ
ま
し
た

が
、
大
国
ア
メ
リ
カ
が
成
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
、
マ
イ
ケ
ル
は
一
人
で
達
成
し
た
の
で
す
。

そ
れ
な
の
に
マ
イ
ケ
ル
は
、
母
国
ア
メ
リ
カ
で
、
白
人
で
あ
る
プ
レ
ス
リ
l
の
人
気
を
凌
駕
す
る

f1Z 



こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

「マ
イ
ケ
ル

・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
白
人
だ
っ
た
ら
プ

ア
メ
リ
カ
で
は
、

レ
ス
リ
ー
を
超
え
た
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

た
プ
レ
ス
リ
l
の
娘
、

そ
れ
も
、
彼
が
そ
の
存
在
を
超
え
よ
う
と
願

つ

リ
サ

・
マ
リ
！
と
結
婚
し
ま
し
た
。
あ
ま
り
表
沙
汰
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん

「
殺
し
て
や
る
！
」
と
書
か
れ

前
に
も
書
い
た
よ
う
に
、

マ
イ
ケ
ル
は
白
人
の
、

.J 

マイケノレの光と影

が
、
ピ
ル
に
よ
る
と
、
結
婚
を
発
表
し
た
マ
イ
ケ
ル
の
も
と
に
は
、

た
脅
迫
ま
が
い
の
手
紙
が
殺
到
し
た
そ
う
で
す
。

2
0
0
9年
1
月
、
黒
人
の
血
を
ひ
く
パ
ラ
ク
・
オ
パ
マ
が
大
統
領
に
就
任
し
た
こ
と
は
、

ア
メ

リ
カ
史
に
永
遠
に
残
る
ほ
ど
の
出
来
事
で
す
。
よ
う
や
く
、
ア
メ
リ
カ
が
真
の
意
味
で
誰
に
で
も
聞

か
れ
た
国
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
時
に
、

マ
イ
ケ
ル
は
逝
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
の
心
の
う
ち
は
、
今
と
な
っ
て
は
誰
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
と
い

う
強
大
な
国
が
彼
を
生
み
、
そ
の
母
国
ア
メ
リ
カ
が
、
彼
を
果
て
し
な
い
暗
い
苦
悩
の
世
界
に
追
い

込
ん
だ
の
は
確
か
で
す
。
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演
技
へ
の
思
い

1
9
8
0年、

マ
イ
ケ
ル
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
プ
レ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、

ジ
ェ

l
ン
・
フ
ォ
ン
ダ

と
出
会
い
ま
し
た
。

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
テ
ー
ラ
ー
、
ダ
イ
ア
ナ

・
ロ
ス
な
ど
、
芯
が
強
い
女
性

マ
イ
ケ
ル
は
昔
か
ら
、
父
親
の
浮
気
に
心
を
痛
め
て
お
り
、
母
親
の
た
め
に

ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
家
を
購
入
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

マ
イ
ケ
ル
は
、
母
親
が
父
親
と
別
れ
て
暮
ら
す

こ
と
を
望
ん
だ
の
で
す
が
、
結
局
母
親
は
夫
の
元
に
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。
マ
イ
ケ
ル
の
母
親
は
、

夫
と
別
れ
て
一
人
で
生
き
ら
れ
る
ほ
ど
強
く
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

も
と
も
と
マ
イ
ケ
ル
は
、

に
憧
れ
て
い
ま
し
た
。

ジ
ェ

1
ン
・
フ
ォ
ン
ダ
は
、
母
親
に
は
な
い
強
さ
を
持

っ
た
女
性
で
、
マ
イ
ケ
ル
は
彼
女
に
憧
慢

の
念
を
持
ち
ま
し
た
。
ジ

ェ
l
ン
に
誘
わ
れ
、
東
海
岸
の
ニ
ュ

l
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
あ
る
彼
女
の

別
荘
を
訪
ね
た
マ
イ
ケ
ル
は
、
そ
こ
で
、
ジ
ェ

1
ン
の
父
親
、

へ
ン
リ
1
・
フ
ォ
ン
ダ
と
キ
ャ
サ
リ

ン
・
へ
プ
パ

l
ン
に
会
い
ま
し
た
。
二
人
と
も
往
年
の
ア
メ
リ
カ
映
画
の
大
ス
タ
ー
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
は
す
ぐ
に
彼
ら
と
打
ち
解
け
、
映
画
の
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、

ジ
ェ

l

ン
が
マ
イ
ケ
ル
に
「
あ
な
た
に
は
ピ

l
タ
l
・
パ
ン
の
役
が
ぴ
っ
た
り
よ
ね
」
と
言
っ
た
の
で
、

174 
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「
僕
が
ピ

l
タ
l
・
パ
ン
が
好
き
な
こ
と
を
、
何
故
ジ
ェ

1
ン
が
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
」
と
驚
い
た
そ
う
で
す
。

イ
ケ
ル
は
、

そ
れ
以
来
、

マ
イ
ケ
ル
は
、
音
楽
以
上
に
演
技
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

彼
は
も
と
も
と
映
画
が
好
き
で
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
の
こ
と
を

「
シ
ョ

ー
ト
フ
ィ
ル
ム
」

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
し
、
映
画
「
叶
国
何
者
間
」
に
出
演
し
た
時
も
、
あ
ま
り
の
楽
し
さ
に
、

自
分

J 

マイケノレの光と影

に
向
い
て
い
る
と
思
っ
た
よ
う
で
す
。

ビ
ル

・
プ
レ
イ
に
よ
る
と
、

「叶
同
何
者
間
」

の
撮
影
時
、

マ
イ
ケ
ル
は
す
べ
て
の
役
の
セ
リ
フ
を

暗
記
し
て
お
り
、

セ
リ
フ
を
間
違
え
る
こ
と
は

一
切
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
は
、
映
画
「
E
．
T
．」
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
入
り
の
ア
ル
バ
ム
の
制
作
に

1
9
8
2年、

参
加
し
、
そ
れ
が
縁
で
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン

・
ス
ピ
ル
パ

l
グ
と
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。

は
マ
イ
ケ
ル
に
「
も
し

E
．
T
．
が
エ
リ
オ
ッ
ト
の
と
こ
ろ
に
行
か
な
か

っ
た
ら
、
き
っ
と
君
の
家
に

む

く

行
っ
た
に
違
い
な
い
よ
。
無
垢
で
優
し
い
か
ら
ね
」
と
言
っ
た
そ
う
で
す
。

数

年

後

、

の

物

語

を

モ

チ

ー
フ
に
し
た
映
画
「
国

g
r」

ス
ピ
ル
パ

1
グ

「ピ
l
タ
l
・
パ
ン
」

の
制
作
を
考
え
て
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い
た

ス
ピ
ル
パ

1
グ
は
、

ロ
ン
ド
ン
で

マ
イ
ケ
ル
に
出
演
を
も
ち
か
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
彼
は
、

「切〉
ロ
」
ツ
ア
1
中
の
マ
イ
ケ
ル
を
訪
ね
、
突
っ
込
ん
だ
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
自
分
が
ピ

1
タ
l
・
パ
ン
役
を
演
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
、
映
画
へ
の
進
出
を
目
指
し
て
音

マ
イ
ケ
ル

楽
か
ら
撤
退
す
る
決
心
を
し
ま
し
た
。

「
ω歳
に
な
り
、
弁
護
士
を
し
て
い
る
」
ピ

l
タ
l
・

ピ
1
タ
l
・
パ
ン
役
に
ロ
ビ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
を
選

マ
イ
ケ
ル
は
映
画
ビ
ジ
ネ
ス
に
進
h
u
た
め
に
別
の
道
を
模
索
し
ま
し
た
が
、
結
局
は

成
功
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
う
し
て
マ
イ
ケ
ル
は
、
音
楽
の
世
界
に
戻

っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、

「出
o
o
r」

に
登
場
す
る
の
は
、

パ
ン
で
し
た
。
そ
し
て
ス
ピ
ル
パ

l
グ
は
、

ん
だ
の
で
す
。

怒
り
を
あ
ら
わ
に
し
た
マ
イ
ケ
ル

マ
イ
ケ
ル
の
生
の
声
を
で
き
る
だ
け
多
く
紹
介
し
た
い
の
で
す
が
、
あ
い
に
く
彼

は
寡
黙
で
、
ほ
と
ん
ど
必
要
最
小
限
の
こ
と
し
か
話
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
し
ゃ
べ
り
で
ス
ト
レ
ス

を
発
散
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
マ
イ
ケ
ル
は
、
歌
調
や
歌
声
に
、
自
分
の
気
持
ち
を
込
め
て
い
た
の

こ
の
本
で
は
、
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マイ ケルの光と影

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

な
か
で
も

1
9
9
5
年

6
月
に
発
表
さ
れ
た
「

z
z
g
q」
は
、
彼
自
身
の
主
張
が
強
く
反
映
さ

れ
た
ア
ル
バ
ム
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

1
9
9
6年
4
月
に
シ
ン
グ
ル
カ
ッ
ト
さ
れ
た
「
叶
宮
山
、

。
。
ロ
バ
ロ
白
月
〉
σ
o
E
C臼
」
は
、
「
歌
詞
の
一
部
が
反
ユ
ダ
ヤ
的
で
あ
る
」
と
批
判
を
浴
び
て
大
騒
動

シ
ン
グ
ル
盤
の
問
題
の
箇
所
に
は
ノ
イ
ズ
が
入
れ
ら
れ
、
そ
の
後
、
歌
詞
自
体
が

を
引
き
起
守
」
し
、

変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
の
周
囲
の
人
々
は
心
配
し
た

ぎ
ゅ
う
じ

ア
メ
リ
カ
の
音
楽
界
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
、
実
質
的
に
ユ
ダ
ヤ
系
の
人
々
が
牛
耳
っ
て

お
り
、
彼
ら
を
怒
ら
せ
た
ら
音
楽
活
動
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
は
必
至
で
す
。
し
か
し
、
誰
も
マ
イ

ピ
ル

・
プ
レ
イ
に
よ
る
と
、

レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
中
か
ら
、

そ
う
で
す
。

ケ
ル
に
そ
れ
を
言
い
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

は
い
つ
し
か
イ
エ
ス
マ
ン
で
固
め
ら
れ
、

マ
イ
ケ
ル
は
偉
大
に
な
り
す
ぎ
て
い
た
の
で
す
。
周
囲

マ
イ
ケ
ル
に
耳
の
痛
い
こ
と
を
言
え
る
人
が
い
な
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。

制
作
ス
タ
ッ
フ
か
ら
頼
ま
れ
た
ピ
ル
は
マ
イ
ケ
ル
に
忠
告
し
ま
し
た
が
、

ピ
ル
の
話
に
は
い
つ
も
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耳

を

傾

け

る

マ

イ

ケ

ル

も

、

「

ユ

ダ

ヤ

人

を

侮

蔑
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

社
会
の
人
種
差
別
に
つ
い
て
歌
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
主
張
し
、
譲
ら
な
か

っ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
時
だ
け
は
頑
と
し
て

マ
イ
ケ
ル
は
た
び
た
び
記

「叶
宮
〕
『
巴
O
ロ
バ
ロ
白
円
巾
〉
σ
o
c門
己
臼
」
は
、
発
売
後
す
ぐ
に
物
議
を
醸
し
、

者
会
見
を
開
い
て
釈
明
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

1
9
9
6年
6
月
日
日
付
の
「
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・

マ
イ
ケ
ル
の
釈
明
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、

タ
イ
ム
ズ
」

で
は
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
、

以
下
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

「
こ
の
歌
詞
が
人
々
を
不
快
に
さ
せ
る
と
い
う
意
見
は
誤
解
に
満
ち
て
お
り
、
非
常
に
僕
を
傷
つ
け

て
い
ま
す
。
確
か
に
こ
の
歌
は
偏
見
と
憎
し
み
に
よ
る
痛
み
を
歌
っ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
は
、
社
会

や
政
治
の
問
題
に
注
意
を
向
け
て
も
ら
う
た
め
の
、

一
つ
の
手
段
な
の
で
す
。
僕
は
非
難
さ
れ
る
者
、

攻
撃
さ
れ
る
者
の
代
表
で
す
。
僕
は
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
代
表
な
の
で
す
。
ス
キ
ン
ヘ
ッ
ド
で
あ
り
、

ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
り
、
黒
人
で
あ
り
、
白
人
で
も
あ
り
ま
す
。
僕
は
誰
か
を
攻
撃
し
た
い
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
若
者
た
ち
へ
の
不
当
な
仕
打
ち
に

つ
い
て
、
誤
っ
て
彼
ら
を
非
難
す
る
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
世
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
歌
っ
て
い
る
の
で
す
。
僕
は
そ
れ
に
怒

っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の

怒
り
が
、
間
違
っ
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」
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「H
，F
3
0
0ロ
ぷ
の
印
日
〉
σ。
己
門
戸
】
臼
」
が
作
ら
れ
た
の
は
、
マ
イ
ケ
ル
が
日
歳
の
少
年
の
父
親
か
ら
児

童
へ
の
性
的
虐
待
疑
惑
で
訴
え
ら
れ
、
多
額
の
示
談
金
で
和
解
（
1
9
9
4年
1
月
）
し
た
直
後
で

す
。
今
で
こ
そ
、
世
界
中
の
人
が
こ
の
事
件
お
よ
び

2
0
0
5年
に
起
き
た
裁
判
に
つ
い
て
の
彼
の

潔
白
を
知
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
当
時
は
世
界
中
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
彼
を
犯
罪
者
の
よ
う
に
糾

弾
し
、
マ
イ
ケ
ル
の
無
実
を
信
じ
る
フ
ァ
ン
を
除
き
、
社
会
全
体
が
マ
イ
ケ
ル

・
パ
ッ
シ
ン
グ
に
揺

れ
て
い
ま
し
た
。

J 

マイケルの光と影

も

「反

ユ
、
ダ
ヤ
を
歌
っ
た
も
の
で
は
な
い
」
と
主
張
し
ま
し
た
。
で
も
、
何
度
聴
い
て

こ
の
歌
詞
か
ら
は
、
事
件
を
で
っ
ち
上
げ
た
少
年
の
父
親
と
そ
の
一
派
に
向
け
た
憤
り
が
伝
わ

マ
イ
ケ
ル
は

っ
て
き
ま
す
。

少
年
の
父
親
は
、

ユ
ダ
ヤ
系
で
し
た
。

「
、
叶
町
内
可
。
。
ロ
ぷ
の
白
門
町
〉
σ
o
E
C
m」

一
つ
気
に
な
る
曲
が
あ
り
ま
す
。
「
ロ
∞
・
」

が
収
録
さ
れ
た
ア
ル
バ
ム

に
は
、
も
う

「国
百
円

o
q」

ま
た
、

こ
れ
は
、
歌
詞
に
登
場
す
る
検
事
、

で
す
。

ド
ム

・
シ

エ
ル
ダ
ン
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
で
す
が
、
上
記
の
事
件
を
立
件
し
よ
う
と
し
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
検
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事
、
ト
ム
・
ス
ネ
ド
ン
を
暗
示
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
は
こ
の
歌
で
、

「
俺
を
と

つ
つ
か
ま
え
た
い
り
め
・
。
あ
い
つ
は
冷
酷
な
検
事
。
票
が
欲
し
い
だ
け
の
や
つ
で
、
言
っ
て
い
る

こ
と
の
半
分
も
や
り
は
し
な
い
さ
」
と
痛
烈
に
皮
肉
っ
て
い
ま
す
。

温
厚
で
穏
や
か
な
マ
イ
ケ
ル
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
、
激
し
い
怒
り
が
伝
わ
っ
て
く
る
こ
れ
ら
の

歌
を
聴
く
た
び
に
、
私
は
胸
が
し
め
つ
け
ら
れ
ま
す
。

マ
イ
ケ
ル
は
た
っ
た
一
人
で
、
ど
れ
ほ
ど
苦

し
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
事
件
の
さ
な
か
、

マ
イ
ケ
ル
は
告
発
側
の
少
年
を
一
度
も
非
難
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

な
お

「
叶
町
内
可
。
。
口
、
門
口
白
円
巾
〉

σ
o
E
C白」

は
、
ラ
ジ
オ
で
の
放
送
が
自
粛
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
で
は

ビ
ル
ボ
ー
ド

H
O
T
－

o
oの
叩
位
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
で
は
首
位
を

獲
得
し
ま
し
た
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
で
放
送
自
粛
な
ど
の
パ
ッ
シ
ン
グ
を
受
け
た
同
曲
を
収
録
し
た
ア

ル
バ
ム

「回
目

z
q」
は
、
世
界
で

2
0
0
0
万
枚
を
売
り
上
げ
、

2
枚
組
ア
ル
バ
ム
の
売
上
げ
と

し
て
世
界
最
高
記
録
を
樹
立
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
妨
害
と
も
い
え
る
自

粛
規
制
運
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
界
の
フ

ァ
ン
は
マ
イ
ケ
ル
を
支
持
し
た
の
で
す
。
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「
み
ん
な
が
僕
を
利
用
す
る
」
l
l
中
谷
学
さ
ん
の
体
験

マ
イ
ケ
ル
は

1
9
9
6年
3
月
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
ア
ル
・
ワ
リ
ー
ド

・
ピ
ン

・
タ
ラ
l
ル
王

子
と
の
事
業
提
携
を
開
始
し
ま
し
た
。

そ
の
事
業
も
、
あ
ま
り
う
ま
く
は
い
っ
て
い
な
か

し
か
し
、

J 

マイケノレの光 と影

っ
た
よ
う
で
す
。

セ
ガ
の
中
谷
学
さ
ん
は
、
当
時
パ
リ
に
い
た
マ
イ
ケ
ル
と
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
に
フ
ラ
ン
ス

に
飛
び
、
件
の
事
業
提
携
発
表
後
の
マ
イ
ケ
ル
と
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
谷
さ
ん
か
ら
聞
い
た
話
で
す
。

以
下
は
、

？
？
、

、
H
ソヂ
L

ノ

ザ

l

マ
イ
ケ
ル
の
ダ

セ
ガ
の
ゲ

l
ム

「
ス
ペ

ー
ス
チ
ャ

ン
ネ
ル

5

パ
ー
ト
2
」
に
使
う
、

ン
ス
を
撮
影
し
て
い
た
時
の
こ
と
。

休
憩
時
間
中
に
、
中
谷
さ
ん
た
ち
と
立
ち
話
を
し
て
い
た
マ
イ
ケ
ル
が
、
ふ
と
中
谷
さ
ん
の
友
人

の
靴
を
見
て
、
「
い
い
靴
、
だ
ね
」
と
褒
め
ま
し
た
。
中
谷
さ
ん
い
わ
く
、
マ
イ
ケ
ル
は
珍
し
い
靴
を

見
る
と
、
い
つ
も
褒
め
て
い
た
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
中
谷
さ
ん
が
何
気
な
く
「
マ
イ
ケ
ル
は
、
自
分
で
靴
を
買
い
に
行
く
の
？
」
と
尋
ね
た
と
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こ
ろ
、

マ
イ
ケ
ル
の
目
が
み
る
み
る
潤
み
、
涙
が
こ
ぼ
れ
落
ち
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
彼
は

ど
う
や
っ
て
僕
が
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
で
き
る
と
思
う
の
？
」
と
言
っ
た
の
で
す
。

「
ど
う
や
っ
て
？

マ
イ
ケ
ル
が
涙
を
流
し
て
泣
き
出
す
の
で
は
な
い
か
と
う
ろ
た
え
た
中
谷
さ
ん
が
、

「あ

っ
、
ご

め
ん
な
さ
い
。
誰
か
ほ
か
の
人
が
あ
な
た
の
靴
を
買
っ

て
く
れ
る
ん
で
す
ね
」
と
言
う
と
、

マ
イ
ケ

ル
は
「
そ
れ
し
か
で
き
な
い
ん
だ
」

と
答
え
た
そ
う
で
す
。

宇
品
れ
九
、

マ
イ
ケ
ル
の
か
か
り
つ
け
の
医
者
が
中
谷
さ
ん
に
「
マ
イ
ケ
ル
が
親
知
ら
ず
を
抜
い
た
ば

か
り
な
の
で
、
撮
影
を
中
止
し
て
ほ
し
い
」

し
て
い
て
、
疲
れ
て
い
る
」
と
言
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
中
谷
さ
ん
た
ち
は
、
撮
影
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
確
保
す
る
た
め
に
、
す
で
に
4
日
ほ
ど
待
っ
て
い
た
の
で
、
収
録
時
聞
を
半
減
す
る
こ
と
で
、

何
と
か
折
り
合
い
を
つ
け
て
も
ら
っ
た
そ
う
で
す
。

「
マ
イ
ケ
ル
は
週
に
2
、
3
本
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
こ
な

撮
影
当
日
、
誰
も
マ
イ
ケ
ル
が
ス
タ
ジ
オ
に
来
る
こ
と
を
知
ら
な
い
は
ず
な
の
に
、
外
で
は
た
く

さ
ん
の
フ
ァ
ン
が
彼
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
や
が
て
車
が
2
台
到
着
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
に
も

マ
イ

18,? 



い
ぶ
か
し
く
思
っ
て
い
る
と
、
彼
は
、
ま
る
で
フ
ァ
ン
か
ら
隠
れ
る
か
の

ケ
ル
は
乗
っ
て
お
ら
ず
、

よ
う
に
、
後
ろ
の
ト
ラ
ン
ク
用
の
ド
ア
か
ら
出
て
き
た
の
で
し
た
。

そ
の
後
、

マ
イ
ケ
ル
と
中
谷
さ
ん
は
、

ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
確
認
す
る
た
め
に
、

二
人
だ
け
で
会
議

室
に
入
り
ま
し
た
。

す
る
と
マ
イ
ケ
ル
が
開
口
一
番
、

「
み
ん
な
が
僕
を
利
用
す
る
。
僕
を
機
械
の
よ
う
に
利
用
す
る
。

と
言
っ
た
の
で
す
。
マ
イ
ケ
ル
は
疲
れ
き
っ
て

.J 

マイケルの光と影

僕
が
ど
ん
な
気
持
ち
か
誰
も
わ
か
っ
て
く
れ
な
い
」

い
る
よ
う
で
し
た
。

そ
ん
な
マ
イ
ケ
ル
の
姿
を
見
る
の
が
あ
ま
り
に
も
つ
ら
く
、
中
谷
さ
ん
が

も
嫌
な
ら
、
無
理
に
撮
影
し
な
く
て
も
い
い
で
す
よ
」
と
気
遣
う
と
、

し
か
し
中
谷
さ
ん
は
、

「
あ
な
た
が
ど
う
し
て

マ
イ
ケ
ル
は
少
し
の
間
考
え

込
ん
で
い
ま
し
た
。

「
僕
も
マ
イ
ケ
ル
を
利
用
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

と
後
ろ
め
た
く
思
い
な
が
ら
も
、
「
で
も
、
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
グ

1
ム
が
大
好
き
だ
と
思
い
ま
す
」

と
言
い
ま
し
た
。
す
る
と
マ
イ
ケ
ル
は
、

「

O
K」

と
答
え
た
そ
う
で
す
。

な
お
そ
の
会
議
室
は
、
車
が

2
台
入
る
ガ
レ
ー
ジ
よ
り
も
少
し
狭
い
く
ら
い
で
し
た
。
中
谷
さ
ん

は
、
部
屋
の
真
ん
中
に
小
さ
な
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
を
4
脚
置
い
て
い
た
の
で
す
が
、
部
屋
に
入
っ
た

18.J 
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マ
イ
ケ
ル
は
テ
ー
ブ
ル
際
の
椅
子
に
は
座
ら
ず
、
部
屋
の
隅
に
置
か
れ
て
い
た
予
備
用
の
椅
子
に
座

っ
た
の
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
が
座
っ
た
場
所
は
、
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
に
は
暗

す
ぎ
た
の
で
、
中
谷
さ
ん
は
明
る
い
テ
ー
ブ
ル
際
の
椅
子
に
座
り
ま
し
た
。

や
や
気
ま
ず
い
雰
囲
気
で
し
た
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン

が
と
り
に
く
い
の
で
、
結
局
マ
イ
ケ
ル
は
、
中
谷
さ
ん
の
向
か
い
側
の
椅
子
に
座
っ
た
そ
う
で
す
。

「次
は、

マ
イ
ケ
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
映
像
を
持
っ
て
き
て
い
た
の
で
す
が
、

マ
イ
ケ
ル
は
ダ
ン
ス
を
中
断
し
、

「ビ
デ
オ
に
映
っ
て
い
る
自
分
を
見
た
く
な
い
」

と
言
っ
た
そ
う
で
す
。
困
っ
た
中
谷
さ
ん
が
「
で
も
僕
は
、
あ
な
た
の
ダ
ン
ス
の
動
き
の
呼
び
方
を

「
あ
な
た
が
ビ
デ
オ
を
見
て
、
僕
に
踊

っ
て
み
せ
て
く
れ

こ
の
ダ
ン
ス
を
し
て
ほ
し
い
」
と
、

そ
し
て
撮
影
が
始
ま
り
ま
し
た
。
中
谷
さ
ん
は

イ
ケ
ル
に
説
明
す
る
た
め
、

映
像
を
流
す
と
、

し、

ざ

知
ら
な
い
し
」
と
言
う
と
、

れ
ば
い
い
よ
」
と
答
え
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
は
、
自
分
の
映
像
を
見
る
よ
り
も
、
中
谷
さ
ん
の
ダ
ン
ス
を
見
て
、
次
に
自
分
が
す
る

べ
き
動
き
を
推
測
す
る
や
り
方
を
望
ん
だ
の
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
は

マ

18!/ 



「
前
も
っ
て
わ
か
っ
て
い
た
ら
、
練
習
し
て
き
た
の
に
」
と
思
い
な
が
ら
も
、
中
谷
さ
ん
は
、

い
く
つ
か
の
シ
ン
プ
ル
な
動
き
は

ケ
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
映
像
を
見
な
が
ら
、
懸
命
に
踊
り
ま
し
た
。

何
と
か
伝
わ
り
、
ム
ー
ン
ウ
ォ

l
ク
も
、
後
ろ
に
歩
い
た
だ
け
で
、

し
た
。
し
か
し
、
ほ
か
の
動
き
は
と
う
て
い
再
現
不
可
能
だ
っ
た
た
め
、
結
局
マ
イ
ケ
ル
は
あ
き
ら

め
て
、
自
分
の
コ
ン
サ
ー
ト
映
像
を
見
る
こ
と
に
し
た
そ
う
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
は
理
解
し
て
く
れ
ま

.J 

マイケノレの光と影

私
は
、
フ
ァ
ン
か
ら
隠
れ
る
よ
う
に
車
を
降
り
る
マ
イ
ケ
ル
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

分
は
利
用
さ
れ
て
い
る
」
な
ど
と
い
っ
た
愚
痴
を
、
マ
イ
ケ
ル
か
ら
聞
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
私
が
知
っ
て
い
る
マ
イ
ケ
ル
は
、
打
ち
合
わ
せ
で
は
い
つ
も
、
一
番
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
と
り
や
す
い
場
所
に
率
先
し
て
座
る
人
で
し
た
。

全
身
全
霊
を
込
め
て
立
ち
上
げ
た
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
暗
礁
に
乗
り
上
げ
る
な
ど
、
パ
リ

で
の
マ
イ
ケ
ル
は
心
身
と
も
に
疲
れ
き
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
中
谷
さ
ん
は
、
普
段
は
見
ら
れ
な
い

マ
イ
ケ
ル
に
出
会
っ
た
の
で
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、

マ
イ
ケ
ル
の
前
で
ダ
ン
ス
を
す
る
の
は
、

さ
ぞ
勇
気
が
い
っ
た
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

マ
イ
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マイケノレ ・ジャクソンのj思い出

Memoγies of Michael Jackson も

一 一一一 一

親
子
の
よ
う
だ
つ
た
マ
イ
ケ
ル
と
ビ
ル

・
プ
レ
イ

＊ 

＊ 

＊ 

マ
イ
ケ
ル
と
ビ
ル
と
の
出
会
い

こ
れ
ま
で
に
も
幾
度
と
な
く
触
れ
て
き
ま
し
た
が
、

で
欠
か
せ
な
い
存
在
が
、
ピ
ル

・
プ
レ
イ
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
と
私
の
交
流
に
つ
い
て
語
る
う
え

初
年
に
わ
た
り
マ
イ
ケ
ル
を
支
え
、
守
り
続
け
て
き

お
そ
ら
く
マ
イ
ケ
ル
の
た
め
だ
け
を
考
え
て
働
い
て
い
た
唯
一
の
人
物
で
、

誰
よ
り
も
信
頼
し
て
い
た
父
親
の
よ
う
な
存
在
で
し
た
。

ピ
ル
は
、

ピ
ル
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
チ

1
フ
と
し
て
、

ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
が

マ
イ
ケ
ル
が
ジ
ャ
ク
ソ
ン

5
と
し
て
活
動
し
て
い
た
日
歳
の
時
か
ら
、

を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

2
0
0
0年
に
引
退
し
、
そ
の

6
年
後
に
加
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、

マ
イ
ケ
ル
の
悲
劇
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
ず
に

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

も
し
ピ
ル
が
つ
い
て
い
た
ら
、

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
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モ
ー
タ
ウ
ン

・
レ
コ
ー
ド
の
社
長
、
ペ
リ
l
・
ゴ
1
デ
ィ

・
ジ
ュ
ニ
ア
と
ス
タ
ッ
フ
は
、

マ
イ
ケ

ル
と
彼
の
家
族
が
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
ゲ

l
リ
ー
か
ら
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
移
り
住
む
に
あ
た
り
、
若
い

少
年
た
ち
の
安
全
の
た
め
に
、
彼
ら
が
公
衆
の
中
に
出
る
時
は
常
に
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ス
タ
ッ
フ
を
つ

け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
す
ぐ
に
彼
ら
の
頭
に
浮
か
ん
だ
人
物
が
、
当
時
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
警
の
警

ピ
ル

・
プ
レ
イ
で
し
た
。
彼
は
そ
れ
ま
で
も
、
ゴ

l
デ
イ
の
依
頼
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

察
官
だ
っ
た
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
業
務
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

.J 
マイケノレの光と影

ピ
ル
は
モ
ー
タ
ウ
ン
か
ら
正
式
に
依
頼
さ
れ
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
警
に
籍
を
置
き
な
が
ら
、

ジ
ヤ

ク
ソ
ン

・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
全
員
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
ヘ
ッ
ド
に
な
っ
た
の
で
す
。

ビ
ル
は

1
9
2
6年
に
生
ま
れ
、

ル
ド
レ
ッ
ド
の
4
人
家
族
で
す
。

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
育
ち
ま
し
た
。
母
親
、
弟
の
ガ
イ
、
妹
の
ミ

ピ
ル
が
警
察
官
に
な
っ
た
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
こ
と
で
し
た
。
兵
役
か
ら
戻
っ
た
も
の

の
、
妻
を
養
お
う
に
も
仕
事
が
な
か
っ
た
ピ
ル
に
、
友
人
が
「
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
警
は
ど
う
だ
？
」

と
勧
め
て
く
れ
た
の
で
す
。
当
時
の

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
警
の
待
遇
は
、
若
い
妻
帯
者
に
は
魅
力
的
で

し
た
。
ピ
ル
は
、
退
職
す
る
ま
で
却
年、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
警
に
留
ま
り
ま
し
た
。
市
警
で
の
最
終
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マイケル ・ジャクソンの思い出

Memo円esof Michael Jackson 

的
な
所
属
部
署
は
窃
盗

・
殺
人
課
で
し
た
。

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
警
の
仕
事
と
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン

・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
仕
事
を
両
立

さ
せ
る
た
め
に
、

ピ
ル
は
で
き
る
か
ぎ
り
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
調
整
し
ま
し
た
。
彼
は
兄
弟
た
ち
の
コ

ン
サ

l
ト
に
つ
い
て
各
地
を
回
り
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
へ
の
出
演
、

グ
に
も
付
き
添
い
ま
し
た
。
ピ
ル
は
彼
ら
に
と
っ
て
、
保
護
者
で
あ
り
、
相
談
相
手
で
あ
り
、
信
頼

で
き
る
人
物
で
あ
り
、
そ
し
て
遊
び
相
手
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

ス
タ
ジ
オ
で
の
レ
コ

1
デ
イ
ン

ピ
ル
は
特
に
、
公
演
後
に
押
し
か
け
る
女
性
フ
ァ
ン
の
整
理
に
あ
た
り
ま
し
た
。
彼
女
た
ち
は
、

才
能
あ
ふ
れ
る
若
き
人
気
ス
タ
ー
を
一
目
見
ょ
う
と
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
や
外
に
群
が
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
思
考
を
め
ぐ
ら
せ
て
兄
弟
た
ち
に
近
づ
こ
う
と
し
、
あ
わ
よ
く
ば
話
を
し
よ
う
と
部
屋
に
ま
で
入

っ
て
き
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
後
、
ビ
ル
に
は
ほ
と
ん
ど
眠
る
時
聞
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ホ
テ
ル
の
中
を
隅
々

ま
で
見
て
回
り
、
兄
弟
た
ち
の
部
屋
の
鍵
が
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
点
検
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
朝
に
な
る
と
、
ビ
ル
は
再
び
兄
弟
た
ち
の
部
屋
を
見
回
り
、
彼
ら

が
朝
食
を
と
っ
た
か
ど
う
か
を
確
か
め
、
次
の
公
演
地
へ
向
か
う
準
備
を
手
伝
い
ま
し
た
。
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マイケノレ ・ジャクソンの思い出

Memor山 ofMichael Jackson 

ツ
ア

l
ラ
イ
フ
は
、

と
に
か
く
大
忙
し
で
し
た
。
兄
弟
た
ち
と
ピ
ル
は
さ
ま
ざ
ま
な
町
を
め
ぐ
り

ま
し
た
が
、
家
庭
教
師
と
の
勉
強
と
公
演
に
追
わ
れ
、
兄
弟
に
は
観
光
す
る
機
会
も
遊
ぶ
時
間
も
ほ

と
ん
ど
な
く
、
せ
い
ぜ
い
ピ
ル
と
枕
の
投
げ
合
い
を
す
る
程
度
で
し
た
。

し
か
し
、
兄
弟
た
ち
を
守
る
仕
事
は
、
ピ
ル
に
と
っ
て
は
う
っ
て
つ
け
で
し
た
。
公
演
先
の
ホ
テ

ル
と
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
で
過
ご
す
日
々
は
、
厳
し
い
も
の
で
し
た
が
、
反
面
わ
く
わ
く
す

る
も
の
で
も
あ
り
ま
し
た
。

兄
弟
た
ち
は
成
長
す
る
と
、
女
の
子
に
興
味
を
示
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

ジ
で
歌
い
な
が
ら
好
み
の
女
の
子
を
探
す
ま
で
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
公
演
終
了
後
に
は
、
ピ
ル
に

「

2
列
目
の
ブ
ル

l
の
服
を
着
た
子
を
見
た
？
彼
女
は
今
夜
僕
に
会
い
に
来
る
ん
だ
」
な
ど
と
言

っ
て
、
大
笑
い
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

ス
テ
l

ピ
ル
と

5
人
の
兄
弟
た
ち
の
親
密
な
関
係
は
、

1
9
7
9年、

「

O
同
門
町
内
巧
丘
一
」
が
発
売
さ
れ
る
ま
で
続
き
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
が
ソ
ロ
で
制
作
し
た
ア

ル
パ
ム
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ビ
ル
、

マ
イ
ケ
ル
専
属
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

1
9
7
9年
の
あ
る
日
、

マ
イ
ケ
ル
は
ピ
ル

・
プ
レ
イ
に
「
自
分
専
属
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ス
タ
ッ

フ
に
な
っ
て
く
れ
な
い
か
」
と
相
談
し
、
ビ
ル
は
す
ぐ
に
了
承
し
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
と
ピ
ル
は
親
子
の
よ
う
な
関
係
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
は
ビ
ル
を

そ
の
頃
、

3 

マイケノレの光と影

父
親
の
よ
う
に
慕
い
、
ピ
ル
は
マ
イ
ケ
ル
を
息
子
の
よ
う
に
愛
し
て
い
た
の
で
す
。

ル
な
し
で
公
衆
の
中
に
い
た
こ
と
は
な
く
、
必
ず
ピ
ル
が
マ
イ
ケ
ル
の
傍
ら
に
つ
い
て
い
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
が
ピ

マ
イ
ケ
ル
の
父
親
、
ジ
ョ
セ
フ
（
ジ
ョ

l
）
は
、
厳
し
い
人
だ
そ
う
で
す
。

私
の
知
人
の
日
本
人
記
者
が
、
マ
イ
ケ
ル
の
母
親
、
キ
ヤ
サ
リ
ン
の
自
宅
で
彼
女
を
取
材
し
て
い

た
時
、
た
ま
た
ま
ジ
ョ

l
が
部
屋
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
キ
ャ
サ
リ
ン
の
写
真
を
撮
っ
て
い
た
カ
メ

ラ
マ
ン
は
、

ジ
ョ

l
が
醸
し
出
す
雰
囲
気
に
、
恐
怖
を
覚
え
た
そ
う
で
す
。
ジ

ョ
ー
に
は
、
他
人
を

威
圧
す
る
オ
1
ラ
が
あ
り
ま
し
た
。

ジ
ョ

！
と
は
真
逆
の
タ
イ
プ
の
、
温
厚
で
優
し
い
人
で
し
た
。

ジ
ョ

！
と
や
り
あ
っ
た
こ
と
も
、
－
度
や
2
度
で
は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
を
か
ば

っ
て

ピ
ル
は
、
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印刷..;;;; t 
マ
イ
ケ
ル
が
幼
い
頃
か
ら

一
緒
だ
っ
た
、

二
人
の
関
係
は
、
非
常
に
深
い
も
の
だ

っ
た
の
で
す。

マ
イ
ケ
ル
の
身
の
周
り
の
安
全
を
気
に
か
け
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
が
無
鉄
砲
な
こ
と
を
す
る
と
、
ビ
ル
は
心
配
し
て
彼
を
叱
り
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
が
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
内
に
ア
パ
ー
ト
を
借
り
た
時
は
、
ピ
ル
は
マ
イ
ケ
ル
の
た
め
に
シ

ー
ツ
や
パ
ス
タ
オ
ル
類
を
買
い
揃
え
、
マ
イ
ケ
ル
の
私
服
も
、
ピ
ル
が
買
い
に
い
っ
て
い
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
が
エ

ン
シ
ノ
に
住
ん
で
い
た
頃
は
、
毎
朝
ビ
ル
が
マ
イ
ケ
ル
を
起
こ
し
て
い
ま

ピ
ル
は
、
ま
る
で
母
鶏
の
よ
う
に
、

ま
た
、

し
た
。

車
を
運
転
し
て
マ
イ
ケ
ル
を
次
の
仕
事
場
ま
で
連
れ
て
い
き
、

飽
き
る
ほ
ど
長
い
時
聞
を
座

っ
て
過
ご
し
、
休
憩
時
間
や
終
了
後
に
は
、

事
を
と
っ
た
か
ど
う
か
を
確
か
め
、
マ
イ
ケ
ル
が
床
に
就
く
ま
で

一
緒
に
い
た
の
で
す
。

マ
イ
ケ
ル
の
仕
事
が
入

っ
て
い
な
い
時
も
、
ピ
ル
は
毎
朝
マ
イ
ケ
ル
の
ア
パ
ー
ト
に
行
き
、

ケ
ル
が
動
物
と
遊
ぶ
時
も
、

泳
い
で
い
る
時
も
、
自
宅
の
ス
タ
ジ
オ
で
仕
事
を
し
て
い
る
時
も
、

常

に
一
緒
に
い
ま
し
た
。

レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ス
タ
ジ
オ
で
は

マ
イ
ケ
ル
が
き
ち
ん
と
食

マ
イ
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前
に
も
書
き
ま
し
た
が
、
食
が
細
い
マ
イ
ケ
ル
の
心
配
を
す
る
の
も
、
ピ
ル
の
役
目
で
し
た
。
彼

は
、
特
に
マ
イ
ケ
ル
の
食
欲
が
な
さ
そ
う
だ
と
思
っ
た
時
は
、
唯
一
の
手
料
理
を
披
露
し
て
い
ま
し

？こ

J 

マイケノレの光と影

マ
イ
ケ
ル
た
ち
が
キ
ャ
ピ
ト
ル
東
急
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
て
い
た
時
の
こ
と
で
す
。
ピ
ル
が

ミ
に
、
と
っ
て
お
き
の
料
理
を
教
え
て
あ
げ
る
よ
」
と
言
う
の
で
、
私
は
厨
房
へ
つ
い
て
い
き
ま
し

た
。
彼
が
「
マ
イ
ケ
ル
は
こ
れ
が
好
き
な
ん
だ
」
「
こ
れ
を
食
べ
る
と
元
気
に
な
る
ん
だ
」
「
栄
養
が

あ
る
ん
だ
よ
」
な
ど
と
言
う
の
で
、
「
ど
ん
な
す
ご
い
料
理
が
で
き
る
ん
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
た
ら
、

一「

てず

ニ工

な
ん
と
、
玉
ね
ぎ
を
そ
の
ま
ま
、

や
わ
ら
か
く
な
る
ま
で
オ
ー
プ
ン
で
焼
く
だ
け
だ
っ
た
の
で
す
！

し
か
し
実
際
に
皮
を
剥
い
て
食
べ
て
み
る
と
、
確
か
に
そ
れ
は
甘
く
、

と
て
も
お
い
し
く
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

な
お
、

ピ
ル
の
左
手
の
小
指
に
は

3
カ
ラ
ッ
ト
の
ダ
イ
ヤ
の
リ
ン
グ
が
光
っ
て
い
ま
し
た
。
後
で

ピ
ル
が
マ
イ
ケ
ル
と
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
年
目

知
っ
た
こ
と
で
す
が
、

そ
の
リ
ン
グ
は
、

に
、
記
念
と
し
て
マ
イ
ケ
ル
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
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マイケノレ ・ジャクソンの思い出

Memories of Michael Jackson 

い
つ
も
ふ
ざ
け
あ
っ
て
い
た
、

マ
イ
ケ
ル
と
ビ
ル

ピ
ル

・
プ
レ
イ
と
マ
イ
ケ
ル
は
、
互
い
に
か
ら
か
い
あ
う
こ
と
が
好
き
で
し
た
。

ピ
ル
は
、
頭
の
形
が
良
く
な
い
の
を
気
に
し
て
、
い
つ
も
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い
ま
し
た
。

か
ゆ

マ
イ
ケ
ル
が
、
そ
の
帽
子
の
下
に
、
皮
膚
が
庫
く
な
る
粉
を
入
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う

い
た
ず

ら
っ
子
、

で
す
。

ま
Amh九
、

マ
イ
ケ
ル
は
よ
く
帽
子
を
と
り
あ
げ
て
は
、

ピ
ル
の
頭
を
軽
く
叩
き
、
「
ゴ
ム
頭
」
と
呼

ピ
ル
は
ど
こ
に
で
も
い
る
父
親
の
よ
う
に
、
愛
情
あ
る
眼
差
し
を
マ
イ
ケ
ル
に
向

ん
で
い
ま
し
た
。

け
て
、

「
や
め
ろ
！

ジ
ョ
ー
カ
ー
」
と
叫
ん
で
い
ま
し
た
。

ビ
ル
の
古
戸
は
、

マ
イ
ケ
ル
の
話
し
声
の
叩
倍
く
ら
い
の
大
き
さ
で
し
た
。

警
察
官
時
代
に
射
撃
訓

練
で
、
耳
を
傷
め
て
お
り
、
耳
が
遠
か
っ
た
の
で
す
。
マ
イ
ケ
ル
は
補
聴
器
を
使
う
よ
う
、
何
度
も

勧
め
た
の
で
す
が
、
ピ
ル
は
か
た
く
な
に
拒
み
続
け
ま
し
た
。
ピ
ル
に
は
そ
ん
な
、
頑
固
な
一
面
も

あ
っ
た
の
で
す
。

お

た

け

さ
さ
や
く
よ
う
な
マ
イ
ケ
ル
の
声
と
、
ラ
イ
オ
ン
の
雄
叫
び
の
よ
う
な
ピ
ル
の
声
で
繰
り
広
げ
ら
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れ
る
会
話
は
、
傍
ら
で
聞
い
て
い
た
私
た
ち
を
も
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

わ
ざ
と
小
声
で
ピ
ル
に
質
問
を
し
て
は
、
ピ
ル
が
ト
ン
チ
ン
カ
ン
な
答
え

宇
品
れ
ん
、

マ
イ
ケ
ル
は
、

を
す
る
の
を
面
白
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ピ
ル
は
、

マ
イ
ケ
ル
が
言
っ
た
こ
と
を
か
ろ
う
じ
て
聞
き
取
れ
る
と
、

マ
イ
ケ
ル
と
一
緒
に
笑
つ

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
時
に
そ
れ
は
、

マ
イ
ケ
ル
を
あ
え
て
笑
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
も

見
え
た
も
の
で
し
た
。

J 

マイケノレの光と影

マ
イ
ケ
ル
が
成
長
し
、

ビ
ル
が
年
を
と
る
に
つ
れ
、

二
人
の
関
係
は
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
多

で
あ
る
マ
イ
ケ
ル
が
、
年
老
い
て
い
く
「
父
」
で

く
の
父
と
子
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

「
息
子
」

あ
る
ピ
ル
を
心
配
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
や
が
て
ピ
ル
は
、

マ
イ
ケ
ル
と
旅
を
し
て
も
ホ
テ

ル
に
残
り
、

ピ
ル
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
マ
イ
ケ
ル
に
付
き
添
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ピ
ル
が
花
歳
に
な
っ
た
時
、

マ
イ
ケ
ル
は
ピ
ル
に
オ
フ
ィ
ス
を
た
た
む
よ
う
に
頼
み
ま
し
た
。
そ

の
頃
、

マ
イ
ケ
ル
は
、

一
年
の
ほ
と
ん
ど
を
海
外
で
過
ご
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
ま
た
当
時
、
財
政

難
に
陥
っ
て
い
た
マ
イ
ケ
ル
に
と
っ
て
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
オ
フ
ィ
ス
の
経
費
は
、
負
担
が
重
か

っ
た
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Memor問。fMichael Jackson 

の
で
し
ょ
う
。

ピ
ル
が
リ
タ
イ
ア
す
る
際
、

メ
ル
セ
デ
ス

・
ベ
ン
ツ
の
高
価
な
車
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
車
高
が
低
く
、
大
柄
な
ピ
ル
に
は
運
転
し
づ
ら
そ
う
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
彼

マ
イ
ケ
ル
は
ピ
ル
に
、

は
嬉
し
そ
う
に
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、

マ
イ
ケ
ル
は
生
涯
、

ピ
ル
の
生
活
の
面
倒
を
み
る
と
約
束
し
、

ピ
ル
が
亡
く
な
る
ま
で

給
料
を
払
い
続
け
た
そ
う
で
す
。

や
が
て
、
年
齢
と
と
も
に
ピ
ル
の
健
康
は
衰
え
、
マ
イ
ケ
ル
と
一
緒
に
旅
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

つ
い
に
は
重
い
病
気
に
か
か
っ
て
外
出
も
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

く
な
り
、

ピ
ル
が
こ
の
世
を
去
っ
た
の
は
、

2
0
0
6年
日
月
比
日
で
し
た
。
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マイケノレ ・ジャクソンの思い出

Memor… ホ

あ
と
が
き

＊ 

＊ 

＊ 

2
0
1
0年
3
月
の
あ
る
日
。

故
郷
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
滞
在
し
て
い
た
私
は
、

ム＼

た
ま
た
ま
テ
レ
ビ
を
観
て
い
ま
し
た
。
す
る

A
B
C
テ
レ
ビ
の

「
グ
ッ
ド
・
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ア
メ
リ
カ
」

マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の

で、

元
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ス
タ
ッ
フ

3
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
放
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

マ
イ
ケ
ル
を
ガ
ー
ド
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
訪
問
者
だ
け
で
な
く
、

イ
ケ
ル
へ
の

E
メ
l
ル
、
郵
便
物
、
電
話
の
す
べ
て
を
、
ま
ず
は
彼
ら
が
門
番
と
し
て
受
け
て
い
た

の
で
し
た
。
郵
便
物
の
多
く
は
弁
護
士
か
ら
の
、
何
百
万
ド
ル
に
も
の
ぼ
る
高
額
な
債
務
の
請
求
書

で
し
た
。
マ
イ
ケ
ル
は
何
度
も
訴
え
ら
れ
、
い
つ
も
示
談
を
選
択
し
て
い
た
の
で
す
。

ま
た
、
薬
物
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
彼
ら
は
「
マ
イ
ケ
ル
に
は
薬
物
の
問
題
は
な
か
っ
た
」
と

彼
ら
は
最
後
の

2
年
間
、

答
え
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
、

マ
イ
ケ
ル
の
死
は
一
人
の
人
間
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で

マ
イ
ケ
ル
の
追
悼
式
に
集
ま

っ
た
た
く
さ
ん
の
有
名
人
や
ス

は
な
い
と
思
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

198 
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タ
ー
を
見
て
、

マ
イ
ケ
ル
の
人
生
の
ど
こ
に

マ
イ
ケ
ル
は
い

つ
も
一
人
ぼ
っ
ち
だ

っ
た

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は

「そ
の
人
た
ち
は
、

い
た
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
不
思
議
に
思
っ
た
そ
う
で
す
。

の
に
、
彼
ら
は
ど
こ
に
い
た
の
か
、
と
。

そ
し
て
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
、
「
マ
イ
ケ
ル
の
子
ど
も
た
ち
は
、
彼
の
す
べ
て
だ

っ
た
」

「
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、

マ
イ
ケ
ル
が
す
べ
て
だ
っ
た
」

と
も
語

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞

い
て
、
私
は
思
い
ま
し
た
。
「
マ
イ
ケ
ル
は
、
望
ん
で
彼
ら
を
お
い
て
い

っ
た
の
で
は
な
い
」
と
。

あとがき

マ
イ
ケ
ル
の
真
実
の
姿
を
伝
え
る
番
組
が
い
く
つ
も
放
送
さ
れ
て
、
私
は
嬉
し
く
な

り
ま
し
た
。
彼
は
、
人
聞
は
も
ち
ろ
ん
、
動
物
に
も
地
球
に
も
優
し
く
、
被
害
者
に
は
な
っ
て
も
、

決
し
て
誰
か
を
傷
つ
け
る
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
本
で
は
、
そ
ん
な
彼
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
で
き
る
だ
け
紹
介
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

ほ
か
に
も
、

が
、
ま
だ
ま
だ
書
き
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
価
値
あ
る
活
動
に
人
々
の
注
意
を
向
け
さ
せ
た
り
、
資
金
を
集
め
た

り
す
る
た
め
の
努
力
を
怠
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
総
額
3
億
ド
ル
を
超
え
る
寄
付
を
行
っ
た
ほ
か
、
多

マ
イ
ケ
ル
は
、
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マイケル ・ジャクソンの思い出

Memories of Michael Jackson J堅

一 一
く
の
病
院
を
実
際
に
訪
問
し
、

孤
児
た
ち
に
家
を
提
供
し
た
の
で
す
。

そ
ん
な
マ
イ
ケ
ル
を
見
習
っ
て
、
私
も
、
さ
さ
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
が
買
っ
て
く

だ
さ
っ
た
こ
の
本
の
印
税
を
、
私
が
理
事
と
し
て
参
加
し
て
い
る
、
有
森
裕
子
さ
ん
が
主
宰
す
る
非

営
利
団
体
「
ハ

l
ト

・
オ
ブ

・
ゴ
ー
ル
ド
」
（
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
国
際
ハ

l
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
通
じ

ベ
ッ
ド
を
寄
付
し
、
末
期
的
疾
患
の
子
ど
も
た
ち
を
自
宅
に
招
き
、

て
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
支
援
す
る
活
動
）
と
、

「叶

oso開
口
径
印

F
E
P
F宮
内
」
（
日
本
で
暮
ら
す
外
国
人

の
た
め
の
、
英
語
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

・
支
援
活
動
）
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

キ
ャ
ピ
ト
ル
東
急
ホ
テ
ル
の
駐
車
場
で
、
空
港
に
向
か
う
マ
イ
ケ
ル
を
鈴
木
成
和
さ
ん
と
一
緒
に

見
送
っ
た
日
の
光
景
が
、
初
年
以
上
経
っ
た
今
で
も
、
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

ホ
テ
ル
の
外
は
、
マ
イ
ケ
ル
を

一
目
見
ょ
う
と
待
っ
て
い
る
、
た
く
さ
ん
の
人
々
で
ご
っ
た
が
え

マ
イ
ケ
ル
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ス
タ
ッ
フ
に
固
ま
れ
、
押
し
込
ま
れ
る
よ
う
に
し
て

パ
ン
に
乗
り
ま
し
た
。
全
員
が
乗
り
終
わ
る
や
い
な
や
、
パ
ン
と
数
台
の
車
が
発
進
し
て
い
き
ま
し

た
。
鈴
木
さ
ん
と
私
は
顔
を
見
合
わ
せ
、
マ
イ
ケ
ル
が
滞
在
し
た
こ
の
数
週
間
が
何
事
も
な
く
過
ぎ

し
て
い
ま
し
た
。

zoo 



あとがき

た
こ
と
に
感
謝
し
、
互
い
に
胸
を
な
で
お
ろ
し
ま
し
た
。

私
た
ち
が

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
戻
ろ
う
と
し
た
、
そ
の
時
。

パ
ン
が
引
き
返
し
て
き
て
、

ド
ア
が
開

マ
イ
ケ
ル
が
パ
ン
か
ら
出
て
き
て
私
た
ち
の
前
に
立
ち
、

『

O
円
巾
〈
巾
円
〕
『

F
E
m」
と
言
い
な
が
ら
私
た
ち
を
ハ
グ
す
る
と
、
再
び
サ
ッ
と
パ
ン
に
飛
び
乗
っ
た
の

で
す
。
私
た
ち
は
、
呆
然
と
立
ち
す
く
ん
で
い
ま
し
た
。
私
は
心
の
中
で
肱
き
ま
し
た
。
「
い
い
え
、

き
ま
し
た
！

そ
し
て
、

「
叶
｝
戸
白
ロ
｝
内
可

O
己

マ
イ
ケ
ル
。

こ
ち
ら
こ
そ
、
斗
同
〉
Z
Hハペ
O
C
F『
巾
〈
巾
門

1
F
E
m－
－
：
：
」
と
。

マ
イ
ケ
ル
の
お
か
げ
で
、
私
は
素
晴
ら
し
い
方
々
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

デ
ィ
ズ
ニ

ー
ラ
ン
ド
の
日
本
へ
の
誘
致
交
渉
と
開
園
後
の
東
京
デ
ィ
ズ
ニ

ー
ラ
ン
ド
の
総
指
揮
に

あ
た
ら
れ
た
上
津
昇
さ
ん
。
セ
ガ
で
、
最
高
度
な
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
の
テ
ク
ロ
ジ
ー
を
取
り
入
れ

て
ゲ
l
ム
開
発
を
す
る
環
境
を
整
え
ら
れ
た
鈴
木
久
司
さ
ん
。
ほ
か
、
数
多
く
の
方
々
で
す
。

そ
れ
か
ら
、

こ
の
本
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
協
力
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
み
な
さ
ん
に
、

心
か
ら
の
感
謝
を
お
く
り
ま
す
。
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マイケノレ ・ジャクソンのj思い出

Memories of Michael Jackson 

先
ご
ろ
扶
桑
社
役
員
を
引
退
さ
れ
た
平
田
静
子
さ
ん
。
私
は

1
9
8
7年
に
、
平
田
さ
ん
か
ら

「ピ

マ
イ
ケ
ル
に
つ
い
て
の
本
を
書
い
て
も
ら
え
な
い
か
し
ら
」
と
打
診
さ
れ
ま
し
た
。

ル
・
プ
レ
イ
に
、

し
か
し
ビ
ル
は

「
ア
メ
リ
カ
の
出
版
社
か
ら
も
1
0
0
万
ド
ル
で
オ
フ
ァ
ー
が
あ
っ
た
が
、
受
け
な

か
っ
た
」
と
断
り
ま
し
た
。

「
マ
イ
ケ
ル
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
れ
る
生
活
を
望
ん
で
い
る
し
、
自

分
も
そ
れ
を
守
り
た
い
」
と
い
う
の
が
、
そ
の
理
由
で
し
た
。
彼
女
は
、

お
年
後
、
私
に
本
の
執
筆
を
オ
フ
ァ
ー
し
た
の
で
す
。

こ
の
時
の
こ
と
を
ま
だ
覚

え
て
い
て
、

奥
村
博
さ
ん
（
ポ
プ
ラ
社
専
務
取
締
役
で
編
集
局
長
）
は
、

怠
即
ま
A
F

れ九

書
か
れ
た
本
は
数
多
あ
る
が
、
私
が
マ
イ
ケ
ル
に
関
わ
っ
て
い
た
叩
年
間
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
回
顧
録

マ
イ
ケ
ル

・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
に
つ
い
て

を
書
け
ば
い
い
、

と
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。

彼
の
計
ら
い
で
、
と
て
も
協
力
的
な
編
集
部
員
の
佐
藤
正
海
さ
ん
が
、
こ
の
本
を
担
当
し
て
く
れ

ま
し
た
。
彼
は
、
本
の
方
向
性
を
決
め
、
焦
点
を
定
め
る
う
え
で
終
始
私
を
助
け
て
く
れ
、
私
の
記

憶
に
基
づ
い
て
当
時
の
関
係
者
に
連
絡
を
と
り
、
私
と
彼
ら
が
会
え
る
手
は
ず
を
整
え
て
く
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
彼
は
、
私
に
「
マ
イ
ケ
ル
の
絵
を
描
い
て
み
て
は
？
」
と
勧
め
て
く
れ
た
の
で
す
。

最

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

4
枚
描
い
て
み
ま
し
た
。

初
は
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
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佐
藤
さ
ん
の
計
ら
い
で
、
ラ
イ
タ
ー
＆
エ
デ
ィ
タ
l
の
村
本
篤
信
さ
ん
が
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
見
事
に
ま
と
め
、
日
本
語
に
不
安
の
あ
る
私
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
、
英
語
で
書
く
ほ
う
が
楽
な
の
で
、
私
が
書
い
た
文
章
の
翻
訳
や
、
マ
イ
ケ
ル
に
関
わ
る
出
来

事
や
年
代
な
ど
の
詳
細
な
リ
サ
ー
チ
を
、
長
年
の
友
人
で
あ
る
井
上
美
智
子
さ
ん
に
頼
み
ま
し
た
。

あとがき

セ
ガ
の
山
崎
律
子
さ
ん
は
、
マ
イ
ケ
ル
が
会
っ
た
セ
ガ
の
み
な
さ
ん
、
特
に
す
で
に
セ
ガ
を
離
れ

て
し
ま
っ
た
方
々
を
探
し
出
す
う
え
で
、
私
を
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
山
崎
さ
ん
は
、
当
時
の

マ
イ
ケ
ル
の
古
い
写
真
フ
ァ
イ
ル
を
掘
り
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ジ
ヤ
ツ
ク
に
感
謝
し
ま
す
。
彼
は
私
に
、

「
マ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
に
働
く
機
会
を
く
れ
、

2
0
0
0
万
円
の
損
失
を

「
こ
れ
は
節
税
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
」
と
言
っ
て
不
問
に
付
し
て
く
れ
ま
し
た
。
大
き
な
声
で
は
言
え

ま
せ
ん
が
、
私
が
こ
の
お
年
間
に
彼
の
会
社
の
「
節
税
」
に
貢
献
し
た
の
は
、

だ
け
で
は
な
く
、
ほ
か
に
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、

と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
が
、
私
の
夫
、

イ
ケ
ル
ズ

・
ペ
ツ
ツ
」

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

20.J 
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Memo円esof Michael Jackson ~ 

一 一 一 一
こ
の
本
の
完
成
に
あ
た
り
、
私
は
自
分
自
身
に
問
う
て
い
ま
す
。
「
私
は
、
あ
な
た
か
ら
学
ん
だ

こ
と
を
、
ち
ゃ
ん
と
実
践
し
た
？
」
と
。
私
は
、
そ
う
で
き
た
と
信
じ
て
い
る
し
、
あ
な
た
も
同
意

し
て
く
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
私
は
、
私
の
リ
サ
ー
チ
を
し
て
、
何
か
新
し
い
こ
と
を
提
案

し

マ
イ
ケ
ル
フ
ァ
ン
の
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た
、

と

そ
れ
で
は
最
後
に
、

し
ま
し
ょ
う
。

マ
イ
ケ
ル
と
ピ
ル
に
ま
つ
わ
る
楽
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
、

お
別
れ

あ
る
時
、

マ
イ
ケ
ル
と
パ
プ
ル
ス
が
、

ピ
ル
と
私
の
前
を
歩
い
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
、

ル
が
笑
っ
て
言
い
ま
し
た
。
「
彼
ら
は
親
子
み
た
い
だ
。

ふ
た
り
と
も
手
が
長
い
。

、、、、、、、、、、

P
ノ
，
ノ
P
ノ
，
ノ
P
ノ

ま
た
あ
る
時
、

マ
イ
ケ
ル
が
私
に
尋
ね
ま
し
た
。
「
ピ
ル
が
、
何
故
い
つ
も
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い

マ
イ
ケ
ル
は
ピ
ル
の
帽
子
を
取
り
上
げ
、

る
か
知
っ
て
い
る
？
」
。
私
が
「
ど
う
し
て
？
」
と
訊
く
と
、

平
ら
に
し
た
彼
の
手
を
ピ
ル
の
頭
に
の
せ
て
言
い
ま
し
た
。
「
彼
の
頭
は
、

ヘ
リ
ポ
ー
ト
み
た
い
に ピ
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あとがき

平
ら
な
ん
だ
」
。

そ
し
て
彼
は
、

い
つ
も
の
よ
う
に
口
を
手
で
覆
っ
て、

「ク
ッ
ク
ツ
」
と
笑
っ
た
の
で
し
た
。

Z05 



本
書
は
書
き
下
ろ
し
で
す
。
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